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　　　　【序章】Prologue


















■──二年前──








　初めて出会った時、その人は何も持っていませんでした。







　服装以外完全に手ぶらという意味もありますが、それ以上にその瞳ひとみ。

　何の感情も、心も映し出さない鏡のような瞳の方が印象的でした。

「は、初めまして。桜さくら田だ門もん愛あい和かです……」

　幼い頃ころから『家』のしきたりで殺し屋として育てられた兄。

　私がまだ小さい頃に引き離されて以来、ずっと──こんな目になるまで殺しの技術を叩たたきこまれてしまっていた彼。

　そんな人物との邂かい逅こうは、正に衝撃以外の何者でもありませんでした。

「………………」

　私の挨あい拶さつに対する返事もありません。

　その視線はあくまでも透明で、何も捉とらえてはいないのです。

　挨拶をされたら挨拶を返す。

　とはいえ……そんな当たり前の人間らしい生き方すら教えて貰もらわなかったのでしょうか。

　こんな、全すべてがなくなるように人間を育てることが出来るなんて。

　私たちの『母』を名乗っていた人物に、私は恐怖と怒りを覚えます。

　──私と兄さんは、この世に残されたたった二人だけの家族。

　私を引き取って育ててくれたお爺じいさんの家だって、遠い親しん戚せきに過ぎません。

『桜田門』──それもまた偽名だそうですが。

　その殺し屋の一族であったせいか、私たちの両親はとっくに死亡していました。

　詳しい事情は聞いていません。

　ですが、この兄さんの状態を見れば解わかります。




　……殺されたのだ、と。




　まあ、その点に関しては仕方ないとも思っています。

　おそらく私たちの父は殺し屋としてかなりの人を殺害したのでしょう。

　その行き着く先が死であるのは当然だと思いますし。

　そんな罪を犯した人が幸せな家族を持つなんて許されるとも思えません。

　罪深い血が流れているのを自覚するからこそ、私はそんな父を許さないと思っていたのですが……。

　今、母も許さないことが決定しました。

　とはいえ、兄さんを育てたのが本物の『母』であるとも思えないので、この場合正確には『仮の母』を許さないということにします。

　とにかく。それくらい、初めて会った兄さんには何もありませんでした。

「ん……コホン。兄さん、私の名前は桜さくら田だ門もん愛あい和かです。それに対して、何か言うことはありませんか？」

　私の言葉に対して、兄は──とても冷ややかで。まるで、道端に転がる石か何かを見ているかのような視線で私を見つめました。




　ゾクッ。




　それだけで私は『あ、殺された』と実感します。

　今、おそらく。

　この瞬間だけで私は、兄さんの中で何通りもの殺され方をしました。

　はっきり言って足がすくみました。体中に寒気が走り、ガチガチと歯が震えてしまいます。自分の中の大切なもの。




『命』




　それを今、一瞬で蹂じゆう躙りんされてしまったからです。

　逃げ出したいと思いましたが、逃げるわけにはいきませんでした。

　何な故ぜなら、この人は……こんなに怖くても、私の兄なのですから。

　人を見れば殺し方を考えるように仕組まれてしまった哀れな兄。

　物心つく前から、そうなるように鍛え上げられた『殺人機械キリングマシーン』。

　だから私の中にあるのは恐怖よりも、同情と。

　そして怒りでした。




「──いけません、兄さん」




　まだ声は震えていましたが、私は精一杯に胸を張って指を一本、突きつけます。

「初対面の人と会ったら、まずは丁寧に挨あい拶さつをするものです」

　その指を見つめながら、兄さんの──眉まゆが僅わずかにだけ動きました。

　その時、これならなんとかなる。

　そう、私は確信したのです。

「さあ──。私は貴方あなたの妹、桜田門愛和です。初めまして、兄さん」

「……あ……」

　ようやくその口から、一言だけ出てきました。

「………………」

　ですが、その後が続きません。

　言葉を一切口にしない生活だった、ということはないでしょう。

　だから声が出ないということはないはずです。

　だとすれば、今兄さんの言葉を止めているものは何なのか。

「いいですか兄さん。これからは、兄さんはもう殺し屋としての訓練を受けることはありません。それをしていた『母さん』はいなくなりました。これは理解出来ますね？」

　彫像のように固かった兄さんの体。

　その首が──こく、と頷うなずきました。

「つまり、これからは私が兄さんに一般の人としての生活を教えていくことになります。兄さんは殺し屋ではなく、これからはごく普通の少年として過ごさなければならないんです。それも、理解しましたか？」

　今度は少しだけ間を置いてから。

　こく、と確かに頷きました。

「では、教えましょう。初めての人に会ったら、まずは『初めまして』です。そして、これからも末永くお世話になる可能性がある場合、『これからも宜よろしくお願いします』と言うのですよ」

「………………」

　兄さんは私の言葉を聞いているというよりも、私の顔をじっと見つめていました。

　その瞳ひとみの中に映っている自分を見て……しっかりしないと、と思います。

『母さん』を名乗る人がどんな目的でここまで徹底して『人格』を破壊したのかは解わかりません。ですが、私はそれに対して大変な憤りを覚えています。

　だからこそ。

　私はこの兄に『心』を芽生えさせよう。

　そう思ったのです。

「まずは名乗られたら名乗る。これも大事ですよ」

　こんな当たり前のことすら知らなかったという兄さんの境遇に、やはり同情してしまうものはありました。

　そして、一歩間違っていたら兄さんのように私も殺し屋として無感情になるように育てられていたかもしれないのです。

　だからこそ、反発したい。

　それがこの時、私を恐怖から救ってくれた気持ちでした。

「……次じ郎ろう……」

「フルネームです」

「桜さくら田だ門もん次郎……これから……宜しく、お願いします」

　たどたどしい言葉ではありましたが、まずは『挨あい拶さつ』を一歩クリアしました。

「はい、宜しくお願いしますね、兄さん」

　私が笑顔で返事をすると。




　兄さんの鉄仮面のような表情が、ほんの僅わずかに緩んだように思えました。

















　　　　【第一話・前編】First Story*First Part　妹シスターと伝説レジエンド










■妹（いもうと）：検索結果




　・１　男が女を親しんでいう語。主として妻・恋人をさす。

　・２　男の側から姉または妹をよぶ語。

　・３　《「義妹」とも書く》夫や妻の妹。また、弟の妻。義妹（ぎまい）。

　・４　「いも（妹）」の音変化。




　・自分と血の繋つながった年下の兄妹きようだいのこと。










　旅行から帰ってきたばかりの我が家というのは、何にも増して安心感が違う気がする。よく『やっぱり家が一番ね』などと言いたくなる気持ちも解わからないでもないが、大変充実した旅行内容だった為ため、そんなことは口が裂けても言えない。

「うん……帰ってきたんだな」

　だから、旅行鞄かばんを玄関に置いてからリビングで一息吐つこうとした時に口を突いて出たのは『帰ってきてしまった』というなんだか寂しさに似た感傷だった。

　八や殿との家が用意した車に送って貰もらって現在は二十三時。

　良い子は寝ている時間だというのに、リビングには中学生の妹が待っていた。

「おかえりなさい兄さん」

「ああ、ただいま愛あい和か」

　桜さくら田だ門もん愛和。もう寝るだけの時間だと言うのにまだ寝間着ではなく、ちょっとお淑しとやか風味漂う私服姿だった。ソファに座って紅茶を飲んでいる姿も背筋がピンッと伸びていて、その黒髪も手伝い『いかにもどこかの令嬢』といった雰囲気を醸し出している。

　椎しい名な町まち先輩が柔のタイプなら、愛和は硬のタイプ。

　今はまだ幼い顔立ちも、すぐに大人っぽい『美人さ』になるだろう。

「旅行、楽しそうで何よりでした。毎日声を聞いていたとはいえ、やっぱりこうして会うと久しぶりな気分になるものですね」

「それまで毎日会っていたから余計に、だろうな」

「はい。寝る時など、少し寂しさも覚えていましたから。本日は兄さんが帰って来るまで起きていよう、そう思ったんです」

　カタ、と紅茶のカップを皿に置くと、愛あい和かは静かな笑みを浮かべた。

「報告を聞きませんとね」

　そう、愛和が待っていたのはそれが一番の理由だった。

　──『殺し屋』なんて物騒なものとして育てられた過去を持つ俺。

　無感情だった俺に今の『心』を教えこんでくれたのは、他ほかならぬ愛和だったのだ。

　今こそこうして様々なことに感想を抱いたり、ちょっとしたことで感情が揺さぶられたりするようになったのだが。会った当初は全く心が動くことなんてなかった。

　寂しがっているかもしれない妹に早く会いたい、なんて気持ちを抱くこともなかっただろう。それくらい、あの時の俺は物事も他人のことも『ただそこにあるもの』としてしか認識していなかった。

　今でも、この伊だ達てメガネを外して長い時間を過ごせば、当時の心理状態に戻りそうになってしまう。

　俺はメガネをついっと中指で持ち上げると、そのまま愛和の隣に座った。

「事件は電話で報告した通りだよ」

「はい。旅行先で、愛らしい双子の姉妹の為ために命がけになったという話でしたね」













「うむ。別荘を出る時には彼女らも笑顔で楽しそうにしていたから、多分もう何の問題もないはずだ。一人、助けたいヤツがまだ残っているけどな」

　俺は旅行先の別荘、通称『八はち方ほう館かん』で殺人事件みたいなものに遭った。

　ぶっちゃけると俺が殺された事件なのだが……この身に『不死身』の異能が備わっていなかったら、とても危ないところだっただろう。

　殺人事件の被害者なのに事件を解決する、というのはよくよく考えればおかしな話だ。

「了解しています。八や幡はた夕ゆう顔がおさんの事件ですね」

　愛あい和かがその名を口にすると、気弱そうな優しい女の子の姿が思い浮かぶ。

　俺たちが別荘を出る時はちょっと涙ぐんでいたな。俺もその顔を見てた際に、レアな感情行動である『貰もらい泣き』をしそうになった。

　いくら側に、彼女の姉……もとい、妹である夜よる顔がおが一緒にいるからって、友達と別れるのは寂しい。そういうものだと思う。

「後で、きちんとあの姉妹のことはレポートとして提出するよ」

「……はい。そちらに関しては後ほど宜よろしくお願いします」

　愛和の気遣うような視線がありがたい。今すぐにあの事件全すべてを語るのは難しそうに思えたからだ。

　あの事件では助けられなかった少女がいる。

　彼女をどうにかしたいというのは、俺の目標のひとつになっていた。

「あまり無理はして欲しくないのですけどね……」

　愛和は再び、紅茶の入ったカップを口元に寄せて、こくっと一口だけ飲む。

「ですが、兄さんが誰だれかを助けたいと強く願うようになったというのは、大変喜ばしいことですから。その点に関しては少し複雑な気分です」

「ん、ありがとうな、愛和」

「いえ。今後も何かあればこうして共有して下さいね、兄さん」

　俺が関かかわった出来事に関しては愛和も共有している。本当は裏世界的なこととか、殺しとか危険とか、そういうのは巻き込みたくなかったのだが。

『私が何も知らない状態で事件に巻き込まれた方が危険でしょう？』

　という言い分に納得し、俺は全部話すことにしていた。

　どんないきさつでそうなったのか。どんな対処をしたのか。

　そして、どんな感情を抱いたのか。

　それらを聞いて、愛和は俺のカウンセリング材料にするのだ。

「それで、旅行先ではどのようなときめきがありましたか？」

　興味津々、といった様子で体を寄せてくる。ほのかな香りはシャンプーか何かだろうか。お風ふ呂ろから上がったのにわざわざ私服で待っていてくれたということらしい。

「そうだな……椎しい名な町まち先輩へのドキドキは、いつも通りだった」

「椎名町香かぐ夜や先輩への気持ちは変化なし、ですか」

「ああ、いや、会う度に素敵だな、とは思い直しているけどな」

　旅行先でも、朝挨あい拶さつをするだけで胸が温かくなったのだ。

　会えば会うほど気持ちが強くなる。これはそういうものだった。

「つまり、いつも通り性的興奮を覚えた、男として当たり前の気持ちのまま……ということですね」

「そ、そういうものなのかもしれないが、そういうものなのだろうか」

　先輩を見て、話をして、思い出すと胸が苦しくなって顔が熱くなる。

　それを性的興奮と一緒くたにするのはどうかと思うのだが。

「恋というのは人間の男女が持つ発情状態のこと……らしいですからね」

　うら若き乙女である愛あい和かが発情とか口走るだけで、兄としては『いいのだろうか……』と軽く悩んでしまう。

　だが、愛和は『兄さん専属のメンタルカウンセラー』を自称している。

　そういう男なら当然持っている欲求みたいなものもちゃんと伸ばしてくれたのだ。だからこっちが恥ずかしがると愛和も調子が狂ってしまうかもしれない。

「とはいえやっぱり、発情状態というのはどうかと思う」

「いえいえ、兄さん。女性に対して『体が欲しい』とか『支配したい』『手に入れたい』、もっと言えば『その体を好きなようにしたい』などを意識すること、その準備段階が男性にとっての『恋』というものらしいです。なので、兄さんが椎しい名な町まち先輩に対していやらしい気持ちを持つというのは大変良いことなんですよ」

「そうなのか」

「ええ。誰だれかに対して『欲望』が働くということですから。どうでもいい相手に対して、それらの気持ちを抱くことはあんまりないでしょう？」

　どうでもいい相手、と言われても浮かぶ顔は特になかったので首を傾かしげる。

「例えば、全く好みではない女性と街中ですれ違っても、一切そういう気持ちにはならないはずです。それがどうでもいい相手です」

　まあ、女性全すべてに情欲なんて抱いていたら大変なことになる。どうでもいい相手に対して特別な感情を抱かないというのは、そういうことを言いたいのだろう。

　だが、先輩への気持ちが純真なものであると自負している自分としては、この『下心ありき』という思考に抵抗したい気持ちもあった。

「お、兄さん。納得いっていませんね？　ですが、それでいいのです」

「ん？　いいのか？」

「不満を抱く、抵抗を覚える、嫌な気分を意識する……これらも心、感情のなせるものですから。かつての兄さんであれば、母さんの教えは全て『何も抵抗せず受け入れる』ものだったはずでしょう？」

　言われてみればその通りだ。

　俺に殺害技術から生き残る術すべまで全て伝授して育ててくれた母親。

　心が存在していなかった頃ころの俺は、彼女の言葉が世界の全すべてだった。

　おかげで今でも、まるで刷り込まれたかのように母さんの教えに対して逆らうという意識は生まれない。

「例えばですが……今、ここに母さんがいらっしゃったとして。『ロードは人間の敵だからみんな殺しなさい』と命令したら、兄さんは抵抗するでしょう？」

「そりゃあ……するだろうな」

　ロードである知り合いは椎しい名な町まち先輩だけではない。

　一度戦ってからはなんだかんだで助けてくれる、クラスメイトの藤ふじ里さと唯ゆい香かだってその一人だ。憧あこがれの人である椎名町先輩と、クラスメイトの藤里がロードである以上『単にロードだから殺せ』と言われただけで頷うなずけるわけもなかった。

　まあ、きちんとした理由があったとしても今の俺なら抵抗するだろうが。

「それこそが自我です。だから、嫌だなと思ったこととか、苦しいな、と思ったことは常々大事にして下さいね？」

「なるほど……解わかった。今日の日記に書いておくよ」

「はい、よろしいです、兄さん」

　抵抗感であったり、嫌な気分というのも大事というのは不思議な気分だった。

　マイナスの感情もちゃんと受け止める必要があるということなのだろう。

「それで、他ほかにはどんなときめきがありましたか？」

　どうやら先輩に関しての質問は一いつ旦たん区切ったようだ。愛あい和かは空になった紅茶のカップを持って、キッチンの方に向かう。

　そして俺の分のカップを棚から取り出すと、電気ケトルでお湯を沸かし始めた。

　俺の分の紅茶が入るまで、改めて色々思い返してみることにする。

　八や殿との家の別荘『八はち方ほう館かん』で巻き込まれた事件。生死の間を彷徨さまよっていた時、俺は一人の少女と出会った。

「ときめきというか……思い出すと胸が苦しくなることならあるな」

　八や幡はた朝あさ顔がお。

　八殿家の従姉妹いとこであり、悲劇に見舞われた少女。そして、その姉を救おうと悲しい覚悟をした妹の八幡夕ゆう顔がお。

　俺はまだ、朝顔を救い出せずにいる。彼女の優しい笑顔を思い返すだけで、胸の奥には痛みに似た感情が渦巻いた。

「苦しいことを思い出すのも大事です。でも、それで自分を責め過ぎたりしないように、ご注意下さいね、兄さん」

　コトッ。俺の前のテーブルに淹いれたての紅茶を置いて、愛和は俺の顔を覗のぞき込んでくれた。まだ中学三年生だというのに、本当によく出来た妹だ。

「それに、苦しい、切ない、の方は後でじっくり聞くことにしていますので。今は、ときめきの話ですよ、兄さん」

「うーむ、そういう意味ではあの姉妹にもドキドキさせられたのは確かだな」

　特に、夕ゆう顔がおは彼女の体質もあって、俺の性的な興奮を引き起こされてしまっていた。

「性的な誘惑などもあったりしたのですか？」

「うぐっ」

　そして、ピンポイントで愛あい和かに突かれて息を飲んでしまう。

「はふ……その顔はあったんですね。兄さんが色々な女性にモテるというのは妹としても誇らしいのですが、少々複雑な気分です」

　半裸で迫られました、とかとてもじゃないけど妹には言えないよな。

「す、すまない。えーと……レポートではぼかして書いていいか？」

「確かに、詳細に書かれてしまっても私に対してのセクハラになってしまいますしね」

　愛和の顔がほんのり赤くなっている。なんせまだ中学生だ。こういうのに興味津々な年とし頃ごろでもあるようだが、兄としては『まだ早い』と言わざるを得ない。

「コホン。では、その姉妹さんのことはレポートで拝見するとしまして」

「ああ」

「八や殿との識しきさんに対してはいかがでしたか？」

「うん？　識か……」

　まるでそれが本題だった、とでも言うかのようなタイミング。愛和は自分の紅茶を飲みながら、俺の返事を待っていた。

　──椎しい名な町まち先輩との事件に巻き込まれた際に知り合った、あの薄い色の金髪少女の姿を頭の中に思い返してみる。前髪で左右色の違う瞳ひとみを隠した白衣姿、というだけでも特徴的な外見なのに、その掴つかみどころのない丁寧なんだかぞんざいなんだか解わからない口調は熟語を多用する不思議なものだった。

　だけど……人一倍、人のことを気にかける優しい性格であることも知っている。俺と先輩が殺された事件の時も、八や幡はた姉妹の事件の時も。いつだってパートナーのように頼りになったのは識だったからだ。

　だから、彼女に対する俺の感情は──当初は、先輩を一緒に守るナイツ仲間だった。

　だが、今は……。

「今は、なんか……あいつへの認識が少し変わってきた気がするな」

「ほうほう、識さんへの気持ちに変化がありましたか」

　ずいっ、と愛和は更に顔を寄せてきた。

　我が妹ながらとても整った顔立ちをしているので、それはそれで少しドキッとしてしまう。ときめきという点では今も充分だぞ、とか言っていいものなのだろうか。

　だが、世の中には『妹にときめくのはおかしい』という概念があるらしいので、ぐっと我慢することにした。だから軽くたしなめる程度にしておく。

「愛和、顔が近い」

「いいえ、これは兄妹きようだいとしては問題ない距離です。せっかくここまで心が育った兄さんなのですから、育てた私はマジマジと至近距離で見る権利があります」

「そういうものか？」

「そういうものです」

　きっぱり言われてしまうとそれ以上抵抗は出来ない。確かに、妹に対して『なんか息がかかるだけで照れるんだが』とか思えるようになったのは愛あい和かが頑張ってくれたからだ。かつての俺だったら全く何も感じることなんてなかっただろうしな。

　……あの頃ころには戻りたくない、と本気で思う。

「今は私の距離よりも、識しきさんとの距離感の方が気になりますから」

「あ、ああ……」

　そういえば、旅行先の電話でも識について結構気にしていたのを思い出した。

　どうやら愛和は俺の気持ちを『先輩はただの憧あこがれ』であり『識こそ本命』と考えているようだ。どうしてそうなるのかは、俺の中の理屈にないのでいまいち解わからない。

「だが、愛和。俺は識に対して先輩のような気持ちを抱いたことはないぞ？」

「それは当然です。色んな人に色んな気持ちを抱くのこそ人間の心なのですから。同じ気持ちで好きになる、ということはありません。だから、毎回恋は初恋なのですよ」

　とても深いことを言われた気がする。

　だが。

「……愛和は初恋の経験はあるのか？」

　兄として、そこは気になった。

「え？　あ、い、いえ……その……調べた結果、に過ぎませんけれど……」

　言葉上はしていないと言っているようだが……。

　その頬ほおが赤くなっているのを見るに、もしかして好きなヤツでもいるのかもしれない。

「む。いいか愛和。もし好きなヤツが出来たら絶対に兄さんに知らせるように。そして、そいつがどんなヤツなのかちゃんと俺が判断して……」

「うわあ、兄さんが面倒臭い父親みたいなことを言ってますっ」

「うぐっ」

　そうか、今の俺の発言は面倒臭いものだったのか。

　優しくて親切な妹からそんな言葉を言われてしまうと、軽く凹へこんでしまう。

「もう、私のことはいいんです。兄さんにはまだ関係ありませんから」

「…………まだ？」

「気にしなくていいんですってばっ」

　愛和は頬を染めたまま、恥ずかしそうに目を逸そらした。

　まだ気にするなと言われればまだ気にしないのだが、この反応は『好きな人がいる』ものの、それを俺に話すのは無理、というようにも見えた。

　しかも、チラチラと俺の顔を見ている気もする。

　気になって仕方ないのだが、今は愛和に言われた通り考えないことにした。

「よし解わかった。気にしない」

「はい、では話を続けます」

　若干安心している様子だが、気にしないだけできちんと記憶はした。

「と、いうわけで。識しきさんのこと、どんな風に気になるんですか？」

　俺があいつを気にしていることが前提で進む辺り、愛あい和かは結構頑固だった。

　せっかくなので、改めて識を思い出して……頭の中に浮かべたあいつのイメージを意識して、言葉を選ぶ。

「ええと。あいつがどうしてあんな性格なのか、とか。どんな生き方をしてきたのか、とか。普段は何をしているのだろう、とか。そういうのは気になるな。最近よく一緒に行動するものの、本当はどういうヤツなんだろう？　みたいな感じだ」

　館やかたでの事件で一緒に行動していた時、あいつは今までにないくらいに『自分』というものを見せて、そして語ってくれた。

　その心に触れた気がしたおかげで、俺は識とより仲良くなったのだ。

　だが、だからこそあいつのことは何も知らないんだと気付いた。

　俺が持っているあいつに関する俺の認識は『八や殿との家』とやらに生まれた少女で、様々な情報を持っていて、糸を使った技術に長たけている、ということくらいだ。

「ロードとかナイツのことにも詳しいから、そういう意味でも頼りにしてるな」

「んー……兄さんの話を聞いている限り、識さんは割とオープンに兄さんと接してくれていますよね？」

「オープン、か。確かに、妙な誘惑が会話に必ず混ざる」

　シモネタ系の誘惑をオープンと捉とらえるならオープンとも言える。

　それでも、あの髪に隠された両目がたまに見せる心の色なんかはさっぱり解らない。

　いや、俺みたいな『心が出来たての素人』が他人の心まで読もうなんてのは烏お滸こがましいのかもしれないが。

「ふむふむ。つまり誘惑をされても兄さんは全く反応しない、と」

「反応というのも嫌な言葉だが、確かに多少ドキドキするけど先輩のそれとは違うな」

「なるほど、解りました。椎しい名な町まち先輩のことは主に体が気になって、識さんは心が気になるということですね」

「その言い方はどうかと思う」

　それだと先輩のことは体目当てみたいじゃないか。

　先輩に対してだって気になることはいっぱいある。だが、識ほど謎なぞめいていない気がしてしまうのは、あの親しみ易やすさのおかげなのだろう。

　いつも優しくて、誰だれかのことを気遣って、一生懸命で、物事を前向きに捉えようとする。それが椎名町先輩だからだ。

　反して識はいつも予想外で、何を考えているか解らなくて、どう扱っていいのか困ることもあった。

「うーむ……」

　そういう意味では、俺は先輩の体目当てなのだろうか。

　だとしたら、俺はとても自己嫌悪に陥りそうになるのだが……。

　俺が悩みこんでいると、愛あい和かは小さな微笑ほほえみを口元に浮かべながら。

「どちらもいいことだと思いますが、やっぱり嫉しつ妬としてしまいます」

「む、そうなのか？」

「はい。私は兄さんのことをこれでもか！　とばかりに大事にしてきましたから。初めて会ってからずっと、兄さんがこういう性格になるまで育てたのは私なので」

「ああ、そうだな。それに関しては本当に感謝しているし、恩返しはいくらでもするつもりでいる。俺にとっても、愛和は大事な大事な存在だ」

　俺の言葉に、再び愛和の頬ほおが赤くなっていた。

「……ん、ちょっとストレートな性格に育て過ぎましたか……」

　自分の頬を撫なでながら照れている愛和。多分それは恥ずかしくなったから、だろう。

「コホン。ともあれ、兄さんにはいっぱいして貰もらうつもりですからご安心下さい」

　ニッコリ、と笑う妹の顔はなんとも得意げだった。

　一体何を要求されるのやら。アルバイトしてプレゼント、くらいでは済まなそうな気がするので気長にやっていこうと決意する。

「兄さんの心を他ほかの女性が占めている、というのはやっぱり悔しいですし、羨うらやましくもありますし、ぐぬぬぬ、という気分にもなるんですよ」

「それが嫉妬、ということなんだな」

「ええ。椎しい名な町まち先輩が他の男子と仲良く話をしていたら、ぐぬぬ、となるでしょう？」

　話くらい、とは思うものの。

　想像すると確かに胸の奥に嫌な気持ちが生まれた。

「なるほど、これが嫉妬か」

　こんな気持ちを愛和に抱かせ続けるというのは、あまり良くない。

　とはいえこの感情をどうすればいいのか。今の俺にはまだ考えられないものだった。

「女性が抱く嫉妬心に対して男性がどうするのか、というのは古来より正解の存在しないテーマだそうです」

「正解がないのか？」

「ええ。人というのはみんな違う心、違う価値観を持っていますからね。だから、兄さんが私や誰だれかに嫉妬させてしまった場合、兄さんはその人と真しん摯しな態度できちんと向き合わないといけないんですよ」

　真摯な態度と言われても、実際にどうすればいいのかというのは皆目検討もつかない。

　ただ、なんとなく解わかったことは。

「解った。とりあえず、愛和にはどうすればいい？」

　今ここにいる愛和に対してきちんと対応するように、ということだ。

　だが、愛あい和かの要求はとても意外性の高いものだった。







「次のお泊りの際、私も連れていって下さい」







　その要求が、俺にとって後に大変なことになるなんて。

　その時の俺は全く思っていなかった。








■　　　■　　　■　　　■　　　■









　妹に旅行の報告をしてから数日の間は、特筆すべきことはなく過ぎていった。

　夏期講習は終わっていたが、俺は毎日学校に通っていた。

　勿もち論ろん先輩を護衛する……という名目で会う為ためだ。

　先輩はほとんど図書室と自室から出て来ないので、そんなに心配は要らないものの。




　そんな夏休み中のある日の夕方。

　俺の下もとに、電話がかかってきた。




　相手は八や幡はた夜よる顔がお。先輩の『危険日』の際に会った少女で──夕ゆう顔がおちゃんが異能で作った、人間とほぼ変わらない意志と体を持った『人形』の少女だった。

　元々は朝顔を名乗っていたが、今は新たに『夜顔』と名乗っている。

『やっほー！　はろはろー、モンジローさん、元気？　いきなり電話してごめんねっ』

「いや、いいよ。夜顔の元気っぷりが聞けたし。今どうしてるんだ？」

『まだ別荘にいるわよ。夕顔とバカンスしてから家に帰る感じねっ』

「なるほど。二人とも俺らがいる時は色々ありがとうな」

『あははっ！　ありがとうなんて、私たちの方が言いまくりたいんだから気にしないでいいのよっ。まあ、気にしてくれるなら今度はモンジローさんから電話頂ちよう戴だい？』

「それは別に構わないよ。しかし、突然電話くれてどうしたんだ？」

『あ！　そうそう、ついさっき入った情報があって！』

「うん？」

『えーとね……『伝説のナイツ』が識しきさまたちのいる街にいるんだって！』

「伝説の、ナイツ？」

『そうそう。すっごい強くて、すっごい神出鬼没で、すっごい伝説らしいわよっ』

「なんかとにかく凄すごいっていうのは伝わった」

『うん、なら良かったわ。ロードが安全日でも仕留めることが出来ちゃうくらい凄い！　っていう噂うわさもあるくらいなのよ』

「そうなのか？　安全日って基本、死なないんだよな？」

『基本はね。でも応用が色々あって。例えば私と夕ゆう顔がおがしたみたいに、別空間を作ってそこに飛ばしちゃうとかも倒し方のひとつよ』

「ああ……なるほど。直接命を奪うばかりが倒し方ではない、と」

『そーいうこと！　そういう意味だと、モンジローさんはただ単に死なないってだけなんだから、そういうのすっごい気をつけてねっ』

「忠告にわざわざ電話かけてくれたのか、ありがとうな夜よる顔がお」

『どういたしまして！　ホントは夕顔が掛けたそうにしていたんだけど、なんか赤くなってまごまごしてたから掛けちゃったわっ』

「もう少し姉に優しくしてやった方がいいぞ」

『え？　優しいわよ？　ちゃんとこの後、強引に代わるもの。ほーい、夕顔っ！』

『ひゃわわわっ!?　え、あ、あの、あのあの！』

「おっと、夕顔ちゃんこんにちは」

『こ、こんにちは、門もん次じ郎ろうさん。あの、その、えっと、その……』

「無理に話題作らないでいいよ、夕顔ちゃん。ほら、深呼吸してリラックスだ」

『は、はい……。すぅー……はぁ～……』

「うん。夕顔ちゃんも心配してくれてたんだな」

『は、はい。それはもう、当たり前ですから。わたしも夜顔ちゃんも、門次郎さんのことはとっても、とっても……感謝、していますから』

「俺も夕顔ちゃんたちには感謝してるよ。今度、こっちにも遊びに来ておくれ」

『は、はいっ、ぜひ！』

「うん、それと情報もありがとう。えーと『伝説のナイツ』か」

『あ、そうですそうです。なんでも、人の意識を操るとか、認識を乱すとか、そういう噂うわさもありますから。本当に、気を付けて下さいね……？』

「解わかった。識しきとも相談して、きちんと対応策を練っておく」

『はい。それでは、えっと……お、お声が聞けて嬉うれしかったです』

「こっちもだよ。そのまま夜顔とバカンス楽しむんだぞ」

『は、はいっ！　って、ひゃわ!?』

『はい、ここまでー！　それじゃあモンジローさん！　しーゆー！』

「ああ、またな。夜顔、夕顔ちゃん」




　ピッ、と電話を切ってまじまじとそのスマートフォンの画面を見つめる。

「『伝説のナイツ』、か……」

　電話する為ために訪れた階段の踊り場で、しみじみと呟つぶやく。

　そんなものが椎しい名な町まち先輩を狙ねらってやって来たのだとすれば、かなり厄介だ。

「意識を操る……認識を乱す、か……」

　幻術とか、そういう類たぐいの異能を使うということだろうか。

『脳』の認識を乱してしまえば、人間相手ならば幻であっても殺害は出来る。

　実際は刺さっていないナイフで、まるで本当に急所を刺したかのように認識させると人は死亡してしまうこともあるそうだ。

　つまり、本物だと思わせた幻は本物と大差ない結果を生み出す。




『結果的に死が待つのであれば、幻相手であっても全力を尽くしなさい。幻術を破る方法は今の貴方あなたには存在しません』




　そんな母さんの教えを思い出す。

　あの時の俺には存在していなかった。

　だけど、今ならある。

　それはきっと『心』だろう。

　幻術を打ち破るには、その植え付けられた認識を打ち破るほどの強い感情的なイメージが必要だったらしい。

　らしい、となってしまうのは確証がないからだ。

「先輩と識しきにも伝えておかないとな」

　従姉妹いとこである識には夕ゆう顔がおちゃん辺りから連絡が行くかもしれない。だから、俺は真っ先に先輩に伝えに行く為ために図書室を目指した。








■　　　■　　　■　　　■　　　■









　夏休みであっても図書室は毎日開館していた。受験生や読書好きがしょっちゅう通っているからだ。

　こういう時、図書委員も毎日学校に通っていい立場であり、司書担当の日でなかったとしても学校に来ていれば本の管理や整理などの仕事がそれなりにあるからだ。

「失礼します」

　声のトーンを落として図書室に入ると、夕暮れの光が窓から差し込んでいた。

　夏休みの図書室というのは、どこかセンチメンタリズムを刺激するのかもしれない。

　感情というものを学びたての自分であっても胸が締め付けられるような寂しさを感じてしまうほどなのだから、より情緒豊かに生きている他ほかの高校生たちにとってはもっと切ないのかもしれない。

　俺が珍しく、そんな感傷に浸ってしまった理由は単純だった。

　椎しい名な町まち先輩が夕暮れの中で、静かに読書している姿。

　それは見み惚とれるほどの幻想的な美しさだった。

　節電ということで、先輩の机周辺以外の電気は消されている。

　それがまた図書室の中に絶妙な光のコントラストを生み出しており、まるで一枚の絵画のような雰囲気を醸し出しているのだ。

「………………」

　俺に気付かずに読書に没頭して、時折髪をかき上げている。

　このままずっと見続けていたくなる。

　毎日開放されている図書室とはいえ、下校ギリギリの夕方まで残っている生徒はほとんどいない。おかげでこうして、二人っきりになる時間も増えていた。

　図書室の鍵かぎは先輩が預かっているし、これも図書委員としての役得だろう。

　こんなにも素敵なシチュエーションだというのにややセンチメンタルな気分になってしまうのは、先輩の美び貌ぼうのせいだろうか。

　そのまま消えてしまうんじゃないか。目を逸そらしたらもういなくなっているんじゃないか。そんな気がしてしまうほどの儚はかなさを感じる。

「あ……えと、どうしました、次じ郎ろう君？」













　俺が見つめていることに気付いたのだろう。

　先輩は照れたように、困ったような笑みを浮かべてこちらを見た。

「いえ、なんでもありません。先輩はそのまま読書をどうぞ」

「視線を感じてしまうと、集中出来ません……」

　寄せられた眉まゆがやっぱり愛らしい。

　先輩のことはついつい困らせたくなってしまうのだが、今は一緒にその様子を楽しむ相棒もいないので自重しておくとしよう。

「ですが、目を逸そらすと消えてしまいそうなほど儚はかなく綺き麗れいに見えてしまって」

「そ、そういうことを真面目まじめな顔で言わないで下さいっ」

　更に照れて顔が赤くなってしまった。

「もう、次じ郎ろう君は本当に、もう……」

　頬ほおを手でこすりながら、自分の体温を確かめている先輩。

　多分、あの柔らかそうなほっぺたは充分に熱くなってしまっていることだろう。

「そうだ、先輩。今、夜よる顔がおと夕ゆう顔がおちゃんから電話がありました」

「あ、そうなんですねっ。お二人は元気そうでしたか？」

「そこはバッチリでした。電話内容はちょっと怖いものでしたけど」

「怖いもの……」

　椎しい名な町まち先輩は本に栞しおりを挟むと、パタンと閉じて居い住ずまいを正す。

　俺の報告を聞く姿勢、というものだ。

「『伝説のナイツ』とか呼ばれるものが、この街に来ているそうです」

「……『伝説のナイツ』……ですか」

　先輩は考え込むように視線を伏せた。

　夜顔の口振りからして結構有名な人物なのかと思ったが、先輩はよく知らないようだ。

「人の意識を操る、認識を乱す、という噂うわさがあるそうです」

「幻を見せたりする、という異能の持ち主なんでしょうか」

「もしくは、そういう技術を持っている人間かもしれませんね」

　幻を見せるなんていかにも異能だが、人間は上う手まく認識出来ないものを脳が自動で修正して認識することがある。なんとなく白い物が立っているだけで『人間の姿』のように修正してしまうのが、一般的なお化けの正体とされるくらいだ。

「暗示程度の技術なら使い手は結構いるみたいですけど『伝説』とまで呼ばれる人物がすることだから、もっと大変だろうとは思います」

「……そうですね。感覚を狂わせられたら、識しきさんの異能は最も危険でしょうし……」

　そういえばそうか。

　識の持つ異能は『妖よう魔ま異い能のうサトリ』。

　五感を強化して様々な情報を集めることが出来る、かなり使い勝手のいい異能だ。

　だが、強化した感覚を狂わせられたら、それは致命的な弱点になってしまう。

　識もかなりの実力者ではあるが『伝説のナイツ』相手には不利になるのかもしれない。

「あと、ロードを安全日であろうと倒せる、とも言われているようでした」

「……そうなのですね。だとすると狙ねらいはやっぱり、私か藤ふじ里さとさんでしょうか……」

　そんな『伝説のナイツ』がわざわざこんな、ちょっとした田舎街にやって来るのだから、相応の理由があるのだろう。

　むしろ、そこまで凄すごいナイツなんだから、わざわざ俺や先輩たちの耳に入るよう情報を流した、というのも考えられる。

「ちゃんと考えた方がいいかもしれません。もうすぐ閉館時間なので、片付けてから三人で集まって相談しましょう」

　閉じた本を手に持つと、先輩は立ち上がってそう促した。







　先輩と二人で歩く廊下も、夕ゆう陽ひが差し込んで綺き麗れいだった。

　先輩はまだ何か考え込みながら、両手にさっきの本を持っている。どうやら借りて読むことにしたらしい。

　どんなタイトルの本かと思って表紙を覗のぞき込んでみたが、どうやら外国の本らしく、そこには何語なのかが解わからない文字でタイトルが書いてあった。

　なんでも、先輩は大抵の国の本は読めるそうだ。

『記憶はないんですけど。もしかしたら、元々の私は色々な国に住んでいた経験もあったりするのかもしれませんね』

　なんて寂しそうに語っていたのを思い出す。

　──そう、先輩には三年ほど前までの記憶がない。

　だから『伝説のナイツ』について知らないのも無理はないのかもしれない。

「こういう時だけ、ちょっぴり困りますね」

　眉まゆを下げて呟つぶやく先輩に、俺は首を振るくらいしか出来なかった。

　……俺が知っている椎しい名な町まち先輩はほんの一部でしかない。長い年月を生きているらしい彼女の、ほんの数ヶ月分の時間しか俺は先輩を知らない。

　そして先輩はそんな自分の、ほんの三年分の記憶しかないことを、いつだって心細く思っているのだろう。

　どことなく寂しそうな顔を見ていると、いずれは記憶が戻ればいいな、と思う俺と。

　もしかしたら、その記憶が戻ってしまったら椎名町先輩の性格が変わってしまうのではないか、と恐れる俺がいる。

　その不安みたいなものがこの胸の苦しさ、切なさを覚えさせているのかもしれない。

「次じ郎ろう君？　どうかしましたか？　つらそうな顔をしていますけど……」

「あ、すみません先輩」

　こうして先輩は、すぐに俺のことを気にかけてくれる。

　だから、俺は思ったことをなんでも相談した方がいいのかもしれない。

　人付き合いというものにそれほど慣れてないのだから、自分の気持ちみたいなものはちゃんとぶつけた方がいいのだろう。

　問題は、そのタイミングを計ることくらいか。

「ええと……『伝説のナイツ』の話ではなくて申し訳ないのですが」

「はい。なんでも仰おつしやって下さいな」

　全すべてを受け入れてくれるかのような微笑ほほえみで、俺を見つめてくれる。

　年上としての余裕なのか、それともロードとしてナイツを大事にしてくれているのか。

　こんな、穏やかで優しい人柄の先輩に憧あこがれているのであって、決してそのスタイルの良さに惹ひかれているわけではない、と今更ながら妹に抗議したくなる。

　まあ、あの時言ってしまうとそれはそれで愛あい和かの機嫌を悪くしたかもしれないが。

「えーと……ん…………すみません、なんか上う手まく言えそうもありません」

　なんとなく不安なんです。

　そんな言葉を吐いてしまったら、先輩はわけもなく俺を心配してくれるだろう。

　解決方法も特に見つからないような『なんとなく』なんてものに先輩を付き合わせるというのも気が引ける。

「そうなんですか？」

　それでも先輩は、言葉が出るまでいくらでも待ってくれるような様子を見せた。

　俺のことなら何でも受け入れてくれる、そんな包容力を感じる。そこに甘えてしまいたい俺と、先輩に対してもっとしっかりしたい俺の間で気持ちが揺れた。

　まだ言葉を探している俺をじっと見つめながら、先輩は柔らかい笑みを見せる。

「明日、デートしましょうか、次じ郎ろう君」

「え……？」

「旅行以外はずっと学校の中でしたしね。せっかくの夏休みなのに、お出かけしないのは勿もつ体たい無いと思いました」

　確かに、一緒に出かけて、いつもと違う景色を見れば少しは落ち着くのではないか。そんな気はするのだが。

「噂うわさの伝説さんも、もしかしたら……あの時みたいに来てくれるかもしれませんしね」

「ああ……久く宝ほうにナイフを投げられた時みたいな囮おとり作戦ですか？」

　以前、先輩と俺が殺された事件。その日から俺は先輩のナイツになったのだが。

　先輩は自分が襲われる危険を冒しながらも、俺とデートに出るという形で犯人の襲撃を誘おびき寄せたことがあった。

　その時の犯人が、俺と先輩の後輩でもある久宝那な岐ぎだったのだ。

「本当は何もないのが一番ですけどね。次郎君に警戒させちゃうことになりますし」

「警戒はいつもしてるから全然構わないのですが……」

　その『伝説のナイツ』がどれくらいの強さなのかは解わからない。

　あの時は久宝と俺の技術が近かったからなんとかなったものの、流石さすがに伝説とまでなれば俺なんかまるで及ばない強さの可能性もある。

　そうなった時、俺は先輩を守ることが出来るだろうか……？

「識しきも一緒なら、より安全ですね」

　デートというからには二人っきりをイメージしたいところだが、先輩を守るという意味では識にいて貰もらった方が安全度が上がる。

　それに、先輩と二人でデートというのはまだ俺にはハードルが高い気がする。何を話せばいいのか、とか考えてしまいそうだ。だから、そこに識がいてくれれば……。




「なるほど。三人同時プレイ。自分は了承です」




　俺たちの背後に、いつの間にか噂うわさの三人目が現れていた。

「し、識さん？」

「門もん次じ郎ろうがデートにおいて単独では自信を喪失するという理由であれば、自分は上下前後問わずご協力しましょう」

「いや、何の話をしているんだいきなりっ」

「男女交際の会話かと」

「え、えーと？」

　先輩はよく解わからないのか、きょとんとしている。

「つまり、男女の営みで……」

「待て待て。先輩を無む闇やみに照れさせる必要はない。というか、うん。先輩と二人っきりのデートだと俺は緊張してしまうとみたので、すまないがこないだみたいに随伴頼む」

「その事後の三人同時休憩体験は……」

「多分、三人で一緒にご飯くらいだ」

「それもいいでしょう」

　識の小さな口元が笑みを浮かべるのを見てホッとする。

　現れたと思ったらすぐにセクシャルなトークに入る辺り、本当に厄介なヤツだ。

「ふふっ、識さんと次じ郎ろう君ってば」

　識の話していた詳しい内容は解らないのだろうが、なんとなく『エッチなことなんだろうな』と当たりをつけていた先輩は、頬ほおを染めながらもくすくす笑っていた。

　うん、懐の深い先輩で本当に良かった。

「識、夕ゆう顔がおちゃんから聞いたか？」

「最近の夕顔がスケスケの下着を購入したことですか」

「マジか」

「マジのようです」

　夕顔ちゃん、相変わらず見た目と性格によらず攻めるよな。

　って、そうではなくて。

「その情報も気になるが、今はそっちではなくてだな」

「『伝説のナイツ』の情報ですね。既知です」

　識しきは窺うかがうように先輩を見た。

　だが、先輩はその情報を何も知らないので、申し訳なさそうに眉まゆを寄せている。

「神出鬼没で出現も失しつ踪そうも唐突。認識を操作し、意識だけでなく記憶操作すらも可能とされるナイツです。戦闘能力も高位であり、最も有効な対策は『敵対しないこと』」

　それを聞く限り、本当に厄介な相手なのがよく解わかる。

　どこまでが誇張の噂うわさなのかは解らないが、情報通である識がここまで言うのだからかなりの強さを想定した方がいい、ということだろう。

　有効なのは敵対しないこと、か。

　出来れば先輩も藤ふじ里さとも狙ねらわない、平和な人であって欲しい。

「その正体は不明。従って、翌日外出し、様子を確認するのは良策かと」

「とっても強い方だから、むしろ堂々と出歩いて手を出して来るかどうかだけでも見た方がいいということですね？」

「そういうことです。狙われたら終了。狙われなければデート満喫です」

　そこまで伝説的な相手になると、極端な方法を取った方がいいということなんだな。

「ふふっ、つまりデートなんですね」

「ええ、デートです」

　そして二人の女子は俺を微笑ほほえみながら見た。

　エスコートを求められているのかもしれない。

「早速だが、識」

「はい」

「デートと言われてもどこに何をしに行けばいいかさっぱり解らないんだ。レクチャーを頼めないか？」

「……ふむ。自分も男性とデートを実行した事例は存在しませんが、了解です。門もん次じ郎ろうと香かぐ夜やをめくるめくデート世界へと誘導し、関係性を深部へと進出させましょう」

　時折、識の言っている言葉遣いの意味はさっぱり解らない。

　だが、なんとなく『任せておいてくれればもっと仲良くなるようにしましょう』と言ってくれたような気がしなくもない。

　めくるめくデート世界というのがどういうものなのかは想像もつかないが、ここは識に任せてしまってもいいのかもしれないな。

「すまないが宜よろしく頼む」

「信頼に応こたえるのが八や殿との識です」

　キリッと言い切る姿はちょっと格好いい。

「え、ええと……エッチなのとか、恥ずかしいのは、なしの方向でお願いしますね？」

「む。であれば早速の方向修正が必要です」

「危ないところでした！」

　エッチだったり恥ずかしいものになるかもしれなかったのか。

　それはそれで俺は嬉うれしいのだが、先輩は大変慌てている。上う手まく回避されてしまったようで、結構残念な気分だ。

「一体どんな路線をイメージしてたんだ？」

「めくるめく男女のお城ツアーです」

　識しきが指を一本立てて得意気に説明する。

「あれ、お城なんてあるんですか？」

　先輩は『それのどこがエッチで恥ずかしいんですか？』と首を傾かしげていた。

「はい。この街にも少々、いかにも城じよう塞さいをイメージした男女の営みを育はぐくむ施設が存在します。一般的にはラブ……」

「待て待てー！」

　俺は慌てて識の口を塞ふさいだ。

「むぐ、むぐー」

　俺の手に識の柔らかい頬ほおと口の感触が広がるが、それにドキドキしている余裕なんて微み塵じんもない。

「ラブ……なんですか？」

「先輩は知らないまま、無む垢くなままでいて欲しいので、今度さり気なく教えます」

「え？　あ、はい……無垢？」

　やっぱり不思議そうに首を傾げる先輩に、俺はホッとする。

　そのまま知らないでもいいと思いますが、知った後にドキドキしたりワタワタする先輩も見てみたいのです。内心でそう呟つぶやきつつ。

　だから今度教える、という方向性だ。

　勿もち論ろん一人では難しそうなので、言い出しっぺである識にも手伝って貰もらう。

「…………」

　識の視線が抗議的に俺を見上げていたので、ようやく手を離した。

「愉快かと思考したのですが」

「もう少し大人になってからにしよう」

「なるほど。その意見に納得しました。高校生男女三人、というのは確かに注目された際、大変危険ですね」

　……二人で入るのさえ大変なのに、三人ってどんなだ。

　識にもそういう常識があってくれて助かった。

「頼むから、えーと。イージーモードで宜よろしくな」

「了解です。状況確認しました。三人同時で宜しいのですね？」

「ん？」

「いえ、藤ふじ里さとさん、久く宝ほうさんを呼んでハーレム展開も要望かと」

「いやいや。それだと単純に『みんなで仲良くお出かけ』になって、旅行と一緒になる」

　別に悪いわけではないのだが、女子が多過ぎるとワイワイと賑にぎやかになる。

　しっとりするタイミングというのもあんまりなくなってしまうだろう。

「お二人とは個別にイチャイチャですか？」

「しないしない。二人は友達だよ」

　クラスメイトの藤里唯ゆい香か。そして、後輩の久宝那な岐ぎ。

　俺にとって二人はやっぱり友達であり──彼女たちがロードとナイツである、ということはあんまり関係ない。

　当初は先輩を狙ねらっていた彼女らだが、今では仲間なので心配も要らないし。

「ですが二人とも門もん次じ郎ろうが口説けば意外と」

「意外となんだ」

　口説けば、って。確かに二人とも可愛かわいいが、そんなに軽い女の子でもないだろう。

　それに、俺はホイホイ色んな子を口説くなんてハードルの高いことは出来そうもない。

「ではあの元気ハツラツボディも、スレンダー色気ボディも狙っていないのですね」

「女子をボディのみで表現しないように。何度も言うけど、あの二人はとても頼りにしてる、いい友達だって」

「そうなのですね」

　何やら納得していない雰囲気を感じるが、それ以上に言いようはない。

　いくら殺し合いっぽいことをしたからって、今はそんなの気にしていないのだし。

　識しきは何か思案するように顔を俯うつむけてから、俺の方を向いた。

「自分は？」

「ん？」

「いえ、何でもありません」

　識は一体何を確認しようとしたのだろうか。

　先輩の方を見ると、ちょっと意味深な笑みを浮かべていた。

「では、デートコースはお任せ下さい。めくるめく愛情の奔流で悦楽に埋没です」

　…………このまま識に任せておいて本当にいいのだろうか。

　自分で頼んだこととはいえ一抹の不安を覚えながら、俺は先輩と不安げな視線を交わし合っていた。
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　門次郎先輩たちが夕方にそんな私たちの噂うわさ話ばなしをしていたとはつゆ知らず。

「那な岐ぎちゃんー、この坂は疲れるようー」

「おんぶでもするかい？」

　深夜の校舎前の道を私と私の主である藤ふじ里さと唯ゆい香かは一緒に歩いていた。

　かつて門もん次じ郎ろう先輩と会った辺り。あの時は椎しい名な町まち先輩を殺害した後だったから、内心は少しだけ彼との会話が心苦しかったのを覚えている。

　今も、前と変わらず二人は仲良くしてくれているけれど。そのことを私がこんなに感謝しているなんて、あの二人は理解しているだろうか。

　私がそんなことを考えていると、主が顔を覗のぞき込んできた。

「モンジローくんのこと考えてた？」

「半分正解だね。椎名町先輩のことも考えていたよ」

「んー……」

　彼女はどこか不服そうに唇を尖とがらせる。

　どうやら、私が門次郎先輩に好意を持っていると楽しい、ということのようだ。

「この場所を歩いているからモンジローくんのことを思い出して、それから関連して椎名町先輩のことを思い出した、ということだったりしない？」

　そして、やたらと鋭い。

　私は観念して首を振ると素直に頷うなずいた。

「その通りだよ。この場所を歩くと罪悪感を覚えてしまうからね」

「まあ、そうだよね。ここでモンジローくんに出会った後、わざわざ殺害現場まで引き返して彼も仕留めないといけなかったんだもんね」

　それをそうするように仕向けたのは彼女だと言うのに、その口調には一切の罪悪感は含まれていなかった。

『ロード』である藤里唯香には偽りが存在しない。

　彼女は思ったまま、あくまで自然体で行動するロードだ。だから、何を画策していようと、何を計画していようと、彼女自身の態度からそれが露見することはない。

　いかにも黒幕に向いた特性ではあるものの、もうこの街のロード……つまり椎名町先輩は倒さないと決めたらしく、今ではすっかり彼女らの味方をしている。

　もしかしたら何か別の思惑があるのかもしれないが、ナイツである私にも彼女の真意を探ることなんて出来ない。だから、いっそ気にしないことにしている。

「恋愛バトルには参加しないの？」

「ふむ。主が一緒に参加してくれたら私も参加しようかな？」

「え!?　わ、わたし!?　モンジローくんと!?」

　軽くつついてみたら、思った以上にビックリされた。

　解わかり易やすいくらい、結構な好感触だ。

「どうしよう、いいのかなあ。今から参戦しちゃって……」

「私に勧めたくせに、自分は気負うのかい？」

「うーん、だってモンジローくんってば、なんだかんだで一いち途ずじゃない？」

「……なのに、私に勧めたのかい」

「あ、あははー」

　今度は誤魔化すように笑う。

　全く、仕方ない主だ。

「あ、でも。最近は識しきちゃんともいい雰囲気だからチャンスあるのかな？」

「彼が識さんと結ばれるチャンスはあるかもしれないだけで、私たちに回ってくるチャンスはないんじゃないかな」

「う、そっか……うーん、そうだね。あの二人が突然いなくなるとかじゃないと、かあ。でも、なんか『そうなったモンジローくん』とイチャイチャしても面白くなさそうな気がするんだよね」

「やれやれ、面倒だね」

「う……まあ、うん、いいの。今は今で楽しいからこのままでっ」

　赤い顔をしながら自分で納得している主を見て、私は笑ってしまう。

　彼女に偽りはない。だから、この『今』を楽しんでいるというのも事実なのだろう。

　だったら私もその『今』を全力で守るとしよう。

「ふぅ。それにしても那な岐ぎちゃんには苦労かけちゃうね」

「何を今更。君のその『ノリだけで生きる』人生には慣れているよ？」

「あ、あはは、ほら。わたしってば他ほかのロードと違って『危険日』も曖あい昧まいでしょ？　だから、いつ消えてもいいように全力で楽しむことにしてるから」

　主の物語は『他のロードを倒す』というもの。他のロードが『安全日』であっても、彼女の真の異能は倒すことが出来てしまう。

　つまり、逆に言えばいつ他のロードから反撃されて倒されてしまってもおかしくない、特殊なケースのロードなのだ。

「その辺りも踏まえてこの『久く宝ほう那岐』は君のナイツをやっているのだから、それほど気にする必要はないよ」

「でも、やっぱり緊張しちゃうでしょ？　今だって、とても特別な状況なんだし」

「そりゃあね。なんせ『伝説のナイツ』を警戒しなければいけないのだから」

　こんな会話をしながらでも、私は周囲への警戒を一切解かなかった。

　通常、私と主は一緒に歩いたり行動したりすることは少ない。

　お互いに表の立場があり、ロードとナイツの関係性を隠しているというのもある。

　だが、そもそも私がいなくても主は強い。護衛の必要がないくらいに、厄介な人物なのだ。だからこうして『わざわざ一緒に歩いて警戒』なんてする必要はないのである。

　そんな『ロードキラー』としても充分な強さを誇る主であっても警戒すべき存在が、どうやら今この街に来ているらしいのだ。

『伝説のナイツ』。

　ロードであろうとナイツであろうと、その人物に狙ねらわれたら最期。

　そう伝えられる何者かが確かにいて、そしてそれは今この街にいる。

「それにしても、確かな情報なのかい？」

「うん。情報通のお友達から聞いた確かな話だよ。まあ、誰だれなのかはさっぱり解わからないからあんまり意味ないんだけど」

「噂うわさに聞く異能だと、確かにさっぱりだよね」

　その人物が持つ異能は『妖よう魔ま異い能のうサイド』と呼ばれるものらしい。

　それは他者の意識を狂わせる力を持つそうだ。

　直接的なものでない以上、かなり搦からめ手てが巧みな人物なのだろう。

「どう？　誰かが近くにいたり、潜んだりしている気配はある？」

「いや、全くないね。学校近辺にはいないのかもしれないよ」

「そっか。じゃあ安心だね──」

　主がホッと胸を撫なで下ろした──。

　正に、その時だった。







「そんなに私を警戒しなくても大丈夫ですよ」







　坂の上から響いた声に私たちは慌ててそちらを見た。

　主の右手には既にパチッと輝く雷が宿っており、私も一瞬でナイフを取り出す。

　今まで何の気配もなかった。それは確かだ。

　だが彼女は、まるでそこに降って湧わいたみたいに現れた。

　そして私たちは──気配がなかったことよりも更に驚くものを目撃する。

「え、わ、わたし？」

　そう、坂の上に立っていたのは私の主、藤ふじ里さと唯ゆい香かだったのだ。

「はい。今は貴女あなたの姿を借りています」

　パチッ、と。

　その人物の右手にも光る雷が宿っていた。

『妖魔異能ライジュウ』。

　主が所持し、今使用している異能のひとつを再現しているようだ。

「わたしが丁寧な口調で立ってると不思議な気分だね……」

「主には丁寧さがないからね」

「う……それはちょっとひどくない？」

　唇を尖とがらせる主だったが、その目はとても真剣なままだった。

　現状で想像出来る能力は──相手の姿を写し取る力。あの右手の雷がハッタリでなければ、或あるいはその持ち主の異能も使えるのかもしれない、という可能性。

　ひとつの『異能』でそこまでのことが出来るのか、と考えたがすぐに頭を切り替える。そう、使われている異能はひとつではない、という可能性もあるからだ。

「確認だけど、君がいわゆる『伝説のナイツ』なのかな」

「そうですよ」

　堂々とした返事だった。心なしか胸を張っているようにも見える。

「自分で自分のこと伝説って認めちゃうんだ？」

「はい。私は伝説に相応ふさわしい存在ですからね。藤ふじ里さとさんと久く宝ほうさんも凄すごいと思いますが、やっぱり私くらいの伝説になればもっと凄いのです」

　とんでもないレベルの自信家だった。

　それを主と全く同じ顔、同じ声で言われてしまうと不思議な気持ちになる。

「強さの確認をしますか？」

　私は内心『ああ、勝てないだろうけれど、見ておいた方がいいんだろうな』と覚悟する。いざとなればこの命を捨ててでも、主の『今後の情報』になる。それが私の役目だ。

「ううん、やめとくよ」

　だけど主は驚くべき返事をした。

　私が慌てて彼女の顔を見ると、どうにも読めない表情をしている。

　ただ、右手に輝いていた雷は消えていた。













　戦闘する気はない、ということのようだ。

「ここで那な岐ぎちゃんを失いたくないしね」

「そうなのですか。貴女あなたはもっと冷酷なロードかと思っていましたが」

　実際、私もそう思っていただけに驚きを隠せない。

「冷酷なんだけど、だからこそ無意味なことはしないし、無駄に自分のナイツを犠牲にしたくないんだよね」

「なるほど。ですがよろしいのですか？　今、私の実力の片へん鱗りんだけでも確認しておかなければ……椎しい名な町まち香かぐ夜やはより不利になるかもしれないのですよ？」

　──やっぱりそうなのか。

『伝説のナイツ』なんてものが何をしにこの街に来たのか。

　それはやっぱり謎多きロードである椎名町先輩を狙ねらってのことだった。

「協力関係というか同盟みたいなものは結んでいるけど。だからってこちらの戦力を削ってまで彼らに協力するほどではないんだよね」

「なるほど。真っ先に『彼ら』と出るということは、椎名町香夜よりもむしろそのナイツである桜さくら田だ門もん次じ郎ろうに対する協力意識が強いのですね」

　たった一言の言い回しだけで、そこまで見抜かれてしまった。

　まだ出会って間もない彼女に、私たちはどんどん暴かれてしまう。

「モンジローくんのことも知っているんだね、伝説さん」

　主がせめて何か情報を得ようとそう話しかける──先に。

　既に彼女はいなくなっていた。




「ええ。よく知っていますよ」




「っ!?」

　私たちのすぐ背後からその声が聞こえて、私は咄とつ嗟さにナイフを振っていた。

　だが、そのナイフはあっさりと指一本で止められてしまう。

「なっ……!?」

「いい反応です、久く宝ほう那岐。数多くの実戦で磨かれた本物の殺害術。殺気がなくても背後を取られたという事実のみでナイフを振る速度と躊躇ためらいのなさは貴女がいかに優れた殺し屋であるかを示しています」

　右手の人差し指。

　たったその一本だけでナイフの先端を押さえられた。

　そして、それは私から全すべての行動を奪ってしまう。

　横に薙ないだナイフをどうすれば人差し指だけで止められるのだろう。そういう異能を使ったのだろうか。例えば八や殿との識しきのような五感を強化するもののように、視覚を強化するというもののような。

「これは技術です。私の持つ異能はひとつだけなので」

　それを言葉のまま信じるなんて出来なかったけれど。

　少なくとも、私では彼女に勝てないと思い知るには充分な技術だった。

　私の『神しん性せい異い能のうクロノス』で時間を止めたとしても──。

「はい。その異能の使用はやめておいた方が賢明です。異能まで使用して抵抗されてしまえば、私の方もうっかり殺害してしまうかもしれませんので」

　心の中まで読まれてしまっている。

「那な岐ぎちゃん、しなくていいからねっ！」

　主が止めてくれたものの、私自身も使うつもりはなかった。

　いや、使うつもりを削そがれていた。

　それくらい──目の前の『伝説』から感じる威圧は強烈なものだったからだ。

「ああ。私はまだまだだ、と思い知らされたよ」

　ナイフを引くと、彼女の人差し指に小さな赤い玉が浮かんでいた。

　ちゃんと血が出る人間である、ということに……むしろ戦せん慄りつする。

　同じ人間でありながら、実力にここまで差がつくものなのか。

「それで、伝説さんはどうしてわたしたちの前に現れたのかな？」

　一方、主は既に落ち着いていた。どうやら敵意というものがないことが解わかった瞬間にはもう普段の彼女に戻っている。その辺りの切り替えの速度もまた、主がここまで生き延びてきた処世術なのかもしれない。

「警告をしようと思いまして」

「警告？　えーと……伝説さんがこれからやることを邪魔するな、とか？」

「いえ、それはして構いません」

　どうやら邪魔するくらいは彼女には問題ないらしい。やっぱり凄すごい自信家だった。

「え、じゃあ何を注意すればいいの？」

「はい。警告内容は、私のすることに巻き込まれて貴女あなたたちがピンチになるかもしれないので、その際は申し訳ありません、というものです」

「ああ、なるほど……巻き込まないように気をつける、とかそういう気は一切ないから、気をつけてって意味の警告なんだね」

「はい、そういうことです。意図せずお二人が死亡してしまうこともあるかもしれませんので、そうなってしまわないように心構えがあれば、と」

「ん……つまり、親切？」

「その通りです」

　きっぱりと、こんな物騒な登場を『親切』と言い切る彼女。

　なんというか……細かいことを気にしている私なんかとは『格』が違うというのを思い知らされた。

　技術だけなら、努力と研けん鑽さんで追いつけるかもしれない。

　だけど彼女の持つ『揺るぎないもの』だけはとても真ま似ね出来そうもない。

『伝説』と呼ばれる理由はその高過ぎる自尊心から来ているのだと理解した。

　私の警戒をあっさり潜くぐり抜けた上、主と同じ姿を見せて、そして全く見えない動きで背後を取ってからの警告──。

　この上なく徹底した実力差を見せつける方法だった。

「つまり、このまま椎しい名な町まち先輩やモンジローくんと一緒にいると危ないよ、ということだね。うん、警告ありがとうございました」

「その顔、一緒にいないという選択肢はないようですね」

「うん、ないね。わたしたちはモンジローくんと一緒にいると楽しいって思っているもの。これはロードとしての使命とかよりも……わたし自身が『楽しい』と思ってやっていることだから、止められないの」

「なるほど……そうですか」

　そう返事する『伝説』の口調がどこか柔らかくなったように感じた。

　それはまるで、彼のことを語る主に安心したかのような……。

「では、警告も終えましたので。私はクールに去るとします」

　そう呟つぶやくと、特に警戒する様子もなく私たちに背を向けた。

　主と全く同じ後ろ姿が、坂の下へと去っていく。

「うわー、わたしの後ろ姿ってあんな感じなんだね」

　確かに自分の背中側を見ることなんて普通は出来ない体験だ。主がそんなことすら楽しんでいるようで何よりだと思いつつ。

「君にしては意外とあっさりしていたね」

　そう声をかけると、主は右手を私に見せてきた。

　──その人差し指には。

「なるほど……こういう異能かもしれない、ということか」

　私のナイフが彼女につけた傷と同じ、小さな赤い玉が浮かんでいる。

　もし私があの姿の彼女を切り刻んだりしていたら、もしかしたら主の体がそうなっていた可能性があるということだ。

「底が知れない人だったね。解わかったことはひとつくらいしかなかったよー」

　なんとも嬉うれしそうに告げる彼女の目には、それでも恐怖より興味が浮かんでいた。

「どんなことが解ったんだい？」

　私には彼女の果てしない強さくらいしか解らなかったので、そう尋ねると。

　主は赤い玉が浮かんだままの人差し指をピッと立てて。




「うん。彼女は多分、モンジローくんの関係者……身内だと思うよ」









　　　　【第一話・後編】First Story*Latter Part　妹シスターと伝説レジエンド










■伝説（でんせつ）：検索結果




　・ある時、特定の場所において起きたと信じられ語り伝えられてきた話。

　・言い伝えること。言い伝えられること。また、うわさ。風聞。

　・民間説話、または口承文芸の一種。

　・特定の人物や事物をめぐって語り伝えられ、本当に起こったと信じられているもの。




　・語り継がれるほどの物事、またはその事象。










　次じ郎ろう君はどこか寂しそうな顔をしていました。

　元々、感情や心がなかった彼は……今では、それを隠す手段をあんまり知らないらしく、すぐに思っていることが顔に出てしまっています。

　あの時も、じっと私の顔を見ながら目に寂しさが浮かんでいて。

　つい、ドキッとしてしまったのを覚えていました。

　ですから、少しでも喜んだり慌ててくれたら嬉うれしいと思って『デート』なんて言葉を口にしてしまったのですけれど。

「……ちょっぴり、はしたない申し出だったでしょうか……」

　湯船に顎あごまでつけながら、未いまだに熱くなってしまう頬ほおをこすります。

　女の子の側からデートに誘うというのも、比較的一般的な行為なのは知っています。

　むしろ女性が主人公の恋愛ものであれば、女性側から誘うということも多々あります。

　ですが、いざ自分がするとなると……。

「自分に、その……好意を寄せて下さっている方に、言うのは……なんというか……」

　そう。

『あざとい』。

　自分がずるい女の子になってしまった気がして、余計に恥ずかしくなりました。

「うー……ぶくぶくぶく……」

　いっそ口まで湯船に浸つけて唸うなりますが、気分が晴れるはずもありません。

　まさか自分がこんなことに悩むようになるなんて思ってもみませんでした。

「恋愛、というものなのでしょうか……」

　確かに次じ郎ろう君のことは好きです。

　彼を思い描けば、なんとなく胸がぎゅっと締め付けられますし。体も火照ってきます。

　もっと彼と過ごしたいな、とも思いますし。何かしてあげられたらいいな、と自分に出来ることを考えたりすることもありました。

　ですが、やっぱりそこに種族の差というものを意識してしまいます。

　私は人間ではなく、彼はナイツになってくれたとはいえ人間です。

　過去において……その。

　ロードとナイツで結婚した、という例はあるようなのですが。

　そういったことが本当に可能であるのかどうかは、今の私には解わかりません。

　……元々の、記憶を持っていた私なら解るのでしょうか？

　今までは全く気にならなかったそのことが、今では気になって仕方がありません。

「ぶくぶくぶく……」

　目の前で弾はじける気泡を見ていたら、部屋の方から人の気配を感じました。

　──この胸の奥が涼やかな気分になる気配。

　識しきさんがお風ふ呂ろを借りにいらしたようです。













「まだ入浴中ですか香かぐ夜や」

「はい。なんだか……悩んでしまいまして」

「なるほど。自分も入ります」

　ガラリ、と戸を開けて識しきさんがバスタオルもせずに堂々と全裸で入って来ました。

　こうして一緒に入浴することも何度かありましたので、今更気にすることはありません。勿もち論ろん、それが次じ郎ろう君だったら気にすることは大量にあるのですが。

「デート、嫌でしたか」

「それは全然ですっ！」

　慌てて顔を上げると、識さんはシャワーで体を流していました。長い髪をアップにしているせいか、そのうなじからのラインが真っ白で印象的です。

　私も色白の方ですが、識さんは正に雪のような白さでした。それが、熱を帯びてピンク色に染まっていく様子が妙に艶なまめかしく見えます。

「香夜から言い出したことでしょう？　デート」

　そんな彼女が、横目にチラッと私を見て来ました。

　鮮やかな青い瞳ひとみ。

　その前では、どんな偽りも通じない気がします。

　──そもそも彼女の持つ『妖よう魔ま異い能のうサトリ』というのは身体能力に応用するだけではなく、こうして真偽を測ったり、状況を読んだりすることが主軸です。

　従って、どんな効果があるのか解わからない『天てん使し異い能のうサリエル』しか持たない私は彼女の視線から逃れることなんて出来ません。

「次郎君が……寂しそうだったので、つい言いましたが……今更になって、女の子からデートを言い出すのははしたなかったのではないかな、と……」

　それ以上に、私にとっては姉のように頼りにしている識さんには素直に全部語ることにしていました。

　洞察力も、思考力も、何もかもが彼女の方が上です。

　幼い頃ころからロードと共に在るように育てられた彼女にとってみれば、こんなことで悩むロードは問題外なのかもしれませんが。

「香夜は自分で知らないだけで随分はしたないので平気です」

「えええっ!?」

　全然平気ではない言葉で言われてしまいました。

「わ、私、はしたない、ですか？」

「はい。もう存在そのものが」

「存在がっ!?」

　なんでしょう。

　ロードであるというだけで、何か性的な刺激を周囲に振り撒まく習性でもあるのでしょうか。でも、だとすれば同じくロードである藤ふじ里さとさんだってそのはずです。

　ですが、言われて思い返してみると藤ふじ里さとさんはちょこちょこ愛らしくて元気で健気けなげっぽくて、男性から見ればいわゆる『可愛かわいらしい』という存在。つまり、それは性的な興奮を男性に与えているということですから、はしたない、ということなのでしょうか？

「何か勘違いしている可能性を視認。ロードである、などは無関係です」

「そ、そうなのですか？」

　やっぱり察しの良さは流石さすがでした。

「香かぐ夜やが留意すべきは、まずは言動。続いて体型です」

　言動に関しては身に覚えがあったので、口を噤つぐんでしまいました。

　そもそも。

『安全日』と『危険日』という言葉には別の意味がある、というのを最近知りました。

　性行為的な意味での暗あん喩ゆがあるとかないとか。

　そんな言葉を何も知らずに次じ郎ろう君に告げていたかと思うと、今でも『過去の自分がいなくなってしまえばいい！』と思うくらい恥ずかしいのですが。

　戸惑いながらも色々納得して、それでも私といてくれる次郎君は本当にいい人です。

　むしろ教えてくれなかった識しきさんを少し恨んだりもしましたが、それは後から言っても仕方のないことなので、心の中にだけ仕舞っておきました。

　……なるほど、確かにはしたないかもしれません。

　ですが、続いての体型というのはどういうことでしょうか。

「翌日がデートなので、忠告しましょう」

　識さんは体を洗っている途中で、キッと私を見ました。

　体中が泡塗まみれなのでその鋭い視線も妙に愛らしくなってしまっていますが。

「香夜の胸囲は、男性を一瞬で籠ろう絡らくせしめます」

「い、一瞬ですか!?」

　それもまた衝撃の事実でした。

　そういえば、次郎君はちょくちょく胸を見ていましたが……。

　男性は胸が好きなものだから仕方ないと聞いていましたので、次郎君も男の子なんだなーと微笑ほほえましく思っていたのです。

「香夜が胸部を接触させた場合、男性の精神的致死率は九割を超えます」

「そ、そんなにですか？」

「残りの一割は男性同士の愛情を重視する方たちです」

「一割もいらっしゃるんですね……」

　なんとなく偏った知識のような気がしますが、識さんは大おお真面目まじめに話しているのであまり突っ込みを入れないでおきます。

「つまり香夜が存在しているだけで男性の視線は香夜の胸部、及び外見の美麗さに引き寄せられ、そのまま性的な対象として凝視するのです。存在がはしたないのです」

「そ、そうなんですか……」

　なんだか凄すごいショックでした。今は湯船に浸つかっている自分の身が、とても困ったものに思えてくるからです。

「ですが、そういう意味では識しきさんの大変綺き麗れいな体だって……」

「自分のように平へい坦たんな胸部は一部男性の嗜し好こうであり、門もん次じ郎ろうはぶっちゃけデカい方が好みの様子です。自分の誘惑にはほぼ乗って来ませんので」

　なんだか識さんの言葉に刺とげがあるような気がします。

　次じ郎ろう君、ちゃんと識さんも大事にしないといけませんよ。

　内心で彼をちょっとだけたしなめました。

「えっと……明日は露出の少ない服装にしますね……」

　元々、露出の多い服なんて持っていないのですが、それでも更に控えた方がいいのかもしれません。次郎君が気にしてしまうというのもありますが、存在しているだけではしたない胸だ、なんて言われてしまっては気にしないわけにもいきません。

「まあ、ほとんど冗談ですが」

「……少しは冗談ではないんですね」

「はい。走ったりしないようご注意下さい」

　走ると揺れてしまうのは、確かに自分でも気にしていました。

　うん、充分に気をつけましょう。

　そうこうしている内に、識さんは自分の体を洗い終えていました。

　自分も髪が長いのでいつもお風ふ呂ろは手間なのですが、識さんはどんな手段を使っているのか、いつもとても早く洗い終わります。糸を使う技術を持っているから、長い髪を扱うのも得意とかあるのでしょうか。

「それでは失礼しますが、香かぐ夜やはまだ大丈夫そうですか？」

「ん、大丈夫ですよ。温ぬるめにして、長湯出来るようにしておきましたから」

　熱いとのぼせてしまう私ですが、今日はお風呂でゆっくり考え込もうと思っていましたので、温めに設定しておきました。

　おかげで識さんとこうして、湯船に一緒に浸かることも出来ます。

「では、ご一緒させて頂きます」

　ちゃぷ、と識さんが入った分、水かさが増して少し溢あふれてしまいます。

　向き合うような形で私たちは互いの顔を見るように座っていました。

　足がうんと伸ばせるように、大きな湯船にしておいたのは正解です。こうして仲の良い方と二人で入ることも出来るのですから。

「香夜」

「はい？」

　識さんは静かに私の名前を呼びました。

　その響きはやっぱりちょっと大人っぽくて。

　こんな何も知らない私にとって母や姉のような、そんな気にさせてくれます。

「門もん次じ郎ろうのこと、好きですか？」

「え？　それは、勿もち論ろん、ですけど……」

　質問の意図を測りかねてしまいます。

　私が彼に好意を持っていることは、それこそ識しきさんはとっくに知っています。

　次じ郎ろう君が私のナイツになったのは──事件こそありましたが──私が純粋に、好意を持っていたというのが一番だからです。

　その前から識さんには勧められていましたが、実際にお話していて落ち着けましたし、色々気遣ってくれたりしましたし。何より居心地のいいのが彼でした。

「そう……ですね。存じていました」

　識さんはそう口にして、迷うように視線を横に逸しました。

　その髪の合間から、金色の瞳ひとみがチラッと見えます。

　そこに浮かんでいる感情は何やら複雑そうで……私にはよく解わかりませんでした。

「デートというものは、互いの好意が成功失敗を決定するものです。コースや展開は自分が設定しますので、香かぐ夜やはその好意をきちんと抱き続けることが肝要です」

「は、はい、なるほど……」

　そういう忠告だったのか、と納得しました。

　確かにデートともなれば、価値観の合わない部分や意外な一面が見えるのかもしれません。その時、お互いきちんと好きであるかどうか、というのは重要な気がします。

「ちなみに門次郎が戸惑ったり困ったりした場合でも、ちょっぴりエッチな展開にすれば大抵は問題ないので記憶しておいて下さい」

「それは、その……私が恥ずかしいのですが……」

「香夜はそろそろその『はしたない体』を武器にすべきです」

　なんかとんでもない言われ方でした。その言葉はちょっとショックでしたが、そんな武器になるのか、と変な感慨も湧わいてしまいます。

「わ、解りました。が、頑張ってみます」

「はい。応援しています、香夜」

　識さんは。

　嬉うれしそうにニッコリと微笑ほほえんでくれました。

　ですが、ちくっと胸が痛みます。

　その笑みにはなんとなく、次郎君から感じた切なさとか寂しさに似たようなものを感じてしまったからです。

　笑顔なのに、少しだけ距離を感じるような寂しさ。

　ですが──その理由を尋ねたくても、声に出せないものでした。

　それは識さんを困らせてしまう。そんな確信があります。

　だっておそらく、私はこう訊きいてしまうからです。




『識しきさんは、次じ郎ろう君のこと、好きなんですか？』




　と。
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　翌朝、俺は悩んでいた。

　勿もち論ろん今日のデート内容についても考え込んでいたのだが。

　スマートフォンのメール機能を起動して、再び文章を表示する。




『伝説のナイツに遭遇！　なんかわたしの姿になってたよ！

　那な岐ぎちゃんじゃ、まるで手出し出来ないレベルだったの！

　気をつけてね！　　　　　　　　　　　　　　　　ゆいか』




　昨晩、日付が変わる頃ころに送られてきた藤ふじ里さとからのメール。

　慌てて返事をすると、詳細な情報が追って届いた。

『伝説のナイツ』に遭遇した状況と、その異質なまでの存在感。

　俺よりも技術力が高い久く宝ほうが手出し出来ないレベルということは、俺だけでは太刀打ち出来ない可能性が高いということだ。

　それ以上に気になるのが『わたしの姿になってた』という部分。

　それがつまり、『伝説のナイツ』の噂うわさになっている異能なのだろうか。

「大丈夫だろうか……」

　そんな凄すご腕うでの人物がもしかしたら先輩と俺を狙ねらっているかもしれない。

　その事実だけでも、緊張するのには充分だった。

　本当にそんな日に出歩いてもいいのだろうかと思い、昨晩のうちに識に連絡をしたら。




『問題ありません』




　とだけ返事が来た。

　その自信も流石さすがだが、あいつがそう言うならそうなのかもしれない。

　俺が掴つかんでいない情報を何か既に握っているのかもしれないしな。

　そもそも、今日は危険を承知でのデートだ。ここで尻しり込ごみして中止にする、というのは有り得ない。

「と、なるとだ……」

　藤ふじ里さとのメールが気になっているのは当然だが、今は一いつ旦たん心にしまうとしよう。

　何な故ぜなら、俺の悩みはもうひとつあったからだ。

　果たして、デートにはどんな服を着ればいいか。

　愛あい和かから預かった「この本を参考にして下さいね」という雑誌を見ても、その中にはいかにも明るくて人当たりも良さそうな好青年たちが写っている。

　こういう人物たちだからこそこの服装は似合うのであって、俺のようなタイプはもっと大人しいものの方がいいのではないだろうか。

　コンコン。

「兄さん、用意は出来ましたか？」

　ガチャ、と返事も待たずに俺の部屋に入ってくる愛和。

「って、まだ着替えてないじゃありませんか。凄すごく早起きしてもギリギリになってしまったら意味なんてないんですよ？」

　まだ寝間着代わりのジャージ姿の俺を見て呆あきれた声を出されてしまう。

「愛和が用意してくれた雑誌みたいなファッションは本当にいいのかと思ってな」

「あ……確かに、この雑誌だと兄さんには少しハードルが高かったかもしれませんね」

　愛和も納得して机の上にあるティーンズ向け雑誌を手に取る。

　それから少し悩むように俯うつむくと。

「では、今ある服で私がコーディネートします」

　言うが早いか、ささっと俺のクローゼットを開け始めた。

　これらの行動から解わかる通り、俺が愛和に対して秘密にするプライバシーというものは存在していない。ノックはしてくれるものの部屋には入ってくるし、机も棚もクローゼットも許可なく開けてしまうのだから。

　当然、机の上にあるノートパソコンの中身もチェックされている。

「それにしても、兄さんはいつまで経たってもエッチな本とかＤＶＤとかは買いませんね。それで大丈夫だったりするんですか？」

　クローゼットを漁あさりながらそんな質問をされても困るだけだった。

「愛和があっさり見つけてしまうだろうからな」

「私としては、兄さんがどんなものを買うのか気になるのですけれど」

「愛和が見るのはまだ早いだろ。だから我慢する」

「ふふっ。女子中学生ともなればそれくらい普通に見たり聞いたりしていますけどね。彼氏がいる子も結構いますし」

「む、そうなのか……」

　俺の身の回りに男っ気がないだけで、女子はやっぱり進んでいるのだろうか。

　と、いうことは愛和もそういう女子の影響を受けていたりしたら。

「ともあれ、愛和にはまだ早いからダメなんだ」

「ふふっ、はい。兄さんが私の為ために我慢して下さっているなら、私もちゃんと貞淑なままでいますね」

　クスクスと笑いながら言われると気恥ずかしい。妹に対する兄心というのは複雑なもので、その複雑さをちゃんと感じられるのはありがたいことだ。

「ほぼゼロの状態からこんなに妹想おもいな兄さんに成長してくれて嬉うれしいです。上出来です私、という気分ですから」

「なるほど、俺のシスコンな部分はそう仕向けられたんだな」

「はい。ただ、失敗もあるんです」

「ん？」

「まさか兄さんが、大きな胸好きになるとは思いませんでしたから」

　やっぱりそこを気にするのか、と愛あい和かの体つきを見る。

　──年とし頃ごろの女子に比べると低めの背だし、凹凸の少ない体。

　女子はこれからが成長期なのだろうか。それとも、もうある程度固まったのだろうか。

　今度、発育のいい先輩か藤ふじ里さとに聞いてみようかと思ったものの、二人ともロードだから年齢は関係ないのかもしれないと思い直す。

「まあ安心してくれ。愛和はそのままで充分可愛かわいい」

「……ありがとうございます」

　俺の言葉に不服そうに、でもどこか照れたように俯うつむく愛和。

　この顔が見られれば、別に凹凸とか関係ない気がする。

「あ、ありました。はい、本日はこの夏用ジャケットにしましょう」

　ようやく決めたのか、愛和が笑顔で選んでくれたのは柄もないシンプルなジャケットだった。思わず「ほっ」と安心する。

「服はシンプルですけど、ちょっと髪型を弄いじりますからね。さ、来て下さい」

「ああ、解わかったよ」

　俺のコーディネートだというのに自分のことのように喜んでいる愛和。

　女子は小さい頃ころ、着せ替え人形とかそういうのが好きというが……案外、俺もそうやって楽しまれているのかもしれない。

　こうして愛和に髪型のセット、ファッションのコーディネートを頼んだおかげで、朝の準備には実に一時間もかかったのだった。
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　駅前の時計柱の下で、俺は先輩たちを待っていた。

　時間は三十分前。我ながら早いと思うのだが『男性が先に待っているのは基本です！』と妹に送り出されてしまったのだ。まあ、先輩たちを待たせるというのも嫌なのでその点は問題ないのだが。我ながら楽しみにし過ぎだろう、とは思う。

　先輩とのデートは二回目だ。

　前回は成り行きでデートすることになり、こうして待ち合わせして、そして海の方に歩いた。あれには『敵を誘い出す』という目的もあったので、厳密に言うとデートではなかったのかもしれない。

　今回も似たような目的があるのだが、襲撃がなかったら単なる、正真正銘のデートだ。

　先輩からの、デートとしてのお誘い。

　……まあ、最初から付き添いがいるという形ではあるのだが。

　最も早はやデートではなく『三人でのお出かけ』とも言えるが、深いことは気にしない。

「しかし、普通のデートというのを上う手まくやれるだろうか……」

　前回も上手く喋しやべったりすることが出来なかった。

　今回は妹から『困ったら見ること』とメモを手渡されている。そこには愛あい和か的にチョイスした『女の子との会話ネタ』が書いてあるそうだ。

　識しきが一緒にいるから、さほど会話に困ることはないとは思うものの。それでも緊張してしまうのは確かだったので、ありがたい配慮だった。

　しかし、デートコースは完全に識に任せたわけだが……果たしてどんな場所に向かうことになるのか。願わくばごく普通の場所だと助かるのだが。

　そんなそわそわした気分でいると、学校の方角から二人の少女がやってくるのが見えた。俺が見間違えるはずもない。




「お待たせしましたっ」




　そんな俺の前に現れたのは、白いワンピースに白い帽子と、いかにも『お嬢様！』っぽい私服でいらした先輩だった。それでもギリギリ目立ち過ぎない範囲にコーディネートされており、街中を歩いても決して浮き過ぎないというのがポイントか。

「十五分前で、既に到着済みでしたか」

　スマートフォンの時計を見ながら、その隣にいる識が呟つぶやく。その格好は珍しく私服だった。前髪で目を隠しているというのは変わらないものの、その服装自体は中性的で可愛かわいい系、いわゆるボーイッシュな女の子スタイルといったところか。結構意外なチョイスだったので少し驚いてしまった。

「早く来て次じ郎ろう君を待ちましょうね、と話していたんですよ」

「門もん次じ郎ろうは我々より早く到着していると予測していました。何分くらい前に？」

「ん、あー……予定待ち合わせ時刻の三十分くらい前、かな」

　それを確認されるとどうも照れ臭い。

　先輩は目を丸くして驚き、識は小さく息を吐ついた。

「女性経験が足りない男性代表な行動です」

「うぐっ」

　実際、そんな女性と接する経験なんてほとんどない。こうやって心が出来るまでは愛あい和かとくらいしか接していないのだから仕方ないだろう。

「ふふっ、嬉うれしいですよ次じ郎ろう君。私が待たないように、ということですよね？」

「まあ、はい。そのつもりでしたが、確かに早く来過ぎたな、とは」

「ええ。そんなにちゃんと髪型もセットして下さって……準備にも時間かかったのではありませんか？」

「えーと。ほとんど妹にやって貰もらったんですが、一時間くらいかかりました」

「わっ、一時間も……ちゃんと寝ました？」

「あ、それは大丈夫です」

　計算して睡眠する技術は学んであった。自分の体が問題なく動き、健康を損なわない睡眠方法。




『睡眠は、時間よりも大事なのはその質です』




　とは母さんの言葉だ。

「そういえば識しき、昨晩のメールのことなんだが」

「はい。香かぐ夜やにも伝えてありますが、おそらく問題ありません」

「そう、なのか？」

　識はメール同様、きっぱりと言い切った。

　しかし久く宝ほうがまるで手出し出来ないレベルの相手。つまり、久宝たちは無事に見逃されたということは、目的は藤ふじ里さとではなかったということだ。

　そして俺の知る限り『伝説のナイツ』なんてものが用があるとしたら先輩だろう。

「もし『伝説のナイツ』の目的が香夜に直接的な危害であれば、藤里唯ゆい香かたちよりも先に昨晩、香夜の身しん体たいに関与があったはずです」

「あ……そうなるのか」

　わざわざ藤里たちの前に現れたくらいだ。先輩を狙うんだったら、その時に行動していただろう。つまり『伝説のナイツ』は何か目的があって行動しているということで、それは先輩の命をすぐさま奪うというものではない、ということだ。

「つまり、本日のデートを満喫しましょう」

「ん、了解した」

　俺よりもロードとナイツに関する知識が豊富な識がそう言うのであれば、俺はその判断に従うとしよう。

　そうと決まれば意識を切り替えて、デートに集中だ。

「心配して下さってありがとうございますね、次郎君。識さんは最近はずっと一緒に寝て下さっているんですよ。次じ郎ろう君がいない間は自分が守る、って」

「はい。睡眠中の香かぐ夜やを堪たん能のうしています」

「む、それはとことん羨うらやましいな」

　識しきがそこまでしてくれている、というのは素直に嬉うれしい。

　自分が代わりに添い寝なんてしても緊張してしまって、逆に警戒出来ないかもしれない。

　とはいえ今の先輩を無警戒に放置するなんて不可能だ。

　だから、識が代わりに守ってくれているというのはとても安心出来た。

「是非詳細なレポートを頼む」

「了解しました」

「い、いけません二人ともっ」

　先輩はすぐに赤くなって手をパタパタ振っていた。

　うん、こういう仕草も見たかったので、識と三人でのデートが出来て良かった。

　二人っきりだと多分、先輩はちゃんとお姉さんぶろうとするだろうし。俺は俺で、ドキドキして気軽な会話なんて出来なかったかもしれない。

「さて、それで。最初はどこに行くんだ？」

「映画です。残念ながらホラー映画は上演していませんが」

　ホラーを見れないことは残念なのか。

　まあ、よっぽど怖い目に遭っている俺たちが今更作り物のホラー映画を見てどう思うのか、というのもありそうだ。俺の場合、恐怖心が自分の命には直結しないというのもあり、妹も『兄さんを怖がらせるのは諦あきらめます』と匙さじを投げたくらいだ。

　むしろホラー映画的状況になったら『自分ならこう対応する』などの思考訓練になりそうだ。人類の力ではとても太刀打ち出来ないような相手とどう戦うのか、みたいな。

　先輩はどうなのだろう。物語のヒロインみたいに怖がったりするのだろうか。

「うーん、見たことはありませんでしたから、興味はありましたね」

「ホラー映画見たことないんですか？」

「ええ。あんまり見に行く機会もありませんでしたし。映画って一人で行くものではない、みたいなイメージで……」

　それもそうなのかもしれない。一緒に行って、終わったら同行者と感想を言い合うというところまでがセットな気がする。

「と、いうわけで恋愛映画を鑑賞しましょう」

　言うが早いか、識はスタスタと歩き出してしまった。

　俺と先輩はちょっと意外な気分で顔を見合わせる。

「識のチョイスが恋愛映画とは」

「私もちょっと意外です。ホラーでなければアクションかと思っていましたので」

　俺もそう思っていた。確か今なら、ハリウッドの有名アクション俳優がやっている映画がやっているはずだ。こっちはこっちで『自分ならどうするのか』というのを考えてしまうのだが、相手が人間だったり兵器だったりする分、より俺的には現実的な方向で楽しめるというのがあった。

　しかし、見に行くのは恋愛映画。

「次じ郎ろう君は見たことありますか？」

「実は、結構見たことありますよ」

「あれ、そうなんですか？　意外ですね」

　俺と先輩は一緒に識しきの背を追いかけるように歩き始める。

「俺ってほら、妹に徹底的に『心』とか『感情』を叩たたきこまれていたので」

「あ、なるほど。映画でも勉強していたということなんですね」

　他ほかにもハートフルな家族愛のものとかも多く見せられていた。

　ちなみに、愛あい和かは一緒に見ていると寝ていることも多かったりする。後からじっくりと感想を尋ねられるので俺は寝られないというのに。

　それが理不尽だと感じてきたのは、そういえばつい最近になってからだ。なるほど、俺の心教育はバッチリだったということなんだな。

「大体の映画やドラマが勉強だったり参考になったりしてしまうんですよね」

「ああ……確かに次郎君の生い立ちだとそうなってしまうかもしれませんね」

　先輩も色々納得したように頷うなずいてくれる。

「だから、フィクションとして楽しめるのはアニメーションとかなんですよ」

「実際の役者さんが演じていると、自分に重ねちゃうんですね。ふふっ。普通はあんまり出来ない感情移入だと思いますよ？」

　まあ確かに、激しいワイヤーアクションみたいな動きは……出来ないこともないせいで他の人とは見る点が違う自覚はある。

「先輩はあんまり映画見ないんですよね」

「はい。どちらかと言えば『人』が演じているものよりも、本の方が感情移入出来ます。ですから、映画やドラマは普通にお話の作りを楽しんでしまいますね」

「なるほど、見る人によって見る点は全然違うんですね」

「ええ、そういうの、見終わった後に話し合えたら面白いですよね」

　くすっと微笑ほほえむ先輩とは今のところ、そんなに緊張せずに話すことが出来ている。

　──識はどんな風に映画やドラマを見るんだろうな。

　登場人物に感情移入してしまうタイプではないような気がする。どちらかと言うと、その物語がどういう意図で作られたか、どんなテーマを見せる為ために構成を練ったか、とか。そういう作り手の方を気にしそうだ。

「……ん？」

　識の背中を眺めていた俺は、なんとなく駅の方を振り向いた。

「どうかしましたか？」

「あ、いえ……なんとなく、です」

　そう。別に視線や気配を感じたわけではない。誰だれかが後をつけているとか、見張られているとか、狙そ撃げきされそうとか、そういうわけでもないだろう。

　ただ、なんとなく。本当に意識したかしないかのレベルで『何か気になった』程度。

「………………」

　視線を戻すと、識しきがじっと俺を見つめていた。

　その青い瞳ひとみは何かを告げようとしているかのようで──。

　なんとも据わりの悪い気分で、映画館に向かうことになった。
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「あの男は女性をもっと大事にすべきです。そもそも、傷付いて逃亡する女性を追跡しない段階で本当に愛情を抱いていたのかと」

　映画の後、お昼ご飯を食べに入ったファミリーレストランで、一番熱く語っているのはまさかの識だった。

「女性も女性です。好意を伝達もせず、理解して欲しいなど甘えでしかありません」

　しかもどんどんヒートアップしていく。

　俺の予想に反して、識が一番恋愛映画にどっぷり浸つかるタイプだった。

「ええと……主人公は主人公で、追いかけたらかえって傷つけるかもしれないなー、とか思ったんじゃない、かなあ……」

　俺が思わず弁護すると、髪の下の視線が鋭く俺を睨にらんだ。

「門もん次じ郎ろうはあの甲か斐い性しようなしの肩を持つのですね」

「うぐ、い、いや、お、俺なら、うん、追いかけると、思うよ？」

　実際、好きな人を傷付けてしまった時、すぐにその後を追えるかどうかなんてのは解わからない。だが今は、そう言わないと識が許してくれそうもなかった。

「え、ええと、ヒロインさんも、ほら。色々とハプニングとかあったせいで、タイミングを逃していたから、好きって言えなかったんだと思いますよ……？」

「むむっ。香かぐ夜やはあの女の気持ちが理解出来るのですね」

　今度は先輩を睨む識。

「ひぇっ……い、いえ、私は、その、ちゃんと好意は、伝えて、ますよ？」

　チラッと俺を見る。

　──まあ確かに、好意っぽいものを貰もらっているのは確かだ。

　そうでなければ、俺が死んだ後に生き返らせ、しかもお風ふ呂ろまで入ってきてくれたりなんかしないだろうし。

「二人がそうならば問題ありませんが……」

　問題ありそうな態度のまま、識しきはドリンクコーナーから持ってきたコーラを飲む。

　俺と先輩は同時に「ほっ」と息をついた。

「さて、自分はヒートアップしましたが、お二人はどうでしたか」

　直後に感想を求められた。

　これは、なんというか。上う手まく答えないとまた識を更に燃え上がらせてしまいそうだ。

「そうだな……俺がこの恋愛モノで得た教訓は『チャンスを逃すな』だな」

「あ、私もそうでした。会えなくなってしまってからではもう伝えられませんし」

　そう、俺たちが見た映画は最終的に悲劇で終わったのだ。

　主人公とヒロインは最終的に結ばれることなく、互いにもう会えなくなってしまった。

　最後にヒロインから手紙が届いて、主人公はヒロインが不治の病にかかっていて、もう残り僅わずかの命だったから彼の下を離れた、という事実を知るというもの。

　後味の悪いビターな映画だったせいで、ハッピーエンド好きな識が怒ってしまった。そういうことのようだ。

「お二人がきちんと教訓にしたのなら何よりです。門もん次じ郎ろう、あんなヘタレ男になってはいけません。香かぐ夜や、あんな面倒臭い女になってはいけません」

『は、はい』

　俺と先輩の返事がハモる。

　そういう意味では、とても勉強になる映画だった。

　そして、識しきがこんなに熱くなるというのも初めてだったので驚きだった。













　デートというのは、相手の知らない一面を見ることが出来るのだなあ。

　まあ、識は俺たちの付き添いではあるのだが。

「落ち着いたらお腹なかが空すいてきました。どんどん頼むとしましょう」

「そうだな」

　それまで注文するような空気でもなかったせいで、メニューを見ることすら出来なかったのだ。俺は隣に座る先輩に開いて見せると、メニュー越しに識を見た。

　言いたいことを言って落ち着いたのか、今はもういつもの無表情になっている。

「俺はハンバーグランチセットにしますね」

「あ、私はオムライスのランチセットにします」

　俺と先輩の注文が決定すると、俺はメニューを識に差し出した。

「む。チキンも美お味いしそうですね。しかし、カレーも捨て難い」

　メニューを受け取った識は食べ物に悩み始めた。

　これも意外な姿だ。

　なんとなくだが、こういう所での食事にはあまり興味がない印象があったが。

　今日は識の知らない一面をどんどん知ることが出来る日だ。

「ふふっ、ゆっくり選んでくれていいですよ」

　先輩は知っているのか、ニコニコ笑いながらさっきの映画のパンフレットを取り出していた。そして、俺にも見えるように開いてくれる。

　そこにはさっきの登場人物たちが真剣な顔で映画に取り組んでいる様子が描かれていた。役者さんなりに自分の役を落とし込むのに苦労した、などの話がインタビュー形式で書いてある。やっぱり、演じる前にはそういう儀式みたいなのが必要なのだろう。

「ふーむ……」

　──せっかくだから、あの話を自分に当てはめてみる。

　例えば、先輩が不治の病で……もう先が長くないとしたら。

　途端に、胸が苦しくなって喉のどの奥に苦いものが過よぎった。目の周りがシパシパしてきて、手に力を入れずにはいられなくなる。

　なるほど、主人公の『彼』はこんなに辛つらい気持ちを味わったのか。

　映画を見ている時は『そうなのか』としか思わなかったことが、今ならじわじわと理解出来る気がした。

「先輩は、病気とかじゃありませんよね？」

「え？　……ふふっ。はい、健康ですよっ」

　先輩は突然の質問に吹き出すように笑うと、小さくガッツポーズを見せてくれた。

　それだけでホッとしてしまう。

　なるほど、登場人物に共感するというのはこういうことを言うのか。

　今度、愛あい和かが持ってきた映画の感想はそういう気分でレポートするとしよう。

「でも、ちょっと照れますね……」

「はい？　……あ」

　そうか、自分を主人公に当てはめて、そして先輩をヒロインに当てはめたということは。つまり、先輩に好意を持っているということを示したようなものだ。

　咄とつ嗟さに上う手まい言葉を選ぶことも出来ず、俺はパクパクと口を開いたり閉じたりした後、ついっとメガネを直して誤魔化すしかなかった。

「よし、ハヤシライスのランチセットにします」

　そしてマイペースな識しきは、そのままポチッとテーブルの上にあったスイッチを押していた。その揺るぎない態度のおかげでちょっと救われた気分になる。

　俺と先輩だけだったら、こういう些さ細さいなことで会話が止まってしまうところだった。

　やがてやって来たウェイトレスさんに注文を告げると、俺たちは再びパンフレットをテーブルの上に広げた。

「この作品のテーマは『後悔先に立たず』とみましたがどうでしょう」

　識が身も蓋ふたもないことを言い出す。

「確かに、最後の手紙の辺りは後の祭り感があったな」

「でしょう。原作者はどうしてこんな後味の悪い話を執筆し、そして偉い人はどうして映画にしようとしたのでしょうか」

　案の定ではないが、識はやっぱりそっちの『作り』の方も意識していた。

　だから、俺は目を閉じて考え込んでみる。

　──本当に『後悔先に立たず』だったのだとしたら。

　自分ならどうするだろうか？

　手紙を受け取って、そのまま黄昏たそがれに涙することで終わった物語。

　あの時、自分ならどうしていたか。

「私は──手紙を出した彼女は生きてると思いますよ」

　先輩がそんなことを言い出して、俺はその横顔を見つめた。

「だって、それなら……二人の物語はまだ終わってませんから」

「ああ……それは素敵な解釈ですね」

　まだ終わってない。だから、俺たちの知らない所で物語は続いている。

　もしかしたらハッピーエンドになっていたのかもしれない。

　そう考えるだけで、そこに救いが生まれる気がした。

「なるほど。続編を作れるように、ということですね」

　身も蓋もないことを続ける識。

「おいおい──」

　流石さすがにツッコミを入れようかと思った──が。

　よく見れば、識の口元はとても……嬉うれしそうな微笑ほほえみを浮かべていた。

　先輩の解釈は、どうやらとてもお気に召したようだ。

　だったら。

「主人公だって、手紙の送り主を探して飛び出したかもしれませんものね」

「あ、それなら二人はもうすぐ会えますね」

　先輩の嬉うれしそうな声に俺も満足する。

　恋愛映画というのは奥深いものだ。

　人の当たり前の感情をテーマにしているだけに、話しあえばこうして色々な価値観や意見が出ることになる。

　多分、恋愛だけに限らないのだろう。ホラーだってアクションだって、そうやって見た人たちの中で『物語』を作ってしまうのが面白いのだ。

「門もん次じ郎ろう」

「うん？」

　そんな満足感に浸っていると、識しきが何気なく俺の名を呼んだ。

「この自分──八や殿との識の命があと僅わずかだったらどうしますか」

　真まっ直すぐに、青と金の目が俺を見つめていた。

　真剣さとか、シリアスな空気は感じない。単純に興味、といった感じだ。

「そんなの……」

「お待たせしましたー！」

　俺の返事を遮るようにして、ウェイトレスさんがハンバーグセットとハヤシライスセットを持ってきた。先輩のオムライスはまだのようだ。

「美お味いしそうです。食事に集中しましょう」

「お、おう、そうだな」

　俺の返事を待たずに、識はもうフォークとスプーンを手に持っていた。

　まあ、あれだけ熱く語ればお腹なかも空すくのだろう。

「ふふっ」

　俺は、よっぽど肩透かしを喰くらったような顔をしていたのだろう。

　先輩はそんな俺を、面白そうに笑っていた。
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　それから俺たちは美術館に行ったり、海沿いを歩いたり、ケーキが有名な喫茶店に入ったりして『普通の高校生らしいデート』を続けた。

　そして、俺たちは以前にも先輩や識と行ったことのある島に辿たどり着く。

　ちょっとした長い橋を渡り、その島の上にある公園に向かった。

　太陽が沈みかけていて、金色の光が海に反射している。

「ここで休みましょう」

　展望公園になっているベンチに三人で座り、そのまま沈む夕ゆう陽ひを眺めた。

「ふはー、楽しい一日でしたねっ」

　先輩はとても満足したのか、胸に手を当てて満面の笑みを浮かべている。

「途中で識しきが『リベンジの為ためにもう一回別の映画を見る』と言った時にはどうなることかと思いましたけどね」

「門もん次じ郎ろう、香かぐ夜や。自分は復ふく讐しゆうの機会を虎こ視し眈たん々たんと現在も狙ねらっています」

　まだ夕方だもんな。夜の部の映画に行きたいとか言わないように注意しておこう。

「前回のデートは私と次じ郎ろう君を殺した犯人を探す為だったので、心から楽しむことは出来ませんでしたけど。今日は本当に楽しかったですっ」

　以前、先輩や識とデートした時の本当の目的は敵を誘おびき寄せる為だったのを思い出す。

　あれも俺の中では大事なデートの思い出なのだが、確かに今回の方が心からのんびりと楽しめたのは確かだ。

　途中で襲われたりもしなかったしな。

　先輩は狙われ易やすいロードということもあるので、俺も識も警戒を怠ったりはしなかったが。それでも楽しく過ごせたのは確かだ。

「こういう日が少しでも長く続くといいですね……」

　先輩の呟つぶやきに、胸が少しだけ痛くなった。

　こういう時の願いは普通であれば『いつまでも続くといい』というものになるはずだ。だが、先輩は『少しでも長く続く』というのを願っている。

　いつか、近いうちに楽しい日々はなくなってしまう。

　それを予感しているかのようだった。

　ここで『いつまでも続けましょう』と言うのは簡単だ。

　だけど、そんなことを言えば先輩は俺に気を遣って「そうですね」と微笑ほほえんでくれるだけだろう。

　先輩の中では、もう『ずっと続くわけではない』と完結しているもの。

　──俺や識との、楽しい生活はいずれ近いうちに終わりを告げる、ということ。

　ロードは物語が決まっていて、先のこともある程度は解わかるという。

　だから先輩はささやかな願いでさえも、こう言うしかないのだ。

　そこまで解っていて俺が先輩に言えるのは何だろう。

　少なくとも先輩は今、悲観的にその言葉を呟いたわけじゃない。

　とても幸せで楽しかったからこそ、今の願いだったのだ。

「じゃあ、先輩。『今日』を長く続けましょうか」

「はい？」

「いえ、先輩の家でのお泊りをしてはどうかな、と。せっかくだから藤ふじ里さとと久く宝ほうも呼んで、みんなでもっと楽しく」

「あっ、それは素敵ですね！」

　ぽんっと手を叩たたいて喜ぶ先輩。

「二人っきりの深夜でなくて宜よろしいのですか」

　そして識しきが早速乗っかってくる。

「それはタイミングを見計らう」

「なるほど。協力します」

「ふ、二人とも何を話しているんですかっ」

　先輩は夕焼けにも負けないくらい赤くなっていた。

　──二人っきりの深夜、か。

　確かに色っぽい言葉ではあるが、もしそうなったとしても俺が先輩に何かしたりなんて出来ないだろうな。良くて膝ひざ枕まくらくらいのはずだ。それくらいなら何度か経験しているから先輩的にもハードルが低いだろうし。

「じゃあ……この太陽が沈んだら、帰りましょうか」

　先輩は優しい眼まな差ざしで、沈む夕ゆう陽ひを眺める。

　ゆっくりと、静かに水平線の向こうに沈んでいく太陽。




　その時既に、俺たちの近くに忍び寄る影があったなんて、まるで気付いていなかった。













　ぼんやりと、暗くら闇やみの中を漂う夢を見ていた。




　疲れ果てて眠ると、よくこの夢を見ることがある。つまり俺は、いつの間にか眠りについてしまった、ということなのかもしれない。もしくは、起きていたら何も考えることすら出来ないほどの状況に落とされたか、だ。

　何度か経験している以上、今更この状態に驚くことはなかった。




　──そう、つまり今の俺は死亡した、或あるいは境を彷徨さまよっている。




　なんとかこの状況になる前の記憶を呼び起こそうとするものの、何も浮かんで来ない。布団に入って一も二もなく眠りについてしまった、というのなら解わかるのだが。いきなり殺された、もしくは殺害された状況を思い出したくない、などの可能性もある。

　真っ先に寝ている次の選択肢が『殺された』である辺り、我ながら物騒になった。

　落ち着いて見回してみても、やっぱりここには何もない。

　ただひたすら暗闇だけが続く世界。




「俺は……」




　どうしてこの夢を見ているのか、いくら考えても解らなかった。

　以前、右肩に眠る家系の力である『コード：カルヴァリオ』を実行し、精神が消滅しかけていた時には母さんが現れてくれた。

　そして俺を叱しかった後、生きるように言ってくれたのだ。

「生きる、か……」

　もしこの状況が死亡後であるならば、何度も母さんの言いつけを破ったことになる。夢の中とはいえその影響力は絶対であり、次に母さんと話す機会があったらどう説明しようか、今からおっかなくて仕方ない。

　ここにいるのが母さんだと怖いが、朝あさ顔がおだったら会いたいような気がする。

　体を失って精神だけが生き続け、この暗い場所に一人で漂う夕ゆう顔がおちゃんの姉、朝顔。

　俺はこの場所で何度も彼女と話したことがある。

　気さくで、穏やかで、明るくて。寂しさや悲しさをたくさん持っているはずなのに、俺を気遣うような強さを持っていた少女。

　本当は俺が励まさなきゃいけない立場なのに、朝顔に元気付けて貰もらったことすらある。

　もっとも、そんな朝顔はあの旅行先……いや。夕顔ちゃんや夜よる顔がおのそばでないと会えないのかもしれない。今度夕顔ちゃんたちを家に泊めたら朝顔に会えるかどうか、確かめてみるとしよう。

　さておき。こんな二人の例からも考えられるように、今の俺は生死の境を彷徨さまよっている可能性がある。と、いうことは誰だれかに会えるかもしれないのだ。

　だから、真まっ暗くら闇やみの中で辺りをキョロキョロと見回すと。

「兄さん……」

　そこには、困ったように佇たたずんでいる妹──。

　愛あい和かの姿があった。

「愛和、どうしてここにっ！」

　まさか、愛和も朝あさ顔がおのように生死の境を彷徨っているのだろうか。

　そう考えた瞬間に自分でも驚くほど狼ろう狽ばいしてしまう。

　愛和は無事でいて欲しい。生死とかそんな危険が漂う場所にいて欲しくない。

　俺が帰る家にいてくれる大事な存在であり、唯一の家族だ。

「まさか、死んでしまったとか、大怪け我がしているとかか？　大丈夫なのか？　こんな場所にいて、お前の身に何かあったんだとしたら、俺はもう……」

「落ち着いて下さい、兄さん。大丈夫、私は大丈夫ですから」

「本当か？　本当に怪我とかしていないんだな？」

「はい、していません。ピンピンしています。だから平気ですよ」

　愛和は眉まゆを下げたまま、ほら、と小さなガッツポーズを見せてくれる。

　確かに一見すると外傷はないが……。

　それでも、どうしても心配してしまうのは兄心というものかもしれない。

「そんなことよりも、今は兄さんの方が大変なんですから」

「……やはり俺は今、大変な状態なんだな」

　母さんや朝顔の代わりに現れた愛和が俺の現状を教えてくれる。

　これで単にぐっすり寝ているだけ、ということはなくなってしまった。

「はい。ですから落ち着いて下さい。そうでないと、わざわざ私が兄さんに会いに来た意味がなくなってしまいます」

　何度も愛和に『落ち着いて下さい』と言われると、俺の体は次第に落ち着きを取り戻していく。長い間、愛和が俺のカウンセリングをしてくれたからだ。

　なんとか呼吸も整い、現状を把握しようとするだけの余裕が生まれた。

　こうして、ここまで『この夢を見ている』状況を思い出せないというのも珍しい。覚えていたくないほどショックなのか、それともそういう攻撃を受けたのか。

　確かに、慌ててあたふたしている状況ではないようだ。

「愛和はわざわざ会いに来てくれたのか？」

「はい。兄さんが生死の境を彷徨っている時、このような夢を見ているというのも聞いていましたから」

「でも、移動すれば来られるような場所でもないだろ」

　なんせ夢の中だ。

　実際に似たような夢を見ていた朝あさ顔がおとは会えてたとしてもおかしくない、そんな納得をしている。

　俺よりも強過ぎる母さんが生死の境を彷徨さまよって夢を見ているとは思えないので、夢の中に出てくる母さんは俺の思い描く願望か何かが具現化したものかもしれない。それにしてはやたらと言動が生々しかったが。まあ、母さんなら他人の夢の中に出て色々言うくらい簡単だと思うので、本物が気まぐれに来てくれただけ、と信じることにしている。

　ただ、愛あい和かは生死の境を彷徨っていたり、夢の中に入ってくるなんて出来ないだろうから、流石さすがにこの愛和は俺が生み出した妄想の産物かもしれない。

「あ、兄さんは私が単なる夢の存在だと思っていますね」

「そりゃあ、な。愛和には何の異能もないんだから、こんな場所に意識して現れるなんて出来るはずないだろう」

　愛和に対して思ったこと、感じたことは素直に告げるというルールがある。それはこの夢の中でも揺るがないものだった。

「うーん、どうすれば私が私だと信じて貰もらえるのでしょうか」

　そのまま顎あごに手を当てて、愛和は推し量るように俺を見つめて考え込んだ。その仕草はいかにもいつもの愛和らしい。まあ、俺としては愛和がわざわざ夢の中まで来てくれるテクニックを持っている、という方が嬉うれしいのは嬉しいのだが。

「ではこうしましょう。兄さんが覚えていないであろう記憶の、その先を教えます」

「その先？」

　確かに、俺が眠りについて……その間に何が起きていたか。

　そんなものを知っているとしたら俺の記憶が生み出した妄想ではないということだ。

　自分が知らないはずの情報を俺の妄想が語ることは出来ない。

　つまり、愛和はそれで自分が『意志のある存在』であることを証明しようとしている。

「確かに、そんなものを言えたら……この愛和は少なくとも、俺の脳内にあるイメージが具現化した姿ではない、ということになるのか」

「その通りです。もっとも、眠っている時に人間は視界以外の感覚を閉ざすことは出来ません。耳には音が必ず流れて来るからこそ目覚まし時計で起きられるものであり、鼻で呼吸をしていれば匂においを感じることも出来ています。肌に触れれば触覚が働くので、起こす際は物理的刺激を与えればいいですし、口を開けば空気中の味は必然的に味覚に触れることになります」

「ふむ……えーと」

　愛和の言いたいことを頭の中でまとめてみる。

「つまり、俺が眠っていたとしても……五感の、視覚以外の情報は生きているから、無意識に情報収集していてもおかしくない、そういうことか？」

「その通りです。なので、この私が兄さんの妄想の産物であった場合、それら体が得た情報を伝達する、ということは不可能ではないかもしれない、という仮説です」

　臨死体験の話を思い出した。

　体が浮き上がり、自分の体を見下ろした後に別の場所に向かって飛んで行く。そして川のあるような輝かしい場所まで行った際、先祖や亡くなった親類が引き返すように伝え、目が覚める──そんなことがあるという。その時、自分の意識は浮き上がった方にあるので『眠っていて知らないはずのことを知っている』という不思議な現象に繋つながる、という。愛あい和かと見た『奇跡の体験集』みたいなテレビ番組で語られていた時、『へえ、凄すごいこともあるもんだな』と感心したものだが。今の愛和の仮設を元にすれば、人は眠っていても大量の情報を得ることが出来て、それを脳の中で『イメージ』として夢に見たということなのかもしれない。

　だが、わざわざ自ら『俺の知らない記憶を知っている』と語ることで自分の証明を立てようとしていたくせに、愛和は『自分が俺の妄想で、知らないことを知っていても不思議ではない』と語った。

　その言い回しはなんだか母さんみたいだな、なんて思う。

　結局、何を信じるのかは自分で判断しろ、と言われているみたいだ。

「ではまずは、兄さんがどこまで覚えていて、どこから忘れているのかを確認してみましょう。この夢を見る前までの記憶はどこまでありますか？」

　そう言われて、俺は自分の記憶が曖あい昧まいな部分に意識を向けた。

　なんとなく、先輩の部屋にお泊りに向かったのは覚えている。

　椎名町先輩は学校にある時計塔に住んでいて、定期的に友達や図書委員のメンバーを集めてはお泊り会を開いていた。

　愛和がそのお泊り会に参加したいと言っていたのを先輩と識しきに告げると、二人は快くＯＫしてくれたのだ。だから俺は一度家に帰り、愛和を学校に連れて行くことにした。

　そして学校に到着した……その後のことが……まるで記憶が空白になっているかのように、頭の中にぽっかりと穴でも開いているかのように、何も思い出せない。

「学校に到着した時までのことしか、思い出せない……」

「やっぱりですか。それはそれで正解だと思います」

「どういうことなんだ、愛和？」

　朝方、愛和に髪型をセットして貰もらい、先輩たちとデートをした。

　そのコースやどんな会話をしたのかははっきりと思い出せるのに、やっぱり学校に来てからのことが霞かすみがかかったように思い出すことが出来ない。

「ぐっ……」

　無理にその先を思い出そうとすると、鋭い頭痛が走った。思わず頭を押さえて、よろめいてしまう。

「大丈夫ですか？」

「あ、ああ。なんだこれは……やっぱり、学校に愛和を連れてきてからのことを思い出そうとすると、頭が痛くなって思考を邪魔される……」

「なるほど……夜の記憶からがすっぽり抜けている、って感じですね」

　愛あい和かが右手を伸ばして、俺の額に触れてくれる。

　その手の冷ややかさが、すーっと頭の痛みを消してくれた。

「無理して思い出さなくてもいいですよ。その時にあったことを順番に説明しますから」

「あ、ああ、すまない。頼む」

　愛和は微笑ほほえみながら、俺に顔を寄せてくれた。それだけで俺の胸はかなりドキドキしてしまう。だが、そのドキドキを嬉うれしく思うことよりも、どうしてこんなことになっているのか解わからないから戸惑いばかりが今の俺は先立っていた。

「兄さんはまず、日が暮れた後くらい……まずは私に電話して、椎しい名な町まち先輩のお泊り会に誘ってくれたんです」

　そこまではちゃんと覚えていた。




『先輩。今度、うちの妹が……お泊り会があったら行きたい、と言っていたのですが、連れて来てもいいものなんでしょうか？』

『わっ、それは嬉しいです！　次じ郎ろう君の妹さん、会ってみたかったのでっ』

『なるほど、家族に香かぐ夜やを紹介し、既成事実を作成するつもりですね門もん次じ郎ろう』

『ふむ。それもいいな』

『えええっ!?　そ、そういう紹介なんですか!?　えっと、えっと、何か素敵な服に着替えた方がいいんでしょうか？』

『いえいえ、冗談です。単純に、俺が話す先輩や識しきのことが見たいだけだと思いますんで、あんまり構えないで下さい』

『ほっ……』

『では自分は、義妹いもうとさんに遭遇することを想定した礼服に着替えて参りますので、後ほど正式な紹介を宜よろしくお願いします』

『えええっ!?　礼服が必要なくらいなんですか!?』




　とまあ、こんなやりとりをして許諾を得たのは覚えている。

　そして早速、愛和に電話。学校に来ると言っていた愛和だったが、暗くなってから女の子を一人で出歩かせたくなかったので、一いつ旦たん家まで迎えに戻ったのだ。

「愛和に電話して、愛和を迎えに行き、そして家で準備万端になっていたお前を連れ出したのはちゃんと覚えているよ。それから、学校に二人で向かったことも」

　確かその時の会話は『ちゃんと姑しゆうとめとしてどちらが兄さんのお嫁さんに相応ふさわしいか見聞しませんといけません！』と張り切っていたものだった。

　姑、というのは確か配偶者の母親だったような気がするのだが、この場合の愛和は小こ姑じゆうとというより姑だから正しいのかもしれない、なんて納得したのも記憶にある。

　うん、ようやく整理出来たが、確実に学校到着より先の記憶がない。

「ありがとうな愛あい和か、整理出来たよ」

「はい、それは何よりです。学校到着前までは把握出来ているのですね」

「うむ。どんな会話をしたのかも思い出せているからな」

　流石さすがにこの記憶まで自分が勝手に捏ねつ造ぞうしたとは思いたくない。

「では、そこから何があったのか……ずっと一緒にいた私が語りますね」

「ああ、頼む」

　愛和はずっと一緒にいてくれたのか。そんな嬉うれしさを覚えながら。

「そのお泊り会で、兄さんは──」

　だが、そんな愛和の顔にどこか翳かげりが生まれる。

　その先の言葉を言おうか言うまいか。語るにしてもどういう表現で告げればいいのか、悩んでいるように見える。

「俺はやっぱり死んだのか？」







「はい。兄さんは──識しきさんに殺されました」
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■本物（ほんもの）：検索結果




　・偽物や作りものでないもの。

　・見せかけでなく実質を備えていること。

　・本格的であること。

　・実在しているもののこと。




　・真実であると確認されたもの。










　デートを終え、お泊り会が開かれることになったその夜。

　時間にすると二十時を過ぎた辺り。

　椎しい名な町まち先輩の部屋はとても姦かしましいことになっていた。

「それにしても、本当に愛あい和かさんは可愛らしいですねっ」

「えっと、椎名町先輩、それ三度目ですよ……」

「そ、そうでしたか……つい、見ていると言いたくなってしまいまして……」

　連れてきた愛和のことを、先輩はいたく気に入ってくれていた。

　ここまで気に入られるとは思っていなかったのか、愛和も照れて頬ほおを染めながらも、とても嬉うれしそうにしている。借りてきた猫のようになるかもしれないと懸念していたものの、愛和は意外と社交的だった。

　まあ、俺に心が生まれるように頑張ってコミュニケーションの仕方を教えてくれたほどの妹だ。自分が初対面の人と会話することにも慣れているのだろう。

　うん、連れてきて本当に良かった。

「愛和ちゃんはやっぱり、椎名町先輩がモンジローくんのお嫁さんに相応ふさわしいかどうかを確認しにきたの？」

「はい、それもあります」

　藤ふじ里さとの質問にもきっぱりと返事している。

　先輩は途端に頬を赤らめ、藤里と久く宝ほうは笑って愛和を見ていた。

　場も盛り上がっているようで何よりだ。

　俺はと言えば、相変わらず女子の輪の中に入るのは難しかったので、キッチンから妹とそれを取り囲む三人のその様子を見ていた。

　それでもなんとなくハラハラするのは、愛和が俺のことで何か言い出さないだろうか、というものだろう。ここで俺のマイナスになるようなことは言わないとは思うものの、俺の恥ずかしい話くらいはサクッとしてしまいそうな空気も感じる。

　……と、キッチンでずっとやきもきしていても仕方ないな。

　俺は女子たちの会話を潤滑に進める為ため、飲み物の補充をしに来たのだった。

「ふむ……」

　冷蔵庫を開けてみると、やっぱり烏龍茶の減りが激しい。

　俺の友人である女性陣たちが集まると、りんごジュースやオレンジジュースのようなカロリーのある飲み物よりもお茶系の消費が激しいということは前回の反省から学んでいた。そういえば旅行先での飲み物も麦茶やスポーツドリンクが多かった気がする。夕顔ちゃんたちはそういうのも気遣ってくれていたようだ。

　俺はそんな前回の反省を活いかし、今日はお茶系の飲み物を多めに持ってきておいた。これだけあれば、飲み物が今晩中に切れるということはあるまい。余った分は先輩が飲むようにとっておいてもいいし、図書委員会のものとして準備室の冷蔵庫に入れておいてもいい。無駄になることはないのだ。

　それぞれのコップをキッチンの流し場に置いてから新しい紙コップに氷を入れて、麦茶をそれぞれに注いでいると四人の話し声がまた聞こえてきた。

「先輩、そんなにモンジローくんの妹ちゃんが気に入ったんですか？」

「はい。なんだかお人形さんみたいで、本当に素敵ですよねっ」

「だったらモンジローくんと結婚すれば、晴れて妹ちゃんは先輩の妹ですよ！」

「っ!!」

　気になって覗のぞいてみると、先輩はもの凄すごく真っ赤になっていた。

　いいぞ、藤ふじ里さと。ナイスだ。

　その場にいたら俺も照れていただろうが、こうして離れた場所にいると安心して自分のネタを気にせず楽しむことが出来る。

「え、ええと。兄さんはまだそういうのは早いと言いますか……」

　愛あい和かが俺の保護者のようなことを言い始めているが、意外と満更でもなさそうにも見えた。どうやらあいつも、椎しい名な町まち先輩のことを気に入ってくれたようだ。

　これで『兄さんには相応ふさわしくありません！』とツンツンしてしまうようなことはないだろう。そういう意味でも安心出来る状況だ。

「あれ、愛和ちゃん。大事なお兄さんを取られるのは流石さすがにちょっと嫌なのかな？」

「……実はそれも少しだけあります」

　久く宝ほうの言葉に、正直に頷うなずいている愛和を見るととても和み成分を貰もらえる。

　そういえば嫉しつ妬としてるとも言っていたもんな。

　そんな妹の独占欲がちょっと嬉うれしくて、どうにも口元が緩む。

　それにしても、愛和は本当にあの三人にあっさり受け入れられていた。あの場にいる三人は……というか、俺の友人である女性陣は社交辞令で仲良くする、というのを苦手とするタイプが多い。藤里はそもそも『嘘偽りがない』という特性を持っているので、あの姿は純粋に愛和を気に入ってくれた、ということだろう。久宝も他人を否定したりするようなタイプではないし、先輩は言わずもがな、どんな人でも優しく包み込んでくれるような、優しい包容力を持っている。

　だから、愛和を気に入ってくれているあの態度は嘘うそや見た目だけではない、という信頼感があった。そして、そんな友人や憧あこがれの人を妹に見せることが出来て良かった。

「麦茶を所持したまま、何をニヤけているのですか、門もん次じ郎ろう」

「うっ」

　気が付くと、いつの間にか識しきが背後に立っていた。

　そういえば向こうの会話に交ざってなかった、と今更に気付く。

「ビックリした。急に話しかけないでくれ」

「神出鬼没は自分の存在意義ですから」

　そこまで大層なものなら、多少のビックリは仕方ないのかもしれない。確かに、以前にも似たようなことがあったような気がするし。

　だがその時は『犯人を見極める』という殺伐とした日だった。今日はそんな緊張感を持たなくても平気な日のはずだ。

　──心の片隅では、夜よる顔がおとの電話や藤ふじ里さとたちからの連絡で聞いた『伝説のナイツ』が気になってはいた。人に化けることが出来る上に、化けた相手の異能も使える可能性がある。そして、化けた相手に自分のダメージを移し替えることも出来るかもしれない。

　そんな厄介な存在が紛れ込んでいる、という可能性だってゼロではない。

　だが、今のところその目的も解わからなければ、接触したのは藤里と久く宝ほうだけ。その二人も見逃されていることから、いまいち何をしに来たのかは不明のままだ。

　このまま、俺たちに関係がないといいな……なんて願いつつ。今は『この中に偽物がいるかもしれない』なんて疑心暗鬼よりは、この場を楽しむことに集中したかった。

「それで、わざわざキッチンにいる俺の所に来て、識しきはどうしたんだ？」

「こっそり会話を所望しています」

「ふむ、こっそりか」

　キッチン側の声はあまりリビングに響かない。この至近距離でぼそぼそ話せば、よほど聞き耳を立てる訓練でもしていなければ会話を拾ったり内容を理解したりは出来ないだろう。つまり、リビングにいる人々だとそういう訓練をした可能性のある久宝くらいしか俺と識の会話を聞き取れないということだ。藤里はロードとしていくつかの異能を所持しているが、身体能力や技術の訓練まではしていないようだからな。椎しい名な町まち先輩と愛あい和かに至っては言わずもがな、だ。

　となると、やっぱり聞こえる可能性があるのは久宝だけだった。

「久宝那な岐ぎは大丈夫です」

　そして俺の思考を読んだかのように識が告げる。

「なら問題ないな」

　識は無表情なので、誰だれに対してこっそりしたいのかは解らない。だが、少なくとも久宝のことは対象から外れているようだった。

「本日の宿泊会ですが、不穏な気配を感知しています」

「不穏な気配？」

　それまでが平和的であったので、その言葉の意味にどうしても顔が曇ってしまう。

「はい。自分の異能である『妖よう魔ま異い能のうサトリ』はご存知の通り五感強化です。ですが、それらの感覚を総動員することで『第六感』と呼称される特殊感覚に近似した異能として使用可能なのです」

　第六感。

　それは確か、人間の五感では感じられない何かを掴つかむ働きのことだ。

　きちんと科学的な解明はされていないが、直感とかインスピレーション、霊感などと同義とされている。

　識しきは『五感強化』という異能により五感のひとつひとつをより鋭く、より強くすることが出来る。そしてその感覚を広げ、全すべてを強化することでより人間では感知出来ないものを把握することが出来る、そういうことだろうか。

　気配察知にも状況把握にも五感しか使えない身としては、にわかには信じ難いが。

　識の言うことは信用出来る。俺はこいつに対して、そういう絶大な信頼を持っている。

「つまり、感覚で捉とらえたわけではないが、何かしらの嫌な予感みたいなものがする、と」

「はい。……信頼してくれるのですか？」

「当然だろ。識がわざわざ言いに来てくれたことだ。信じて当たり前だ」

　俺がきっぱり言い切ると、識は少しだけ黙り込んでいた。

　髪の下にある目が俺をマジマジと見ているような気がする。

　……もしかして、照れているのだろうか。

「信頼されて当然であれば。自分はその信頼に全力で対応します」

　その囁ささやくような声に、僅わずかながら嬉うれしそうな響きを感じた。

「ん、そ、そうか。それでえーと……どんな風に感じるんだ？　って聞いても第六感みたいなものだと説明出来ないのかもしれないのか」

「はい。五感を使用した比ひ喩ゆは不可能です。『なんとなく』と表現せざるを得ません」

「ふむ。じゃあ……」

　どう質問したものか。

　おそらく識自身も、それがどういうものなのか解わからないから俺に知らせに来て、しかも相談という形にしたのだろう。

　つまり求められているのは、識がそれを表現する為ために必要な刺激だ。

　こいつが『そうそう、そんな感じです』となるような的を射た刺激を与えることが出来れば、何に対して不穏な気配を感じているのか、俺もより掴つかめるだろう。

「その気配はどんどん濃くなっているのか？」

「はい。時間経過により濃密に」

　つまり、タイムリミットを感じていることのようだ。

　そのリミットが来てしまったらどうなるのだろう。識が『嫌な予感』と言うからには、もしかしたらもう取り返しがつかないことがあるのかもしれない。

　つまり、時間を無為に浪費するわけにはいかない、ということなんだな。

「誰だれから、とかは？　例えば藤ふじ里さととか久く宝ほうがまた悪いことしそう、とか」

「……いいえ。二人は完全に潔白かと。むしろ二人も『何か』を感知していて、援護・支援の為に参加してくれた節が見受けられます」

　確かにここであった事件以降、藤里と久宝はとても協力的だ。

　藤里に至っては俺に、ちょくちょくロードについてのレクチャーをしてくれるし、久宝は訓練に付き合ってくれたりする。俺が危なっかしいというのもあるだろうが、以前の仮初の関係よりもより仲良くなれた気がして俺は素直に嬉しい。そして二人も『次の標的』が現れるまではのんびりしてくれるらしいので、出来ればそういうのは来ないといいな、なんてこっそり思っている。

　そんな二人が今更再び椎しい名な町まち先輩を狙ねらうというのは考えづらい。強いて考えるとすれば信頼を得てから油断させる、という方法くらいだ。だが、そう簡単に騙だますことが出来ない識しきが、彼女らを味方だと感じているならその線も薄いはずだ。

「じゃあ俺の妹とかどうだ？」

　消去法で考えればそうなるのだが、当然俺自身はそうは思っていない。

「桜さくら田だ門もん愛あい和かさんですか……」

　識の視線がリビングに向く。

　その髪の下から、うっすらと金色の光が見えたような気がした。

「……不明です。状況的に最も可能性は高いのですが……不審点は皆無です」

　つまり怪しい所は何もないが、状況で考えれば愛和が一番『何か』をする可能性があるということか。

　俺と愛和が共に過ごして二年が過ぎている。

　あいつに特殊な力がないことはとっくに知っているし、ロードやナイツなどの裏社会的なものにも関かかわっていなかったように思う。

　俺は騙され易やすいという自覚があるので、内緒で何かするというのは簡単だろう。

　情けない話だが、愛和がこっそり知らない所で裏社会的なものに関わっていたとしても、俺が察することなんて出来ないに違いない。

　しかし、藤ふじ里さとと久く宝ほうは白。

　愛和はグレー。だから一いつ旦たん容疑から外すとして。

「だとすると……人ではなく、何かの現象が発生する予感、とかはどうだ？」

「現象……なるほど」

　識は愛和に向けていた視線を戻し、再び俺を見上げた。

「既に仕掛けられており、発生を待つのみの何か、ということですね」

「ああ。爆弾とかか。いや、だが、そんな解わかり易いものでロードである先輩をなんとか出来るとは思えないんだが」

　凄すごい威力のものであれば、ロードとはいえ死んでしまうかもしれない。だが、その際は俺や久宝がいるのだから、互いのロードを守ることなら出来る。それに俺は……爆弾の種類にもよるが、対処方法は既にいくつか学んでいる。おそらく久宝もその辺りに関しては似たようなものだろう。発見した後に解体するにしても、道具さえ揃そろっているならばある程度の自信はある。

「爆弾ならば、発見さえしてしまえば、解体を依頼して問題ありませんか？」

「多分な。久宝も手伝ってくれればより確実だと思う。学校なら、必要な工具の代わりになるものも手に入ると思うし」

「それは頼もしいです」

　識しきが純粋に俺を頼ってくれた、ということに感動した。

　考察や状況対応ではいつも後れを取っていた気がするので、こうして純粋に頼られるというのは嬉うれしいものだ。

「時限式と想定した場合、術式を使用する、という可能性も存在します」

「ん？　ああ、識の別荘に仕掛けられていた異空間と繋つながる術、みたいなヤツか」

　旅行先、八や殿との家の別荘には特殊な仕掛けが用意されていた。

　八角形の館やかたといういかにも何かありそうな形をした場所で、やっぱり魔法陣的な意味をなしていたらしい。その術式が使用された時、異世界と繋がって『魔物』みたいなものがわんさか出てきたばかりか、館の重力が変な方向に動きまくって廊下や天井が逆さになったりもしていた。

　あれだけの大きな変化が発生する可能性があったりするのだろうか。

「あれって、元々そういう……形とか場所とかが、そういうことをする為ためだって想定して作っていなくても出来るものなのか？」

「はい。例えば道具を使用し、術式を使用したい空間を包囲するという方法。或あるいは術式起動用の紋様を随所に描き、特定範囲を包む方法もあります」

「ってことは、その道具や紋様があったりすると、こないだみたいなでかい術式が起動したりすることもあるってことか」

「はい。この時計塔に仕掛けることも可能であり、自分たちを狙ねらうのであればそうしている可能性は高いかと。館全部を異世界に接続したものと違い、限定的なものであれば一日で作成可能である術式も存在しています」

　俺たちは今日、三人でデートしていた。

　つまり、この時計塔は日中もぬけの殻だったのだ。この一日だけで仕掛けることが出来るのであれば、準備時間は充分にあったと考えていいだろう。

「爆弾、もしくは術式。その路線で調査を開始しましょうか」

「だな。ちょっと調べてみよう」

　識の『嫌な予感』に対する方針も出来たので、俺たちはすぐに行動開始することにした。キッチンを出た識の後について俺も移動し、手にはコップに入れた麦茶を持って先輩たちが話している方に向かう。

「香かぐ夜や、嫌な予感がします。今から調査を開始します」

「先輩、みんな、俺も識を手伝いますね」

「あ、はい。宜よろしくお願いします二人とも」

　先輩は一瞬きょとんとしていたが、すぐに納得して頷うなずいてくれた。

　藤ふじ里さとと久く宝ほう、愛あい和かも途端に真面目まじめな顔になっている。楽しくワイワイしていたところに水を差したのは申し訳ないが、事態が悪くなる前に動けたら動いておきたい。

　それに、この部屋の中にいれば先輩やみんなは大丈夫、というのがある。先輩がこの部屋に招いた人物しか入れないという『結界』がここには仕掛けられており、外からの攻撃的な力も通さないという力があるらしい。

　敵対者が時計塔ごと大爆発！　というのを狙ねらったとしても、この部屋だけは無事だという話を聞いたこともある。どういう原理かは知らないが、それに関しては藤ふじ里さとも同意していた。『こんなに堅けん牢ろうな結界は見たことなかったよ』とのこと。

　見れば、愛あい和かが考え込むように顎あごに手を当てていた。

「どうした、愛和？」

「いえ。……本日は『そういう日』でもあったのですか、兄さん？」

『そういう日』というのはつまり、何らかの事件が発生する可能性がある日。

　つまり、椎しい名な町まち先輩の『危険日』のことだ。

「いや、それは……」

　俺は特に聞いていないので、先輩の方を見た。

「そうですね、本日は危険な記述のある日ではありません。だからといって必ず安全というわけではない、と。私は以前のことから懲りましたので」

　そうだった。先輩は『安全日だから大丈夫』と言って俺をこの部屋に招き、結果として久く宝ほうに殺されてしまった。あれは完全に先輩が油断していたことになるので、その反省を活いかしているということなのだろう。

　まあ、結果だけ見れば先輩も、そしてその時一緒に殺された俺もこうして生きているのだから、安全日というのは正解だったわけだが。

　つまり、事件や危険なことが起きない日というわけではない。それはいつ発生してもおかしくない、というのは確かだ。

「なるほど……では兄さん、私も兄さんたちに付いていってよろしいですか？」

　愛和がそんな提案をしたことに、俺は驚いた。

　妹を危険な目に遭わせるなんて俺が許諾出来るはずもない。いくら愛和が頭のいい子だったとしても、普通の運動神経を持ったごく平凡な女子中学生なのだから。

「いや、愛和。識しきが嫌な予感がするということは、危険があるかもしれないということでだな……出来れば、先輩たちと一緒にここにいて欲しいんだが……」

「危ないのは解わかっていますけど。でも、私も嫌な予感がするんです」

「愛和も？」

　みんなの視線も愛和に集中する。

　そんな中、我が妹は物もの怖おじせずに指を一本立ててこう告げた。

「これって、兄さんと識さんが調査に向かって、何かがあって識さんとはぐれたりしたら……また、兄さんが死亡するパターンだと思います」

「あー……」

　早速納得のため息を吐ついたのは藤里だった。

「確かに、そんな気もしますね……」

　そしてあろうことか、先輩まで同意した。

　俺は最後の砦とりででもある久く宝ほうに視線を向ける。

「……門もん次じ郎ろう先輩。これは妹さんの方が一枚上手だよ。君はこういう時、真っ先に死亡することで事件のきっかけを作るタイプだからね」

　その一番最初の事例を作った当人からの言葉は重みが違った。

　思えば久宝に殺されてから、俺は色々な目に遭ったんだと実感する。

「だが、こう……なあ？」

　今度こそ最後の砦である識しきの方を向いてみる。

　もしもそうだったとしても、そんな危険に妹を巻き込むかもしれないことが嫌だ。

　この気持ち、誰だれかに伝わらないものだろうか。

「む。熱烈な視線を感知」

　識は俺の視線に気付くと。

　スッと白衣を脱ぎ始めた。

「いや、違うぞ。脱がなくていい」

「そうですか……」

　駄目だった。全く通じない。

　人選を誤った感はあるが、俺の気持ちを受け取ってくれる人はこの場にいないようだ。

「それに兄さんは女性のトラブルに巻き込まれた時、正確な判断が出来ませんから。特にエッチ系のあれそれがあると途端に年とし頃ごろの少年になってしまいます」

「あー……」

　やっぱり納得したように藤ふじ里さとが同意している。

　そして、これに関しては俺も身に覚えがあり過ぎて何も言えなかった。

　最初は、俺が先輩の部屋を訪れた時。

　あの時の俺は『先輩との二人きりのお泊り会』ということにやたらドキドキしていた。非常に浮かれていたし、ドキドキもしていた。だから、久宝が俺を殺す時に全く気付くことなく、死んでしまったのだ。

　そして二度目は夕ゆう顔がおちゃんの時だ。

　あの時も、脱ぎ始めた夕顔ちゃんに背を向けたから、そのまま背中からザックリ刺されてしまったんだった。あれは、下心に従ってジッとガン見していれば防げたのだろうか。いや、そもそもじっと見ているだけ、ということが俺には出来なかっただろう。その時に殺さなくても、あの時は色々な理由で前後不覚だったのだから、隙すきなんかいくらでもあったはずだ。戦闘や殺しに関して苦手な夕顔ちゃんでも、俺を殺す機会なんてすぐに作れたということになる。

　うん、そして今回もそういう系のハプニングがあれば、俺は冷静な対処は出来なくなってしまい、あっさり殺されるかもしれない。

　不本意ながら完かん璧ぺきなロジックだった。

　このロジックを崩す為ためには俺のスケベ心、女の子にドキドキする気持ちを消し去らないといけない。そして、そうするつもりは毛頭ない。つまり弱点ということだ。

「なので、私がついていることにします」

　その直らない弱点を指摘した愛あい和かに、理論的に敵かなうはずはない。

「いや、だがな、愛和」

　それでも抵抗したくなるのは、やっぱり妹が心配だからだった。

　俺としては本当に危ない所に妹を連れ出したくはないのだ。愛和は、俺に残された唯一の家族は、極力安全でいて欲しいと願うのは兄ならば当然ではないだろうか。

「だがな、ではありません兄さん。兄さんは自分のこととなると自分の命に無む頓とん着ちやくになりがちですが、大事な誰だれかを守ろうとすると実力以上の力を発揮するタイプでしょう？」

「ああ、そうですね。次じ郎ろう君は本当に、そういうタイプです」

　先輩が納得したように頷うなずいていた。

　自分のこととなると自分の命に無頓着、というのも同時に先輩に肯定されたことになるのだが、今までの経緯からすると事実なので返す言葉もない。

　確かに誰かを守ろうとする時は、いつも以上に頑張ってしまっていたのも確かだ。意欲というか、モチベーションというか、自分だけのことを考えるよりもそういうものが高くなっている自覚はある。

「ですから、兄さん。私と行動する時は、私のことを守って下さい。兄さんがうっかり先に死んでしまったら、次に危ないのは私ですからね。自分も守りつつ私も守る、という二重の形で宜よろしくお願いします」

「あ、ああ──解わかったよ」

　ここまで押し切られてしまってはもう何も言えない。

　愛和の論理は全くもって正しい。俺に反論の余地はない。

　俺に出来ることは、これから行く調査で何もないことを祈るのみだ。

「ふふっ、押し切られちゃったね、モンジローくん」

　藤ふじ里さとが俺と愛和を微笑ほほえましく見ていた。そのニマニマした笑顔からは『仲良しな兄妹きようだいだなー』という温かいものを感じる。こいつも、俺は守るものがあった方が実力を発揮すると思っている一人なのだろう。

　まあ、うん、よし。こうなったらもう連れて行こう。そして、どんな危険が差し迫ったとしても愛和は必ず守れるようにそばにいよう。そう胸に誓う。

「よし、覚悟した。先輩のことは宜しくな、藤里、久く宝ほう」

「うん、わたしたちに任せていいよっ」

「そうだね。出来る限りのことをして守れるようにするさ」

　藤里と久宝は快く引き受けてくれた。本来は椎しい名な町まち先輩のナイツである俺と識しきが先輩を守らないといけないはずなのだが、頼れる仲間がいるというのは本当に有り難い。

　この二人は以前にも先輩のことを守ってくれたという実績がある。あの時は先輩はぐっすりと眠ったままだったので、藤里たちに殺意があればあっさりと殺すことが出来たはずだ。だけど二人は何もせず、むしろ襲ってくる魔物みたいなものから体を張って先輩を守ってくれていた。

　今回はやっぱり気が変わり、突然裏切って先輩を殺す！　なんてことはないだろう。

「ただ、相手が例の『伝説のナイツ』であった場合、私たちだけで対処出来るかどうか難しい、というのがあるから。そこだけは注意して欲しいけどね」

「『伝説のナイツ』か……」

　識しきの感じている『嫌な予感』が、その人物の仕業だとしたらどうだろう。

　久く宝ほうは一度その『伝説のナイツ』に遭遇して何も出来なかったという経験がある。だからこそ、その警戒を最も重視しているのは彼女だ。

「彼女が敵対していた場合、私一人では対処出来ないのは明白だ。門もん次じ郎ろう先輩と私の二人がかりでも大丈夫かどうか解わからないほどの底知れなさは感じた。だから、くれぐれも気を付けるようにね、先輩」

「ああ、解っている。何かあればすぐに呼ぶし、すぐに駆けつけるよ」

「うん……頼りにしているよ、門次郎先輩」

　久宝は薄く微笑ほほえんで頷うなずいた。この頼りになる少女がここまで警戒する相手。

　俺一人で相手をしても無理というのは最も早はや当然だろう。

　だからこそ、識の『嫌な予感』でしかない違和感であったとしても、その『伝説のナイツ』の関与を予感しているならば最大の警戒をしなければならない。

　俺はぐっ、と気持ちを引き締めた。

「それじゃあ、行ってきます先輩」

「はい。気を付けて下さいね、次じ郎ろう君、愛あい和かさん、識さん」

　送り出してくれる先輩たちに頷き返すと、俺と識、そして愛和は順番に椎しい名な町まち先輩の部屋を出ていった。
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「兄さん、こちらには特に何もありませんね」

「門次郎、階段には仕掛けとみられる物は存在しませんでした」

「準備室も今のところなさそうだな……」

　三人で時計塔の中を色々と家探ししてみたが、これといって怪しいものは発見出来ていなかった。動かした形跡がない棚なども避けてみたり、最近人が入っていなかったであろう、ホコリの積もっていた倉庫の中に入ってみたり、通常誰だれも届かない高い位置をジャンプして確認してみたり。

　とにかく、考えられる捜索を全すべて行ったものの、結果は何も出てこなかった。

「愛あい和か」

「はい？」

　ちょいちょいと手招きして、近寄ってきた愛和の髪に付いていたホコリを払ってやる。

　ある意味大掃除のようなものなので、ホコリが溜たまった箇所に入ることも多い。愛和の黒髪にも所々白いホコリが付いていた。

「あ……ありがとうございます」

「いや、せっかく綺き麗れいな髪しているんだしな」

　白い粉のように付いていたホコリを払う間、髪に触られるのが恥ずかしいのか愛和は赤くなって俯うつむいていた。普段の気の強さに反して、こうして大人しく照れている姿を見ていると庇ひ護ご欲が更にそそられる。本当によく出来た妹だ。

「うん、これで良し」

「はい。兄さんも少し付いてますよ」

「お、そうか？」

　俺の髪と肩辺りを手で払ってくれるのを素直に受け入れつつ。階段からゆっくりした足取りで降りてきた識しきの方を見た。

「確認終了。合流します」

「ああ、識。探すべきものは『何かの文字』もしくは『見覚えのない道具』みたいなものでいいんだよな？」

「はい。結界作成、術式展開などに必要な準備は基本、そのパターンです。例外として術式詠唱というのもありますが、それなら発見は容易ですので」

「そりゃ、時計塔の中で何か唱えていればすぐに解わかるもんな」

「こっそり隠れて詠唱中、とかの可能性はないんですか？」

　隠れられるような場所を探してみて、誰だれもいないのは確認済みだった。

　だが、例えば透明になる異能とかを持っている相手が敵だった場合はその限りではない。その場合、どこかでこっそり小声で詠唱しているということもあるのだろうか。

「可能性は存在しますが、大規模な物……例えばロード二人を捕縛する、隔離するなどの術式であればそれなりに正式な儀式が必要なので」

「ああ……大きな声ではっきりとー、みたいなですね」

「その通りです」

　愛和の言葉に頷うなずいて、識は別の場所を調べようかと視線を壁に向けていた。

　俺は識の知識にすっかり感心しつつ、飲み込みがやたら早い愛和にも感心していた。

　愛和は事件の報告なども、あっさりと受け入れて考察している。俺なんか、先輩がロードで俺が不死身になった、異能というものがこの世にある、と言われても最初はさっぱり理解出来なかったというのに。大抵の出来事を『そうですか』と受け止めた後、そのことについてちゃんと考えられているのだ。

「どうかしましたか兄さん？　まだどこか汚れてますか？」

「いや、愛あい和かの順応度は高いなーと驚いていたんだ」

「そうでしょうか？　殺し屋の家系なんかに生まれた以上、私自身は何も技術や知識を学んでいなくても、『そういう裏社会には色々ある』という想像は出来ましたよ」

　愛和は俺なんかよりもよっぽど裏社会というのに順応出来るのかもしれない。

　だが、妹が危ない目に遭うのだけは絶対に避けたいので、あまり深入りしないようにこれからも注意しなければ。

「あ、識しきさん。確認よろしいでしょうか？」

「確認ですか。自分と門もん次じ郎ろうは愛奴隷と主人の関係です」

　そんなことを確認したわけじゃないと思うが、愛和は表情を変えることもなく。

「なるほど。兄さんは朴念仁なので大変でしょう」

「大変です。ですがそれも持ち味かと」

「兄さんをとてもよく理解してくれていて、妹としても嬉うれしいです」

　何な故ぜか俺をダシにして楽しそうな会話になっていた。

「それで、具体的に識さんの『嫌な予感』はどんなものなんですか？」

　そしてさり気なくちゃんとした話題にも持っていく。愛和はもう識のコントロールすらも覚えてしまったのか。

「第六感……自分の場合、五感強化の異能をより強化した際、通常の感覚器では感知不能である『何か』を悟ることが可能です」

「なるほど……感覚器ではないから、それを上う手まく説明する言葉がない、と」

「その通りです。故に『嫌な予感』と言語化します」

「識さんがその予感を感じたのって今日のいつくらいからですか？」

「違和感は学校に帰還した際より随時。より強力に感知するようになったのは、皆さんが勢せい揃ぞろいした後……仲良く会話している頃ころです」

「つまり、より強く感じたのは比較的ついさっきということですね……」

　識がそれを感じた時間を尋ねるっていうのは盲点だった。

　しかし、違和感そのものは学校に帰ってきた時に既にあったのか。そうなると、やはり俺たちが学校に帰ってくるのを見計らって、何か仕掛けられたと考えるのが妥当か。

「識さん、場所……嫌な予感を強く覚えた場所とかありますか？」

「違和感程度であれば学校の裏門を潜った際。そして香かぐ夜やの部屋の前で感知。部屋を出た現在の図書準備室は、先ほどよりも強く感知しています」

「となると、結界というもので覆われた椎しい名な町まち先輩のお部屋より、むしろこの辺り……図書準備室や階段の方がより危ないかも、ということなんですね……」

「その通りです」

　愛和がひとつひとつ確認してくれたおかげで、俺も状況を把握出来た。

　識のそれは『なんとなく』以上の言い方が出来ない感覚だ。

　だがこうやって、時間と場所などを特定していくことでより正確なものとして認識出来るようになっていく。

「凄すごいな、愛あい和かは」

「そうですか？　だとすれば兄さんのおかげです」

「俺の？」

「最初のうち、兄さんは必要最低限のことも話してくれませんでしたから。ひとつひとつ噛かみ砕いて理解していく癖がついたんですよ」

　とても納得した。

　愛和と出会いたての俺はそもそも会話が苦手だった。相手が何を求めて話を必要としているのか、相手がどんな気持ちでいるのか、さっぱり解わからなかったからだ。今も理解しているとは言い難いが、それでも想像しながら相手が不快にならないといいな、と会話出来るようになっている。普通に誰だれかとコミュニケーションをとることが出来るようになっている。それもこれも、みんな愛和のおかげだ。

「一応の確認なんですが、さっきの椎しい名な町まち先輩の部屋の中に仕掛けられている、という可能性はあるんですか？」

「可能性はゼロではありませんが、低いでしょう。香かぐ夜やの結界は香夜不在でも発動しています。むしろ香夜のうっかりで招く、という方法すらなくなるので、侵入難易度はかなりのものとなっています」

　まあ、俺だと思ってドアを開けたら殺しに来た久く宝ほうだったから殺された。そんなこともあったみたいだしな。それをうっかりと言うのは流石さすがに可哀かわい想そうだと思うものの、フォローすることも出来ないので黙っておく。

「んー……でも、難易度が高いだけでゼロではないんですね。例えば、椎名町先輩や識しきさんの知らない凄く特殊な方法があって、みたいな」

「はい。異能には様々な効果を持つものがあります。そして、応用力が高度であれば、使用方法は想定外のものも増加するでしょう。侵入用の異能でなくても、例えば香夜そのものを操作するもの、などがあった場合には無理矢理部屋に招かせるという行為も不可能ではありませんので。従って『可能性ならある』と言及せざるを得ません」

「ロードさんでも異能で操られるかも、ということなんですね……」

　藤ふじ里さとの異能に『他人を意のままに操る』というのがある以上、確かに可能性はゼロではない。そういう意味では、藤里が何か仕掛けようとしたら既に椎名町先輩の部屋には何かがある可能性もあるのか。

　そして、藤里に似た異能を持つ相手だっているかもしれないのだ。

　こうして様々な可能性を考察する愛和は、現状では俺より役立っていたりした。

「でも、椎名町先輩のお部屋は確かに確率低そうですね。この時計塔の屋内には特に何もありませんでしたから、そろそろ屋外も見てみましょうか、識さん」

「はい。外壁なども調査しましょう」

　すっかり二人で意気投合しているのを見ると、ちょっぴり寂しくなったりして。

　だが、識しきと愛あい和かが仲良くしている姿は安心した。愛和はなんというか、識と俺の関係を誤解している節があるしな。

　これを機に、俺たちがそんな間柄ではないのを理解してくれればいいのだが。

　そう思いながら二人について扉に向かう。

　重い鉄扉なので、俺が開こうと思ったからだ。

「俺が開けるよ」

　二人を追い越し扉に手をかけると、信じられないくらいにドアノブが冷たかった。

「うわっ」

「どうしました兄さん？」

「いや、冷房のかけ過ぎか、やたらとノブが冷たくて」

　俺が示すと、識がそのノブに注意深く触れる。

「……これは……」

　一瞬、識の瞳ひとみが金色に光った気がした。

　触れながら『妖よう魔ま異い能のうサトリ』を使用した、ということだろう。

　ガチャ、とノブを回して識は扉を押す。

　……が、重い鉄扉は少し揺れただけで、ほとんど開かなかった。

「門もん次じ郎ろう。開扉を手伝って下さい」

「あ、ああ、解わかった」

　まさか、閉じ込められたのだろうか？　外からそういう仕掛けをされていた、ということなんだろうか？

　そんな嫌な予感を抑えて、俺は扉に手をかけて強く押す。

　ぐぐぐっ！

　まるで重いもので塞ふさがれているかのように、扉は相変わらず少し揺れただけだった。

「兄さん？」

「……三人で押してみよう」

　この扉は内側から外に開くタイプだ。だから鍵かぎがかかっていない状態でありながら開かない場合、外側に何かがあるということになる。

「解りました。識さんがドアノブを回し、兄さんと私は扉の端を押す形ですね。兄さんは上の方をお願いします。私は下の方を押しますので」

　なるほど、ただ押し込むだけでなく、それぞれの場所に集中して押すのか。

　納得した俺は扉の上の方に手をかけた。

「それでは行きますよ、兄さん、識さん。いっせーのっ……せっ！」

「せっ」

　愛和の掛け声に識も声を上げて、三人で同時に押し込むと……。




　ズズ、ズズズズッ。




　ようやく、扉が五センチほど開いた。

「やったっ！」

　と喜んだのも束つかの間ま。




　ビュオオオオオオオオウ!!




　凄すさまじく冷たい風と白い大量の粉が外から吹き付けてきた。

「わぷっ！」

　全員、扉に顔を付けるほどくっついていたので、それをモロに喰くらってしまう。

　ってか、これは……。

「雪……？」

　見れば扉が開いた足元にかなりの雪が積もっている。

　これだけの雪があれば扉が開きづらくなるのも当たり前だろう。

　しかも、外は吹雪。

　風で扉が押し込まれるのも仕方ない。

　というか。

「今って、夏休みですよね……？」

　再び髪に白い粉を乗せてしまっている愛あい和かが呆ぼう然ぜんと告げる。

　冷たい風雪が入り込んで来ると、薄着の体がぶるっと震えた。

「とりあえず扉を閉めよう」

　軽く引き込もうとすると、扉は吹き入ってくる強風のせいで中々閉まらない。

「そいやーっ!!」

　だから俺がかなり気合を入れて扉を引くと、ようやく『ガチャン』と重い音を立てて鉄扉が閉まってくれた。

「ふぅ……」

　髪や服に着いた雪を振り落としながら、愛和がため息を吐ついている。

　俺も息を整えながら、識しきに向き直った。

「識、これは？」

「次元転移、もしくは結界作成、空間隔離などを使用されたのでしょう。盲点でした。時計塔のみ……香かぐ夜やのみをターゲットにするのではなく、敵は我々の集合した『学校』そのものに仕掛けを施していたようです」

「ってことは……」

　ごくっ、と俺は喉のどを鳴らしてしまう。







「はい。既に敵の術中です」








■　　　■　　　■　　　■　　　■









　調査を終えた俺たちは、椎しい名な町まち先輩の部屋に集合していた。

　冷房を切ってみると、部屋はすぐに暑くなる。

　どうやら、先輩の部屋及び図書準備室は夏のままで、外だけが吹雪になるほどの真冬のようだ。ちなみにこの地方では冬もこれほど雪は降らない。なので、こんなに雪が降ったら大騒ぎになってしまう立地である。

　停電になっているわけでもなく、寒さで身を震わせるわけでもない。ここにいる限り快適に過ごせるのだが、逆に言えば時計塔から出られなくなったということだ。

　まあ、みんなで肌を寄せ合う、みたいなことにならなくて安心なのか残念なのか。

「今、窓から見てみたけど、すっかり学校は雪景色だねー」

　窓の外を見ながら藤ふじ里さとはのんきな声を上げていた。

　外は真っ暗であり、明かりがきちんと配置されているわけでもない。従って目を凝らして見てみても目に入るのは学校の敷地のみだ。学校の外、街がどうなっているのかまでは見ることが出来ない。

　スマートフォンも圏外になっているし、先輩の部屋にも図書準備室にもインターネットに繋つながるパソコンはない。ネットを見たければ識しきが住んでいるパソコンルームにでも行かなければいけないようだ。

　少なくとも『時計塔の外』が謎なぞの吹雪現象に包まれているということは確認出来た。

　これが『街も雪に包まれている』とかだったら、その術式がどんなに凄すごいものなのか想像もつかないほどだ。

「こんなこと、誰だれクラスなら出来るんだ？」

「術式作成に特化した異能を所持するロード、もしくは詳細な術式作成に卓越した人物などです。俗に『達人』と呼称される存在ならば可能かと」

　俺が『達人』と聞いて思い出したのは『伝説のナイツ』だった。

「じゃあ『伝説のナイツ』の可能性もあるのか？」

「はい。そう呼称される存在であれば知識量もある、と仮定出来ます。仮想敵として想定しておく分には問題ないかと」

　仮想敵。確かに、この状況でどんな人物がこれを実行した犯人なのかは不明だし、詳しく調べることも出来ない。で、あれば夜よる顔がおが教えてくれて、藤里たちが遭遇した『伝説のナイツ』を仮の敵としておくのが一番解わかり易やすいということなのだろう。

「えっと……一度、状況を整理してみましょう？」

　先輩が不安そうに識しきを見る。

「了解しました。推測ですが。何者かが術式を仕掛け、時計塔以外の学校内敷地、及びその周辺を特別な異空間にし、その結果として豪雪地帯に変化したのではないかと」

「時計塔以外……なんだよな、識」

「はい。外の気温が氷点下であるのに対し、この塔内の気温は真夏のもの……外界と隔離している香かぐ夜やの結界にまで影響を及ぼしていない、と考察可能です」

「逆に言うと俺たちを閉じ込めるには最適な状況ってことか」

　ここには椎しい名な町まち先輩を守る結界がある。だから、逆にここではなく周りを封鎖することで閉じ込めた、そういうことなのだろう。

「さて。そうなると疑心暗鬼しないといけなくなるね」

　久く宝ほうがやれやれと肩を竦すくめて告げる。

「うん？　なんでだ？　俺はてっきり、時計塔の外にいる何者かの襲撃に備えるんだとばかり思っていたが……」

　俺が久宝に尋ねると、得意気に藤ふじ里さとが俺の前にやってきた。

「それもあるけどね。でもこの場合、むしろ『ここから出さない』という状況を作ったわけでしょ？　と、いうことはこの中の誰だれかが『伝説のナイツ』が化けた人ー、というのも考えられるってことだよ。わたしが遭遇した時、彼女はわたしそっくりに化けてたもの。あれは、こういう状況を作ったら誰かに化けるぞー、っていうパフォーマンスだったんじゃないかな？」

　言われて納得した。まず俺たちを閉じ込める。そして、その中の誰かに化けて疑心暗鬼を生み出す為ためには『自分はそっくりに化けることが出来る』というのを事前に見せておく必要がある。

　藤里と久宝に自分の異能を見せておくことにより、その情報を俺たちが共有するというのも想定していたなら容易たやすく疑心暗鬼に陥らせることが可能だ。

　もし、本当にそこまで考えていたのであれば恐ろしい相手である。

　……しかし、そうだった場合。にわかには信じがたいが……。

　この中の誰かが既に入れ替わっているという可能性があるということか。

　俺は一人一人の顔を見回しながら、少し薄ら寒いものを感じていた。

　今この瞬間までバレていないということは、見た目だけでなく精神性や癖、態度に及ぶまで完全にその人物を模倣出来ているということなのだから。

「なるほど。じゃあ……俺たちを閉じ込めたのが、一応『伝説のナイツ』ということにしておくとしよう」

　この意見には、みんなも深刻そうな顔で頷うなずいた。

　そうなると、藤里と久宝が見せられた異能……変身能力ともいうべきものをもっと話し合っておいた方がいい。

「もし、誰かに化ける……変身レベルでその人物になりすませる場合、注意すべき点ってどんなことがある？」

「ん……そうだね。おそらく、一番厄介なのは……もしかしたら変身した後、当人自身もそれに気付かないって可能性かな？」

「当人が？　どういうことだ久く宝ほう」

「『伝説のナイツ』を想定した場合、その噂うわさのひとつに『人の認識を操る』というものがある。認識を操るということは、『伝説のナイツ』本人の意識も操作出来るのかもしれないということさ。完全にその人物に化けた後『自分はその人物である』と思い込むように強く暗示でもしておけば、見破りづらくなって疑われる可能性は減るだろう？　そして、例えばその暗示が解除されるまでに時間制限を付けておけば……」

「『伝説のナイツ』が自分自身の意識を取り戻した頃には、既に容疑者から外れているということか」

　お泊り会が始まってから今まで、誰かに対して違和感を覚えたことはなかった。

　全員いつもの態度だったし、会話内容も彼女たちらしいものだった。

　むしろ久宝の言うことが確かなら『こうして思考している俺が実は『伝説のナイツ』で、でもそれを自分で覚えていない』……ということすらあるということだ。ミステリーで言うところの叙述トリックというものなら、そういうのもあるのかもしれない。

　疑心暗鬼というのは、仲間を疑わなきゃいけない状況のこと。だが、今この場は自分すらも疑わなければいけない、ということなのだ。

『伝説』を相手にするということは、これだけ精神に負荷をかけることなのか。

「しかし、どう対策を立てればいいんだろうな」

　その脅威性に身震いを覚えながら、どう対策を立てるかを検討することにする。

「うーん、確かに。対策方法は考えないといけないね」

「ベタかもしれないが、当人しか知らないような質問をするとか？」

　俺の提案内容に、久宝は渋い顔をする。

「それはね、門もん次じ郎ろう先輩。調べればすぐに解わかることだし、基本的に『他人に化ける』という意識がある人物は、そんな簡単な手で調べられるようなことはしないのさ」

　そういうものなのだろうか。

　よく物語なんかでは、些さ細さいな言動や癖で見抜くのが一般的なだけに、それすら出来ないとなると本当にお手上げだと思う。

「それに……そうだな。例えば。門次郎先輩は、初めて私と会った時にどんな会話したのか覚えているかい？」

「え？　久宝と会った時か、えーと……」

　図書委員会で初めて会った時。凛りんとした可愛かわいい子がいるな、と思ったものだった。

　だから久宝との会話なら覚えていると思うのだが……。

「確か、竹刀についての話だよな」

「その通り。先輩は私の隣の席になった時、竹刀の袋をどこに置くか一緒に悩んでくれたんだよ。あの時、この人はいい人だな、と思ったものさ」

　そう、久宝が委員会室に竹刀を持ち込んだので、床に置くのは忍びないと思ったから一緒にどこに置けるか探したんだった。結果的に棚の上に落ち着いたのだが、あの時のことを久く宝ほうは覚えていてくれたらしい。

「さて。そんな私にかけた一言目は覚えているかい？」

「え？　えーと……」

　よう、とか。こんにちは、とか。普通に挨あい拶さつから……じゃなかったのだろうか？

「私は覚えているよ。ビックリしたからね」

　ビックリするような言葉で話しかけたのか、俺は。そうなると、単なる挨拶ではないような気がしてきた。

「私はよく覚えているんだけど、門もん次じ郎ろう先輩にしてみるとそんなに印象的な出来事ではなかったということのようだね……」

「い、いや、ちょっと待ってくれ、すぐに思い出すから……！」

　久宝が珍しく寂しそうな顔をするなんて、そんなにこいつにとっては重要なイベントだったということなのか。

　しかし、どうしてもビックリさせるような言葉で話しかけたなんて記憶がない。

「ふふっ」

　と、よく見れば久宝も……他のみんなも微笑ほほえんでいた。

「ん？」

「いやあ、すまないね門次郎先輩。そんなに思い悩むほど特別な言葉だったわけじゃない。えーと、確か……先輩は私を見て『こんにちは。竹刀大変そうだな？　あの棚を借りようか』だったはずだよ」

「挨拶から入ってたんだな……」

　記憶ではなく推測だったが、なんだかホッとする。

「だが、門次郎先輩はちゃんと思い出せなかっただろう？　もしかしたら挨拶から入っていなかったかもしれない、そう考えたはずだ。つまり、それくらい記憶なんてものは曖あい昧まいで、不確かなものということだよ」

「ああ──だから『当人たちしか知らない情報』というのは、記憶が絶対である証拠でもない限り難しいってことか」

　例えば音声レコーダーとか、動画とか。それも編集されていないものという前提だ。

　都合良くそんなものをずっと動かしているはずもない以上、記憶確認をするというのは難しい。よく『言った言わない』で喧けん嘩かになることもあるようだが、お互い記憶なんて曖昧なものに頼るからそうなるのだろう。

「私や門次郎先輩が殺しのプロであるように、人に化けるプロはその辺りの心理や記憶に関してをよく知っているはずなんだよ」

「なるほど……『伝説のナイツ』がこれを仕掛けたとしたら、見抜くことなんて出来ないってことなんだな」

「まあ、そうなるね。なんとかうっかりケアレスミスをしてくれればいいのだけど……伝説になるほどの人物のそれを期待するのは難しいだろうしね」

　こう話している久く宝ほうが既に……という可能性だってあるのか。そして、当人もそれに気付いていない、もしくは疑っているけれど確信が持てないのかもしれない。

　周囲を見回すと、先輩が不安そうに胸の前で手を組んでいた。

　このままだと全員、自分すら怪しいという思考の迷路に迷ってしまう。

　だから、とりあえず……まずは簡単に考えてみよう。

　椎しい名な町まち先輩の場合。先輩は狙ねらわれる立場だから白でいい気がする。

　これで先輩が既に入れ替わっていた、とかだったら俺たちを閉じ込めている上に自分もそこにいる理由が解わからない。むしろ先輩と入れ替わったのなら、その先輩をどこかに隔離して自分もいなくなれば余計な犯人探しをされる可能性はなくなるはずだ。

　藤ふじ里さとはグレーだな。一度そっくりに化けられたこともあるし、その時は藤里の異能っぽいものを相手も見せていたらしいし。後から合流した二人のうちの一人でもあり、久宝とも四六時中一緒にいるわけでもないようなので、いつの間にか入れ替わっていたとしてもおかしくない。

　同様の理由で久宝もグレー。後から合流した二人のもう一人だし、色々説明してくれたとはいえこいつはプロだ。自分の心と行動を切り離すことが出来るのはとっくに経験済みである。そんな久宝に化けたのであれば、ここで疑心暗鬼を煽あおったり、その能力の説明をしたりするのは当然の行動だろう。

　続いて、愛あい和かは俺が家から連れてきて、ほとんど目を離さないままだった。家にいる前から入れ替わられていたら解らないが、今日が急きゆう遽きよお泊り会になったのはつい夕方のことだし、愛和は俺が電話で教えるまでそれを知らなかった。そんな状態の妹と、事前に入れ替わるというのはギャンブル性が高過ぎるはずだ。だから白だと思う。

　そして識しきは。

「………………」

　思い悩むようにずっと俯うつむいて考え込んでいる。その姿はいつもの頼りになる識そのものだ。だが、こいつはいつだって何を考えているかは解らない。デートの時から先輩と一緒にいたはずだが、先輩が気付かない内に入れ替わったということもあるかもしれない。

　だが、どうしても俺は識を疑うことが出来なかった。

　今まで何度も助けられたから、というのもある。

　だけどそれ以上に、この識が……という感情的な理由が大きい気がした。

　冷静ではない上に論理的でもないが、この直感は信じたい気分になっている。

「さて、どうするんだい門もん次じ郎ろう先輩？」

　久宝が俺に尋ねると、みんなの視線が集まった。

　怪しいのは藤里と久宝だ。そして、二人とも自分たちが一番怪しいというのはとっくに解わかっているのだろう。

　とはいえ、もし久宝の言っていたように『今の自分でも気付いていない』という場合、もしも運良くここで犯人を見つけたとしても、その人物にとっては身に覚えのないことなのだ。自白も取れない以上、確信することは出来ない。

　何より、結果的に偽りであったとしても『今』の心は傷付いてしまう。

　──『今』の心を大事にしている俺には、ないがしろにすることなんて出来なかった。

「本当はこのまま何もせず、何も起きないのを祈りたい」

　正直な気持ちからまず語る。

「だけど、実際に異常が発生していて、その犯人と想定している人物と藤ふじ里さとや久く宝ほうは出会っている。それに、夜よる顔がおからも警戒するよう電話がかかってきた。もしかしたら別の相手かもしれないが、ここは最悪を想定して『伝説のナイツ』であるとして話を進めよう」

　俺の言葉に、みんながこくんと頷うなずく。

　俺はメガネを一度だけくいっと上げて、更に思考を整理した。

「この中に、既に『伝説のナイツ』が紛れ込んでいる場合。現段階では無駄かもしれないが、一応『それぞれ本物かどうか』を確認してみた方がいいだろう。例えば俺と愛あい和か、椎しい名な町まち先輩と識しき、藤里と久宝。この組み合わせで、お互いの『過去』でなければ知らないことをそれぞれ確認し合う。そこに少しでも違和感が出たら正直に報告し合う。ひとまずそれを実行してみてからでいいんじゃないかと」

「ん……そうですね。何もしないよりも頑張って前に進むのが大事ですものね」

　先輩も、複雑そうな顔をしていた。

　きっと、この中に敵がいると思いたくないのだろう。

　それは俺も全く同じ気持ちだったので、しっかりと頷く。

「と、いうわけで。ええと……」

　さて、それぞれ別れるのは良しとして。

　問題はこの部屋から出て話をするか、それともこの部屋の中で話すか、だ。

　各自で過去の確認をするということは、聞かれたくない話もあるはずだし。

「わたしと那な岐ぎちゃんは別に聞かれてもいいよ？」

　最も秘密が多そうな藤里が真っ先に告げる。

　久宝の方はそんな自分の主を見て「やれやれ」という顔をしていた。

「自分も問題ありません。赤裸々に門もん次じ郎ろうに性癖の吐露をします」

「えええっ!?　そ、そんなこと尋ねませんよっ!?」

「自分は香かぐ夜やの性癖を尋ねますので」

「なんで知ってるんですか識さん!?」

　なるほど。あちらはとても聴き応ごたえのある会話なようだ。

「兄さんも話して問題あることありませんよね？　性癖とか」

「愛和、それをお前が知ってるのはなんでなんだ」

「妹の特権です」

　得意げに告げる愛あい和かの言葉に嫌な予感がする。愛和なら確かに俺の好みや性癖もなんでも知ってそうだ。

　──この際、俺のあれそれがバレるのは仕方ない。背に腹は代えられない。

　それに、耳を澄ませば他ほかの人たちの秘密的な話も聞けるというのは興味がある。良くないことであると知っていても知りたくなる、それが人の心というものだ。

「よし。じゃあせめて、俺と愛和はキッチンで話すことにしよう」

「わたしたちはお風ふ呂ろに入ろうか、那な岐ぎちゃん？」

「ああ、そういう──なるほど。もう観念したよ」

　藤ふじ里さとと久く宝ほうがお風呂だと。

　それはそれで大変興味深いな。

「自分と香かぐ夜やは部屋の隅にいます」

「そうですね。お風呂は昨日一緒に入りましたもんね」

　……なんだと。

　先輩と識しきが一緒にお風呂とか。

　──いかん、想像しそうになってしまった。

「ちなみに兄さんは女性がお風呂に入ると興奮するんですよね？」

「うぐっ、そ、それは性癖の確認か愛和？」

「はい。答えられないと偽物になってしまいますよ、兄さん？」

「ぐむむっ……こう……ある日を境に、お風呂に女子と一緒に入るというシチュエーションが……好みになりました……」

　なんだろう、この敗北感。

　わざわざまだみんながいる前で暴露しなければいけないというのがなんだか悔しい。

「その『悔しい』という気持ちも大事にして下さいね、兄さん」

　そして得意げに胸を張っている愛和。なるほど、今のも精神教育の一環なのか。

　でも、先輩は顔を赤くしているし、識は何な故ぜか白衣を脱ごうとしているし、藤里と久宝は妙に照れたような顔になっている。

「今覗のぞきたいとか一緒に入りたいとかじゃないからな！」

　慌てて否定しておくと。

「まあ、うん……モンジローくんも男の子だもんね……」

「門もん次じ郎ろう先輩、入浴にあまり夢を見られると女子としては困るのだけど……」

　全く聞いてくれない二人。

「ふふっ。それでは移動しましょうか」

　してやったり、という顔の愛和が最終的に仕切ることで区切りとなり、俺たちはそれぞれの場所に向かった。








■　　　■　　　■　　　■　　　■









　キッチンからは、流石さすがにお風ふ呂ろの声は聞き取れないようだ。

　その代わり、ちょっと耳を澄ますと識しきが椎しい名な町まち先輩に尋ねている内容が聞こえる。

　良くないことだとは知りつつも、ついついそちらに耳を傾けてしまった。




「入浴時、洗体の際、最初に洗うのはどこですか」

「えっと……左肩、でしょうか？」

「それは自分が自信を所持している身しん体たいの部位、との心理ゲームです」

「心理ゲームされてましたっ」

「香かぐ夜やは無意識のうちに左肩に自信を抱いています。おそらく──左パンチにより敵を討伐する、という意志の表れかと」

「いえいえ、そんな、身体能力にそんなに自信ありませんよっ」

「だとすると左肩ではなく──ハッ。さては左胸のことですね。近いですし」

「えええっ!?」

「つまり香夜は左胸、いやさ。胸に自信があると判明しました。くっ……」

「どうしてそこで悔しそうな顔なんですかっ」

「持つ者に持たざる者の心理など到底理解不能でしょう……」

「な、なんだか罪悪感が……」

「ちなみに門もん次じ郎ろう。自分も胸から洗体するので、共に入浴する際はどうぞ」

「どうぞ、じゃありません!?　え、次じ郎ろう君聞いてるんですか!?」

「そりゃあ、香夜がこんなに大声でツッコミしていればいくらでも聞こえるでしょう」

「ひぁぁぁっ、じ、次郎君、なるべく、聞かないで下さいねっ」

「昨晩、香夜の身体を目測した結果、また胸囲が増加しており、その数値は……」

「わーっ！　わーっ！　わーっ！」




　………………。

　うん、もう聞くのやめておこう。

　というか識、聞こえているからって先輩のそういう情報流さないようにな。

　でもグッジョブだ。

　無事にこの状況を抜け出したらアイスでも奢おごらせてくれ。

「兄さん、盗み聞きは良くありませんよ」

　そして露骨に聞き耳を立てていた俺を窘たしなめる妹がすぐそばにいた。

「すまない愛あい和か。あれはわざとやっているものだから、むしろ盗まされ聞きだと思う」

「まあ、確実に遊んでますよね、識しきさん」

　耳が良くなくても聞こえる声でやっているからか、愛あい和かにも普通に聞こえていたようだ。これじゃあ場所を離した意味がないだろうに。

「それにしても面白いですね、識さんって」

「ん、まあ面白いヤツなのは確かだな」

「どんな時でも、兄さんを優先して思考している節があります」

「……そうか？」

「椎しい名な町まち先輩も、兄さんを心から頼っている節がありますね」

「……そうなのか」

「識さんは怪しいと思っていましたが、その可能性は低くなったようです」

　愛和はクールにそんな予想を立てていたのか。俺が感情の部分で疑えなかったことを、愛和はやってくれていたようで安心する。

「参考までに、どうして識が怪しいと思っていたんだ？」

「まず、今回の『雪景色事件』を発生させた人物が椎名町先輩を狙ねらっていた場合。その近しい人物と入れ替わった方がコトを成し易やすいはずです。兄さんに化けるのも効果的ですが、兄さんは『死ねば生き返る』という特徴があるので、疑わしい場合は殺害してしまえばどうとでもなる、という点から犯人じゃないと考えることが出来ます」

　妹にあっさり『殺害してしまえばいい』みたいに言われてショックを受ける俺。

　だが、愛和のこのクールな考察力には助けられている。いつだって、俺のことを一番に心配してくれるのは愛和だからだ。

「だが、藤ふじ里さとの情報によると『もしかしたら異能もコピー出来るのかも』っていうのがあったはずだろ」

　藤里が右手に『妖よう魔ま異い能のうライジュウ』を使用していた際、相手の手にも似たような雷が走っていたと聞いた。可能性でしかないが『伝説のナイツ』は化けた相手の異能すら使えると考えてもいい。

「その場合でもです。殺害して、生き返った時、兄さんの体は『全すべて元の通り』に戻ると聞いています。であれば、犯人は犯人の体で生き返る……という可能性も考慮するのではないでしょうか」

　自分が生き返る過程は詳しく知らないが、先輩の話では死んだ後の体は『全て元通り』だったはずだ。大きな怪け我がも、病気も、全てきちんと治るらしい。

　化けた状態で死んだ時、もし異能の力で『完全に元の状態に生き返る』としたら、確かに俺に化けたままの状態をそのまま維持して生き返るかどうか不明。そして、確信でもない限りはそんな危ない橋を渡る必要はない。なんせ、俺以外の人は死んだらおしまいなのだ。実験してみることも出来ないだろう。

「以上のことから、兄さんは白かと。念の為ため後で死んで差し上げれば、皆さんも納得すると思いますよ」

「なんか凄すごいことを言われているな、俺」

　妹の口から『死んであげればいい』とか言われるとやっぱりショックだった。

　だが、自分でも自分を疑っていたが、どうやら身の証あかしを立てる方法があるというのは安心出来た。いざという時は死んで見せるとしよう。いざという時が来ないことを祈るばかりだが、こればかりは仕方ない。

「続いて、識しきさんの場合。入れ替わるタイミングはあったと思います」

「そうなのか？　一応ずっと先輩と一緒にいたはずだが……」

「兄さんが私を迎えに帰宅した際。識さんも着替えを取りに自室に向かったはずです。学校に大掛かりな仕掛けを施していた犯人ですから、識さんを待ち構えて入れ替わる時間くらいあったかもしれません」

　確かに。お泊り会の時、女子は色々準備が必要だと聞く。

　識がしょっちゅう先輩の部屋に通っているからといって、何も準備しないというわけにはいかないだろう。それこそ、入浴したら替えの下着だって必要だろうし。

　──だからまずは想像してみる。

　学校に戻ってきた先輩と識。

　識は自室であるパソコンルームの管理室に向かう途中、噂うわさの『伝説のナイツ』と遭遇。

　そして……倒されてしまい、入れ替わられる。

　倒れて動かなくなった識、そして識の姿を乗っ取ったかのように全く同じ姿に変身した『伝説のナイツ』が、椎しい名な町まち先輩のいる時計塔に向かう……。

　そんな姿を想像するだけで背筋にざわざわとしたものが走った。

　そうであった場合、本当の識は一体どうなってしまっているのだろう。

　少なくとも俺たちに、先にバレるわけにはいかない。だとすればどこかに隠すのが一番だ。そして、無抵抗で隠すには……識を殺した方が……。

　そこまで考えた途端、胸が痛くなって息苦しくなり、目眩めまいに襲われる。

「兄さん、落ち着いて下さい」

　ぎゅっ。

　すぐに愛あい和かが俺の手を強く握ってくれたおかげで、悪い方に向かいそうになっていた意識が引き戻された。

「あ、ああ……すまない愛和」

「いえ。兄さんのことは私が一番良く知っていますから」

　こうして手を握って貰もらうだけで、波立ちそうになっていた心が落ち着く。

　それは愛和にカウンセリングと教育を受けている時、何度もやって貰った行為だ。

　──こうすれば波立った俺の感情を収めることが出来ると知っている、ということは。愛和は本物だ、と確認出来た。

　そんな安心も同時に貰えたことにより、なんとか気持ちが落ち着く。

「識さんのことになるとすぐ冷静ではなくなりますね」

「むっ……そうなのだろうか」

　割と先輩のことでも冷静でなくなる自信はあるんだけどな。

　だが、実際に取り乱していたのだから強く反論も出来ない。

「まあ、うん。すまん、もう大丈夫だ。続けてくれ」

　とりあえず『今の識しき』には可能性がある。

　そういう事実だけを受け止めることにした。

「はい。それでは続けます。……識さんは先ほど、兄さんを連れ出そうとしました。二人きりの場所に。この際に、兄さんが殺害されて……椎しい名な町まち先輩がそれを知らないまま過ごすとしたら、どうなりますか？」

「俺は先輩に生き返らせて貰もらわないと生き返れない……ってことは。先輩を守るナイツがその場にもういなくなるってことか」

　識は既に偽物になっていると仮定した場合。

　俺をそこで仕留めてしまえば、椎名町先輩のナイツがいなくなる。

　もしも識の技をとっくに学んでいるのだとすれば、この部屋には識の斬ざん糸しが仕掛けられている可能性も高い。そうであれば、藤ふじ里さとや久く宝ほうだってかなりの苦戦を強いられるはず。

　それが識のままならばなんとかなるかもしれないが、相手が『伝説のナイツ』だった場合はその限りではない。むしろ、久宝は遭遇時に太刀打ち出来なかったとも告げていたので、負けてしまう可能性は高いと言える。

「……本当だ。今の識が偽物だと考えれば……」

「全すべてに納得出来てしまうということです」

　俺はキッチンから、そっと顔を出してみる。




「いいですか香かぐ夜や。男性は胸部、臀でん部ぶ、顔面、この辺りを注視します」

「そ、そうなのですね」

「ぶっちゃけ大だい腿たい部、脚部などは二の次です。入念な手入れの際は胸部、臀部、顔面をとことん気遣うべきです」

「な、なるほど……そうなのですね……」




　……なんの話になっているんだ。

　その光景はあまりにいつもの姿だったせいで、俺の中に芽生えた疑いが消えていく。

　当然のように椎名町先輩にエロスなレクチャーをしている人物が、識じゃないっていうのはどうしても考えづらい。状況的に怪しいのは確かなのだが、態度を見ていると識じゃなきゃああいうことは出来ないようにも思える。

「理屈上怪しいというだけですけどね。私も、今の識さんが偽物だったら、犯人はかなりのお茶目だと思ってしまいます」

「だよなあ……」

　俺の殺害に失敗したから時期を見ている……にしては、あまりにいつも通りの識しきだった。出来ればこのままずっとあいつはあいつだと信じていたい。

　それなら、敵と戦って傷付いたりした識はいなくなるのだから。

「推測に推測を重ねても、結局は犯人は判明しないんでしょうね」

「ああ……やっぱりそうなんだな」

「はい。いわゆる『人狼ゲーム』と同じですから。この中にもしも狼おおかみがいた場合、全すべての生殺与奪の権はその人物が握っています。そして、私たちは狼が次に何をするかで推測していくしかないんです」

　愛あい和かは目を閉じて緩く首を振った。

　そのゲームならば俺も知っている。言動に気を付けていれば、村人の中に紛れ込んだ人ひと喰くい狼を見つけることも出来るが、狼がボロを出さなかった場合は……犠牲が出ることで情報を絞っていくしかないからだ。

　つまり、何かが起きるまで正体を掴つかむ情報は手に入らない。

　だが、現状はゲームではない。最終的に俺たちの誰だれかが生き残ればいい、というものでもないはずだ。

　全員無事になんとかする。

　そうでなければいけないんだ。

「愛和。お前は必ず守るからな」

　まずはその誓いを口にすることで、自分の意識を高めた。

「え、あ……は、はい……」

　途端に愛和は照れたのか、頬ほおを染める。

「……えっと。私のことは、宜よろしくお願いしますね、兄さん」

「ああ。思考とか考察は、ちょっと任せるな」

　ぽんっ、とその頭を撫なでると愛和はくすぐったそうに身をすくめて。

「はい。……兄さんの役に立てるの、ちょっと嬉うれしいです」

　と、吐息交じりに言ってくれる。そんな仕草にちょっと照れた俺は、照れ隠しも兼ねて言葉を続けた。

「まあ、うん。愛和はほどほどに頑張ってくれよ。愛和が気合を入れると、とにかくスパルタになったりするからな」

「そんなことありません。兄さんだから……身内だから、ですからね、あれは」

　ちょっと唇を尖とがらせて、でも嬉しそうに目を細める愛和。




「でも、はい。宜しくお願いしますね、兄さん」




　──ドクン。

　その台詞せりふを聞いて、俺の中で何かが反応した。

　だけど、それが何なのか解わからないまま──形を得ることなく、心の中からそれは消えていってしまう。

「どうかしましたか？」

「あ、ああ、いや、なんでもない」

　慌てて否定したものの、さっきの違和感に関して俺は不思議な気持ちを抱いていた。

　その台詞せりふは、なんとなく──どこか違う場所で聞いたような。




　そんな、デジャヴにも似た謎なぞの感覚に襲われていたのだった。









　　　　【第二話・後編】Second Story*Latter Part　本物リアルと偽物フエイク










■偽物（にせもの）：検索結果




　・本物に似せてつくったもの。

　・まがい物。

　・内実をそなえていないもの。

　・外側を模しただけのもの。




　・本物に似ているが決定的に違うもの。










　それぞれが話し合った結果、結論として怪しい人物はいなかった。

　まあ、聞けば藤ふじ里さとと久く宝ほうはお風ふ呂ろでイチャイチャしていたらしいし、識しきは先輩のあれそれを赤裸々にしただけだったらしい。

　こんな方法で怪しい人物が判明するはずもないな。むしろ、リラックスして落ち着く時間になったのかもしれないので、無駄ではなかったようだが。

「現状で一番の驚きよう愕がく的事実は、門もん次じ郎ろうがまだ生存しているということです」

「人を死んで当然みたいに言わないでくれ」

　事件に巻き込まれて死んだのは、先輩と一緒に殺された時と夕ゆう顔がおちゃんに殺された時くらいのはずだ。死亡回数はもうちょっと増えるが、事件早々死亡……というのはその二回だけのはずである。

「二度あることは三度あります」

「嫌な予感がすることは確かだけどな……」

「でも、モンジローくんが死ななかったら何も起きないってことかもしれないよ？」

　藤里は前向きに言ってくれた。湯上がりのほっこり上気した頬ほおと、薄地のパジャマ姿がなんとも愛らしい。隣にいる久宝はパジャマ代わりにＴシャツに短パンと、相変わらずの様子だった。そういえば結局、先輩が貸したパジャマを着た久宝というのは見たことがないな、と思いだしつつ。

「このまま兄さんを守っていれば案外無事に終わったりするかもしれませんね」

　愛あい和かの冗談めかした言葉に、みんなも小さく笑っていた。

　──今の所、ではあるが。穏やかな時間が過ぎている。

　だが、窓の外は大雪であり、今もどんどん降り積もっている。

　タイムリミットがあるのだとすれば、いつまで大丈夫なのだろうか。

　もしかしたらもう次の瞬間には取り返しのつかないことが起きるかもしれないのだ。そう考えれば、のんびりしているだけではいられない。

「ところで、お風呂で考えたんだけどね？」

　藤里が小さく手を挙げて発言する。

「もしかして、この状態が既に目的達成済みっていうのはどうかな？」

「ん？　どういうことだ？」

「えーと。この中に『伝説のナイツ』さんがいるんじゃなくて。彼女はこれで目的を達成しましたー！　っていうのはどうかな、と」

　この中にいないというのは安心要素だが、目的達成ってのはどういうことだろう？

「今の状況って、椎しい名な町まち先輩もわたしたちも時計塔に閉じ込められた状態でしょ？　つまり、『香かぐ夜やさま』っていうロードも『ロードキラー』っていうロードであるわたしも、どっちもこの時計塔から出られないの」

「ふむ」

「この雪景色が『元の世界』にはない景色だとしたら、わたしたちはもう別の次元に閉じ込められて──二度と出られない、とかだったらどうかな？　って」

「あ……それなら確かに『危険日』ではなくても、ロードを倒すことが出来ますっ」

　椎しい名な町まち先輩が驚いたように口に手を当てていた。

　そうか。

　今のここには、そのロードを助けようと考えるであろうナイツも揃そろっている。

　外に出られないロードとナイツ。

　それはつまり、別の次元とやらに封印されてしまった状態、ということになるのか。

　そしてロードが死亡したわけではないから、彼女らの物語的には『危険日』ではない。例え何年、何十年過ぎたとしても『危険日』が訪れない以上は彼女らは死ぬことはない。

　だが……ナイツは人間だから死亡してしまう。

　それに今は、ロードでもナイツでもない愛あい和かすらここにいる。

　慌てて愛和を見ると、怖がっている様子はなく……むしろ考え込んでいた。そのまま考えをまとめるように、その思考を口にし始める。

「藤ふじ里さとさんの意見は、とても納得しました。『伝説のナイツ』とやらが犯人だった場合、『ロードを危険日でなくても倒せる』という言葉通りの状況になっているのも確かだと思いますし。中にいる私たちが疑心暗鬼になっている隙すきに、結界や異空間構成をより強固にしていけば、おいそれと外に出ることは出来なくなりますものね」

「でしょ？」

　藤里の意見を冷静に考えて、納得して、理解する。

　……真剣な横顔を見て、こんなに愛和は強かったのかと感心した。

　もっと普通の女の子だと思っていた自分がいる。確かに俺も愛和も殺し屋の家系という裏社会的な家に生まれたが、愛和は小さい頃ころ一般人である祖父の元に引き取られたはずだ。こういう業界には疎くて当然のはずである。

「どうかしましたか兄さん？　私の顔をじっと見て」

「あ、いや……」

「門もん次じ郎ろうは妹萌もえですから仕方ないかと」

　識しきが横から余計なことを言う。

「兄さんが妹好きなのはとっくに知っています。今の視線は『愛和はやっぱり可愛いよなあ～』といういつもの視線ではなかったものですから」

「そんなことまで見抜かれていたのか」

「兄さんのことですから」

　あっさりと頷うなずかれると流石さすがに驚きを禁じ得ない。

　だが、そこまでバレているならばもう素直に語るとしよう。

「えーと……こんな状況なのに落ち着いているなー、と思ってな……」

「勿もち論ろん、落ち着いてなんていませんよ。こうしている今も、嫌な予想を立てては不安で胸が痛くなってしまっています。このままここに閉じ込められたら、一般人である私が最初に死んでしまうんだろうな、とか。もしも犯人がいたら、兄さんをなんとかするのに邪魔な私が真っ先に殺されてしまうんだろうな、とか」

　……そうか。

　愛あい和かは確かに、頭がいい。ＩＱとやらは優に百八十はあるとかいう話だ。当然、そんな数値で知力を示すものではないが、いつも接していれば解わかるように察しの良さや思考の応用力が飛び抜けているのも確かだ。

　だから、もしかしたら俺たち以上に先のことを予想したりして怖がっているのかもしれない。未来に訪れる出来事に、不安を抱いているのかもしれない。

　だけど、頭が良くて気を遣う少女だから、自分が取り乱したり困っていたりすると俺たちも弱ってしまうことを知っているのだ。

　ならば、自分は毅き然ぜんと気高くいよう。例え怖くて不安で立っていられないほどだったとしても、誰だれにも迷惑をかけないようにしよう。

　そんな強い意志とプライドでなんとか頑張っている。

　それが俺の妹、桜さくら田だ門もん愛和だった。

「すまん。ちゃんと俺が守るからな、愛和」

「はい。それも信じているから、強くなれるんですよ」

　静かな微笑ほほえみを見ると、やる気が増してきた。

　よし。

　改めてみんなの前で気合を入れ直す。

「結局、俺たち同士で疑ってもあんまり意味がないことが解った。だから、どちらにせよこの雪景色の空間から抜け出すことを考えてみないか？」

　俺が提案すると、みんなはコクッと頷うなずいてくれた。

　藤ふじ里さとの意見はあくまで予想でしかない。

　だが、俺たちの中に『伝説のナイツ』がいようといまいと、結局外に出た方がいいに決まっているのだ。今のまま何か起きるのを待つよりは、率先して行動を起こす。

　それが最善であると俺は考えた。

「藤里、もしくは識しき。この手の異空間みたいなものを解除する方法って、どんなものがあるんだ？　知ってたら教えて欲しいんだが」

「んー、そうだね……」

　藤里は過去の記憶を掘り起こすみたいに、人差し指を顎あごに当てて上を向いた。

　先に識がぽつぽつと語ってくれる。

「自分は術式起動の紋様や道具を用いる方法しか存じません。そして、先ほど階段にも図書準備室にも存在していなかったのは、三人で確認した通りです」

　そうだった。そもそも『そういう仕掛けをされるかもしれない』という理由で識はそれを俺たちと共に探したんだ。

　識しきがこの方法しか知らないとなると、後は藤ふじ里さとの記憶に頼るしかない。

「そうだなあ……主が似たような状況から抜け出した時は、結界に綻ほころびがあったよ」

　そんな藤里を補佐するように久く宝ほうが説明する。

「あっ！　あったねー。宇宙空間みたいな場所なのに、着地する地面があるから『無限に続くはずの異空間なのになんで地面があるんだろ？』って時だよね」

「うん。主はそのままその『地面』を歩いて認識したらしいね。『この空間は構成がおかしい。間違っている』って」

「そうそう。ああいうのって術式だから、そういう『ミス』を内側から『理解』するだけで、どんどん壊れていっちゃうんだよね。術式なんて精神的なものだから」

　何やら難しい話を始めている二人がいた。

　というか流石さすがは『ロードキラー』と呼ばれるロードである藤里。

　結構な修羅場や鉄火場を潜くぐり抜けているらしい。

「なるほど。空間構成の綻びを理論展開で崩壊、ですか」

　識がその経験を聞いて感心している。

「そ。わたしたちロードは物語に縛られているからね。理論とか整合性にはうるさいの」

　……うむ。うん。そうか。えーと……。

　つまり、どういうことなんだろう。

「兄さんつまり、閉じ込められた中から脱出するには、その空間の中でおかしい所を探せばいい、という方法もあるってことですよ」

　俺よりも理解してくれていた愛あい和かが簡単に説明してくれた。

　おかげでなんとなく把握する。

「つまり『なんか変なトコ』を探せばいいんだな」

「その通りです」

　よし、ようやく理解が追いついた。よく出来た妹を持つとこういう時に助かるな。

「だけど、この『夏なのに雪が降ってる』っていう状況が既におかしくないか？」

「この場合『閉じ込める為ために雪で包んでいる』みたいなものだから、むしろ『雪が降っているはずなのにおかしいな？』というトコを探せばいいんだよ、モンジローくん」

　えーと。つまり、藤里は以前『宇宙空間なのに地面があるなんておかしいな？』と思ったから、それを逆手にとって脱出出来たということだ。

　となると、雪が降り積もった場所なのにおかしいということは……。

「あっ！」

　先輩がぽむっと手を叩たたいた。

「何か思いつきましたか、先輩？」

「私たちの服装です、次じ郎ろう君っ」

　ん？　と俺はまず先輩の服を見た。

　肩と鎖骨の見える愛らしい私服。そして膝ひざが見える程度のスカートの長さ。

「……夏服、ですか」

「そうですそうですっ。外はとっても雪景色なのに、時計塔の中は真夏のままっておかしくないですか？　部屋の気温って、外気の影響を受けるでしょう？」

　そういえばそうだ。さっき識しきや愛あい和かと扉を開けた時は寒い空気が流れて来たが、図書準備室も先輩の部屋も相変わらずの暑さである。

「なるほど、綻ほころびは既にこの中ということか」

「椎しい名な町まち先輩の部屋の結界があるってことは、その内側まで異空間で侵食出来ないってことだもんね。なるほどなー」

　久く宝ほうと藤ふじ里さとも納得している以上『ここが綻びである』というのは確かなようだ。

「しかし、どうやってその綻びを突けばいいんだ？」

「うーん、これは単純に『外に出る』とかじゃないかな？」

「さっき扉なら開けてみたぞ？」

「でも外には出てないんでしょ？」

　言われてみればその通りだった。

「確かにな……凄すごい雪が積もってて扉が開きづらくなってて。しかも吹雪が中に入ってきたから、慌てて頑張って扉を閉じたんだ」

「それこそが心理的な罠わななのかもしれないよ、門もん次じ郎ろう先輩。扉が開きづらい、開いたら猛吹雪、そして風のせいで扉が閉じづらい……こういう条件が揃そろったら、なんとか扉を閉じておきたいと人は思うはずだ」

　確かに、あの時はもう『頑張って閉じること』しか考えていなかった。

　それがいわゆる心理トリックというものだとしたら、まんまと乗せられたことになる。

「ふーむ……」

「とはいえ、あくまでわたしと那な岐ぎちゃんの予想だけどね。もっと別の方法もあるかもしれないし、むしろ頑張って出ようとすることが敵の狙ねらいかもしれないもの」

「もっと言えば主がやっぱり偽物で、私たちを罠に嵌はめる為ために誘導しているという考え方だってある。疑い始めたらどんなことでも悪い方向になるということさ」

　藤里の予想も久宝の忠告も全くその通りだった。やっぱり、という辺りに主であろうが躊躇ためらいもなく疑っている節が見えて、久宝のドライさを再確認しつつ。

「うーん……」

「………………」

　先輩はすっかり考え込んでしまっているし、隣にいる識も黙り込んでいる。

　疑い始めれば全すべてが疑わしくなる。

　今日は良く聞く言葉だが『可能性』で考えればどんなこともありうるのだ。

　そんな時は──。

「じゃあ、みんなはここにいてくれ。俺が行って確かめてみる」

　他ほかのみんなは『一回死んだらお終しまい』という当たり前であるのに対して、俺は『死んでも大丈夫』という利点がある。

　罠わなかどうか解わからない場合、俺という存在は捨て駒ごまに使うのに最も適しているのだ。

「はい。自分も同行したいと要求します」

　だと言うのに、識しきは真まっ直すぐに挙手してくれた。

「識？」

「門もん次じ郎ろうの死亡は事件の悪化推進を招きます。自分はいくら最適とはいえ、門次郎にこれ以上……死亡して欲しくありません」

　……思わず感動してしまった。

　出会いたての頃ころは俺をどう殺そうか色々考えていた識が。

　今は俺に死んで欲しくないなんて。

「うん。私も次じ郎ろう君に死んで欲しくありません」

　先輩も挙手してくれて、俺は更に感動した。

　胸の奥に何かが詰まるような感触。この熱さが感動であり、同時に涙るい腺せんを刺激した。

「も、勿もち論ろん私だって兄さんには死んで欲しくありませんっ」

　それに対抗するみたいに愛あい和かが慌てて手を挙げる。

　そんな姿を見た藤ふじ里さとと久く宝ほうは柔らかく微笑ほほえんだ。

「なるほどねー。うん、わたしもモンジローくんには死んで欲しくないかな？　今は」

「前は容赦なく殺させたからね、君は」

　この二人には前科があるせいで『死なせたくない』と言われてもにわかには信じられないのも確かだったりするが。それでも今は俺のことを『死んで欲しくない』と思ってくれているなら、嬉うれしい。

「この場の主人である椎しい名な町まち先輩がそのつもりなら、わたしたちも乗っかるしかないもんね。このままここに残されても意味ないし」

「ああ、その通りだね。と、いうわけで私と主はまた私服に着替えて来るよ」

　あっさりと、藤里と久宝も来てくれることになっていた。

　当初は一人で行こうと思っていただけに、この状況は嬉しい半面不安にもなる。

「い、いや、そりゃ嬉しいけど、みんな」

　感動しているのは隠せない。目がうるうるしているし、鼻がツンとする。

　だが、効率で考えれば、俺が死ぬにせよ生きるにせよ、単独で向かわせて結果を見るのが一番のはずだ。敵が出てきてもある程度戦えて、しかも不死身。こんな体を上う手まく使わない手はないはずなのだから。

「次郎君っ」

　しかし、先輩がちょっと叱しかるような声で俺を呼ぶ。

「は、はいっ」

「次郎君を生き返らせるの、ちょっぴり恥ずかしいんですからね。ですから、ちゃんと自分の体も守って下さい」

「あ……すみません、頑張ります」

　毎回、先輩の膝ひざ枕まくらで目が覚めるというのは自分としては嬉うれしいことなのだが。

　そういえば、俺がどうやったら生き返るのか、というのは知らないままだ。というより、教えてくれないままなのだ。

　俺の中では『先輩のキス』説が有力だが、それを確かめる術すべもない。

「……門もん次じ郎ろう」

　そして識しきが近寄って来る。

「驚いたよ。お前、俺をあんなに殺したがってたのに」

「現在でも様々な殺害実験の希望はあります」

　やっぱりあったのか。いまいち識に心を許せないのはこの辺りかもしれない。

「ですが、それは自分がする場合です。他者の手に渡るくらいならば自分が抹殺します」

「物もの凄すごく病んだ台詞せりふだな、それ」

「俗にヤンデレと呼称される美少女が自分です」

　自分で言うものなのか、それ。しかも美少女って。

　まあ美しいのは確かなのでそこはツッコミを入れないが。

「兄さん、私もちょっぴりヤンデレなんですよ？」

　そして妹からはまさかの告白だった。

「え？　そ、そうなのか？」

　俺の知識では、ヤンデレというのは恋人への依存度の高い女性のことで、例えば浮気しようものならば刃物で刺してくる、という思い切りのいい性格のことだったはずだ。

　思い切りはいいかもしれないが、愛あい和かの依存心が強いなんてまるで思えない。

「なので、兄さんを独り占めしたいと思う気持ちもあります。だから、付いていきますからね。逃げようとしても無駄ですよ」

　ここまで言われてしまうともう、逃げる気なんてなくなってしまう。

　自己犠牲のつもりなんてなかったが、こうして『不死身』であるにもかかわらず命の心配をしてくれるみんなのおかげで、とても心が楽になった。

　そのまま感涙しそうになったので、メガネをついっと上げてなんとか我慢する。

「着替えてきたよー」

　見れば、いつの間にか藤ふじ里さとと久く宝ほうは着替え終えていた。どうやらバスルームの方でささっと元の服装に戻ったらしい。パジャマ姿も名残惜しいので、また落ち着いた時にでも見せて貰もらうことにしよう。

「では、皆さんで図書準備室の扉まで向かいましょう」

　椎しい名な町まち先輩の言葉に従って、全員で部屋を出ることにした。

　この中にいれば確かに安全だったのかもしれない。

　だけど、状況を動かすにはこうするしかないはずだ。

　──そろそろ、中で待っているだけというのがみんなも嫌だったのだろう。

　それら全すべてが、俺たちにこの部屋を出るという決断をさせたのだ。

「まずはこの部屋のドアを開けます」

　先輩に先立って、俺がドアノブを掴つかむ。

　念の為ため久く宝ほうが前に立ち、先輩や愛あい和かは藤ふじ里さとと識しきの近くに寄って貰もらった。

　この段階で何か出て来るという可能性もある。

　俺は久宝と目配せをすると、勢い良くドアを開いた。

　その直後、久宝がドアの向こうにある階段に飛び込んでいく。

　……ややあって。

「大丈夫。階段にも、下の図書準備室にも何の気配もないよ」

　そんな報告があったので、俺たちはゆっくりとその部屋を出た。

　警戒のし過ぎかもしれないが、これくらいしないと不安に押し潰つぶされそうになる。

　気をつけるに越したことはないので、とにかく慎重に歩を進めた。

　階段で待っていた久宝と合流し、先頭には俺たちが立って、ゆっくりと階段を降りる。

　ギシギシと言うのは相変わらずだが、それくらいしか音がしない時計塔内部。

「外の音、聞こえませんね」

　そう、外は猛吹雪だというのに音が一切聞こえない。

　雪は音を吸収すると言われているが、あれだけ吹ふ雪ぶいていれば強い風の音くらい聞こえてきそうなものだ。

　なるほど、これが空間的に隔絶しているということか。

　外の状況と中の状況があまりに違い過ぎる。

「この中は真夏のままで、外だけ真冬ということなんですよね？」

　愛和が藤里に確認しているのを背中越しに聞く。

「そういうこと。だけど、この地域にこんなに雪が降るってあんまりないから、お外の雪は『作られた世界』ということなんだろうね」

「この辺だと雪が降っても、激しく積もることなんて稀まれですもんね」

　関東地方でも南に位置するこの街は、少しの雪が降ればかなりの交通機関が麻ま痺ひし、交通量が減るほどの地域だ。

「わざわざ雪の世界にしたのはどうしてでしょう？」

「んー……理屈で考えると、外に出づらくさせるっていうのはありそうだよね」

「はい。ですが、出られないほどではありません。兄さんと私と識さんは、扉を開くことが出来ましたから。閉じ込めたいだけでしたら、そもそも扉が開かないような術式を使った方が早いと思います」

「うん、そうなんだよね。だから雪景色になっちゃっているのは別の理由っていうのも考えられるかな？」

「例えば、どんな理由があるんですか？」

　その会話は俺も気になったので、視線は向けずに藤里の回答を待つ。

「心象風景。その術者──この場合は『伝説のナイツ』を想定しているけれど。その人の心の中をイメージしたものって可能性はあるよ。異空間に接続するっていうのは言うだけなら簡単だけど、実行するのは本当に大変だからね。だったら、一番身近な異世界……心の中に閉じ込めてしまう方が、少しは難易度が下がるみたい」

「心象風景……あの大雪が、ですか」

　俺が死の間際に辿たどり着く暗黒の世界も、心象風景なんだろうか。

　そして、こんな冷たくて荒れ狂っている世界を胸に抱えている人物というのは、一体どんな存在なのだろう。

「さて、到着したよ」

　そうしている内に、俺たちは全員で扉の前に辿り着いていた。

　これからこの扉を開くわけだが、さっき開けた時よりも雪が積もっているはずなので更に力が必要だろう。さっきは三人がかりだったのを思い出すと少し心配になる。

　だが、見かけによらず力持ちである久く宝ほうもいる。いざとなれば藤ふじ里さとの異能には怪力を発揮するものもある。今回は容易たやすく開いてくれると信じよう。

「念の為ため、香かぐ夜やは少々離れていて下さい」

　識しきが先輩を見上げて告げる。

「え、ですが……」

「香夜がこの扉を開くということは、外界の雪世界を内側に『招く』という形式と意味を持ちかねません。それこそが罠わな、という可能性も充分に考慮すべきかと」

「あ、なるほど。解わかりました」

　先輩がその扉から離れて、図書準備室の机の方まで下がった。

　その位置なら吹雪が入り込んで来ても大丈夫だろう。

「よし、俺が上の方を押すから久宝は下の方を頼む。愛あい和かと藤里は適当な場所を押してくれ。識はドアノブを任せた」

「了解しました」

　俺が扉に手を触れると、鉄製の扉はとてもひんやりしていた。

　外界に触れている出入り口だから、外の影響を唯一受けているということだろうか。

　本当にこのまま開けていいのか？　という不安も浮かんだが緩く首を振って打ち消す。ここまで来た以上、これが罠であっても前に進む。それがさっき俺たちが決めた結論だったはずだ。

　──だが、ひょっとして誰だれかが『こうなるように誘導した』としたら？

　そんな懸念も浮かんだ。

　この状況を提案した藤里が？　それに同意した久宝が？　俺だけを向かわせないように発言した識が……？　疑い始めればキリがない。

　いや、よそう。

　今からそれを考えたところで、どうにかなるものでもない。

　ここで扉を開くことを中断したとしても、いずれは『じゃあ他ほかにすることもないから扉を開こう』という形に落ち着くはずだ。

　だから今は迷いを断ち切って。

「かなり重いからな。いっせーの、せっ！　で力を入れて押すぞみんなっ」

　この場を仕切ることで不安をかき消そうとする。

　みんなはそれぞれ扉に手をかけて頷うなずいてくれた。

　ここまで来たら、もう開けるしかない。

　一度先輩の顔をチラッと見る。

「……次じ郎ろう君、気を付けて下さいね」

「はい、先輩」

　祈るように胸の前で手を組んでいる先輩に笑いかけると。

「それじゃあ、いくぞ！　いっせーのっ」

　ぐっ、と全員が力を込めて。

　識しきがドアノブをしっかりと握り。

「せっ!!」

　俺の気合の一言と共に、一気に五人でその扉を押し開いた。

　直後。

　入り込んできた吹雪と白銀の世界が、視界を塗り潰つぶし。

「次郎君っ、皆さん！」

　先輩の叫ぶ声を聞いたような気がしながら──。







　俺たちの視界は真っ白に包まれた。








■　　　■　　　■　　　■　　　■









　──不意に目が覚めたら、そこは学校の廊下だった。

「俺は……」

　一瞬、どうしてこんな所にいるのか考え込んだ。

　そして窓の外を見てすぐに、意識が覚かく醒せいする。

「外は雪が降っている……そうか」

　窓の外は猛吹雪。白い粉がぐるぐると舞い、風の強さでガタガタと窓が揺れている。

　慌てて身を起こすと、この場の空気はとても冷え込んでいた。

　見覚えのある廊下。教室にかかっているプレートを見れば、ここは二階にある二年生用の教室が並ぶ場所。つまり、俺のクラスの前だった。

　明かりはついていないので真っ暗だが、目はすぐに慣れた。

　そして、そこには俺しかいないというのも……判明した。

「識しき……先輩、愛あい和か……藤ふじ里さと、久く宝ほう……っ！」

　立ち上がって、さっきまで一緒に過ごしていたみんなの名前を呼んでみる。

　だが、返る声はなく……窓が揺れている音とどこからか差し込んでくる強い風の音が聞こえるのみだった。

「誰だれもいないのか？」

　扉を開けた瞬間に、俺たちは移動させられたということだろうか。

　やはり罠わなだったのかもしれない。扉を開けたことで異世界に繋つながってしまったことで、俺たちは分断されたと考えるべきだ。

　まずはスマートフォンを取り出して時間を確認してみる。

　二十四時。

　日付が丁度変わる頃ころだった。

　みんなで扉を開けたのが二十三時半くらいだったから、三十分くらい経過している。

　……この三十分に何があったのか、今の俺が知る方法はないだろう。

　少なくとも死んではいないのは確かだが……。

　なんとかあの時の状況を思い出そうとメガネをついっと上げてみる。

　──扉を開けた直後、白い視界に飲まれた時に先輩の焦った声を聞いた。

　先輩だけは離れていたから、俺たちの身に何があったのかを見ていたのかもしれない。

　となると……。

「先輩はまだ、時計塔にいるかもしれないな」

　扉を開けるチームに入っていなかった先輩だけが、あの場に残されている可能性がある。しかも扉は開いてしまったので、先輩の結界がちゃんと働いているかどうかも解わからない。

　慌てて自分の部屋に戻って、結界の中で待っていてくれると嬉うれしいのだが……。

「むぅ……」

　窓の外を見ると、かなり降り積もっているが……積雪量五十センチとまではいかないだろう。だったら、なんとか雪をかき分けながら歩けるはずだ。

「よし」

　よく見知った自分のクラスの前。

　ここからなら目を瞑つぶっていても先輩のいる時計塔に向かえる自信があった。

　暗い廊下だが、目が慣れつつある今なら歩くのに差し障りはない。

　さらに言えば先輩が殺された、という可能性はないはずだ。

『命』が先輩とリンクしているらしい俺の体が動いて、生きているのが何よりの証拠だ。俺の異能は自分が不死身になる代わりに、先輩が死亡したら俺も自動的に死んでしまうというものだ。だから先輩が生きているというのは確実と言える。

　だからといって安心は出来ない。先輩が生きているというだけで、どんな目に遭っているかまでは解わからないのだから。

　早く先輩を見つけて、他ほかのみんなも探し当てて。

　そして一刻も早くこの『雪に包まれた校舎』から抜け出さなくては。

　俺は逸はやる気持ちを抑えて、廊下を走りだした。







　……だが、俺は廊下から抜け出すことが出来なかった。

　階段を降りても降りても一階に辿たどり着くことは出来ず、この『二階』という場所を繰り返すのだ。廊下の反対側にある階段を使っても同様で、階段を上ったとしても降りたとしても、辿り着くのは『二階の廊下』。

　空間がループしている、ということらしい。

「これも術式による結界のひとつなのか」

　焦れば焦るほど、同じ階に出た時の疲労感は半端無かった。

　だから、落ち着く為ためにも思考を声に出すことにする。

「だとすれば……どこかに術式を作っている道具か紋様があるか、それともこの空間の違和感を探すか、だな」

　焦って走っていた俺は、それらを見つけることを忘れていた。

「落ち着こう。まずは教室を見るべきだな」

　自分が教室の前に倒れていたことに意味があるなら、その中に入ってみるのも大事だ。

　二年の教室は四つ。全すべてをくまなく探していると時間がかかるが、何も試さずにはいられないのも確かだ。

　俺は最初に倒れていたすぐそばにあった二年一組。

　俺の教室のドアに手をかける。

「鍵かぎは、掛かっていないのか」

　ドアはあっさりと開き、暗いクラスがそこにはあった。

　なんとなく自分の席を目で探してから、そのまま黒板を見ると──。

「っ!!」

　そこに書いてあったメッセージに驚きよう愕がくする。




『モンジローくん、識しきちゃんに気を付けて!!』




　チョークで慌てて書かれたのだろう。ほとんど殴り書きのようになっている。

　そして何より心配をかき立てたのは……。

　その黒板に飛び散っている大量の血だった。

「藤ふじ里さと……？　識に気を付ける……？」

　どういうことなのかが解わからない。

　だがひとつ解ることは……この場は危ない、ということだ。

　黒板に近付くと、血の匂においをリアルに感じる。

　ロードの血は人間のそれよりも淡い匂いであり、どこか頭の奥で甘く感じさせるようなものだ。以前に椎しい名な町まち先輩が血ち塗まみれになっていた時にも味わったそれを、今は藤ふじ里さとの血で思い起こさせられる。

　人を惹ひきつける何かが既にその体に流れているのかもしれないな。

　そう思いながらも指先で黒板の血に触れてみた。

　──まだ固まりきっていない。

　つまり、藤里がやられてからまだ時間が経たっていないということだろう。




　カツッ。




　その時、足音が響いて。

　俺は慌てて振り向いた。

　薄くぼんやりと、教室の後ろに誰だれかが立っているのが見える。

　身長はさほど高くない。そして、暗がりでもよく解る白い服。

　目の位置とみられる場所に、間違えようもないほどに輝く、金色の光。

「識しき……？」

　そこにはさっきの服装の上に白衣を纏まとった識の姿があった。

「この空間からの出口は、この教室です、門もん次じ郎ろう」

　淡々と呟つぶやくその声は、いつもの調子と全く変わらない。

　だと言うのに、俺は得も言われぬ不安に胸が押し潰つぶされそうだった。

「……どうして、知っているんだ、識？」

「黒板にある通りです」

　金色の瞳ひとみが、更に強く光を放つ。

　──識はとっくに臨戦態勢であり。

　俺はまだ、どうしても信じられないでいた。

　識が、俺に対して敵意を見せているなんてこの事態に。

「藤里唯ゆい香かと久く宝ほう那な岐ぎには先に元の世界に帰還して頂きました。複数名であれば苦戦したでしょうが、単体であれば仕留めるのは容易たやすいことです」

　ポケットに手を入れたまま、識は冷ややかに告げる。

　このピリピリと肌に突き刺さる感触は──もしかして殺気だろうか。

「そして香かぐ夜やは今、重要な儀式の最中です。門次郎、ですから──良ければそのまま待機していて下さい」

「ちょ、ちょっと待ってくれ。どういうことなんだ？」

　ついさっきまで、識しきは一緒に頑張ろうとしてくれていた。

　いつも通り、先輩をからかったり、俺にセクハラトークをしてくれていた。

　なのに今は、そんな面影は一切なく。

　まるで別人のように冷たい少女が立っている。

　──別人？

　もしかして……。

「まさかお前……識じゃなくて『伝説のナイツ』なのか？」

　俺が尋ねると、ピクッとその体が反応した。

　今の識はあまりにも冷徹過ぎる印象がある。確かに識は恐ろしい技術を持っているが、その実内心はとても仲間や友達想おもいのいいヤツだ。

　だから俺は今の識はおかしい、そう思う。

「それに回答する必要は皆無です」

　相変わらずの声音。だが、さっきの反応を見逃してはいない。

『伝説のナイツ』という言葉に反応したのは確かだ。

　と、なると……識が元々『伝説のナイツ』としてお泊り会に潜入していたのか。

　それとも、俺たちが時計塔の扉を開いて出てくるのを見計らって入れ替わったのか。

　後者であると、信じたい自分がいる。

「……待機を命じるなら尋ねるが、先輩の儀式ってなんなんだ？」

　時間をかけたくない、焦る気持ちはある。

　だが、今の俺は何も知らな過ぎた。

　現在、本当は何が起こっているのか。椎しい名な町まち先輩は何を狙ねらわれていたのか。

　そしてこの識は、本物なのか偽物なのか。

　もしも椎名町先輩に危害を加えるつもりなら、例え本物の識であっても……。

「香かぐ夜やが元の香夜に戻る為ための儀式です」

　しかし、識から出て来た言葉は危害とはまた違った言葉だった。

「元の……？」

「真のロード。夜の女王。伝説のかぐや姫。様々な呼称はありますが、単純な解説をすると、つまり元の香夜への記憶の再構築となります」

「先輩の三年前の記憶を取り戻すってことか……」

　その為に儀式というものが必要ということのようだ。

「だが、どうして今のタイミングで……」

　しかも何な故ぜ、この時なのか。

「………………」

　どうやら目の前の識は答えてくれないらしい。

　そこにある真剣な空気からして……言わないのではなく言いたくないのだとすれば。

　記憶を取り戻す。ということは元々の先輩が何を考えて、どう生きていたかも思い出すということで……つまり。

　まさか。

「記憶を取り戻したら、今の先輩はどうなるんだ？」

「……仮初の、現在の香かぐ夜やは消失し、本来の人格へ戻ります」

「仮初……？」

　その言葉の意味が、一瞬解わからなかった。

　だが、すぐに思い至って目の前が真っ暗になる。

　あの、優しい笑顔だったり、すぐに恥ずかしがったり、俺たちがからかうと真っ赤になってしまう、今の先輩が仮初だとするならば。

「香夜が生存してきた年数は普通の人間の何十倍にもなります。長期の意志と記憶に反して、現在の香夜はたった三年で発生した人格。大量の記憶が再生されることで、その圧倒的情報量により、現在の香夜の意識は消失します」

「なっ……」

　現在の先輩の意識が消失してしまう、ということは……。

　ブルッ、と寒気が襲う。

　俺の人格……この意識は妹がこつこつと二年以上かけて作り上げてくれたもので、それによって『今の桜さくら田だ門もん次じ郎ろう』となっている。

　椎しい名な町まち先輩も、三年より前の記憶を失っていた。つまり、三年前から彼女は『今の椎しい名な町香夜』になったと考えられる。

　俺がふとした弾みで元の無感情な殺人機械キリングマシーンに戻ってしまうのと同じように。

　先輩も記憶が戻れば、全くの別人になってしまうということ。

　それは──つまり、現在の心の死。

　俺が今、最も恐れるものが……正に『椎名町先輩』に訪れようとしているのか。

「──行かせてくれ、識しき！」

「不可能です。自分が制止します」

　識の手がポケットから取り出された。

「どうしても、なのか」

「はい。戦闘し殺害してでも貴方あなたを制止します、門もん次じ郎ろう」

　こいつが本当の識なのか、それとも『伝説のナイツ』なのかは解らない。

　だが、どちらにしてもかつてないほどの強敵なのは確かだろう。

　もし『伝説のナイツ』との戦闘になった際、いざとなれば識に俺に秘められた力──。

『コード：カルヴァリオ』の限定使用モードである『クリス・クロス』を使用して貰もらうつもりでいた。あれならば俺の精神を失うこともなく、本気に近い能力を発揮することが出来るからだ。

　だが、それが出来る唯一の人物が識で。

　目の前にいるのが、その彼女かもしれないという状況だ。

「自力で頑張るしかないか……！」

　俺は伊だ達てメガネを外して、裸眼で識しきの目を見た。

「無駄です門もん次じ郎ろう。この教室も廊下も既に……」

「糸だらけなんだろ！」

　相手が識の異能を使えるかもしれないと想定して動けば、俺の行動なんて筒抜けに違いない。なおかつ、彼女の『斬ざん糸し』すらも上う手まく使いこなす、技術すらも奪い取っているという可能性も想定出来る。

　で、あれば──使わないように願っていた、対・識用の戦法をとるしかない。

　俺はズボンに仕込んでおいた投げナイフを三本、すぐに天井に放った。

「むっ……」

　識はその意図を測りかねているような声を零こぼすものの、すぐに俺に手を差し向ける。

　その人差し指がくいっ、と曲がった。

　くんっ。

　いきなり足を取られて、体が前倒しになる。

「うおおっ！」

　だが俺は敢あえて、そのまま頭頂を床に打ち付けた。




　ゴヂンッ!!




　頭の奥まで突き抜けるような衝撃と痛みが襲った。

「うぐっ!?」

　激痛と同時に熱いものが流れる感触があったが、気にせずにそのまま前転の要領で足を振り上げる。

　そしてヘッドスプリングかのように、そのまま逆立ちして。

　一気に床から腕の力で跳び上がった。

「っ！」

　そのまま振り上げ途中だった足のかかとを使い、天井に刺さったナイフの柄を──。

「せやっ！」

　逆さの状態、オーバーヘッドキックのように蹴けりつけた。

　ナイフの一本が真まっ直すぐに識に向かっていく。

「なるほど、門次郎。自分の斬糸に対策を考察済みでしたかっ」

　俺の蹴りで飛来したナイフはかなりの速度だっただろう。母さんからも、足技の巧みさは褒められるほどだった。

　だが、識はその速度に勝る反応を見せてナイフの前に糸を向けた。

　シュルリ、と何本もの糸がナイフを絡からめ取り、切っ先が上を向かせられる。

　──だが、それもまたフェイクである。




　パキン。




　ナイフがあっさりとバラバラに壊れたが、それは想定済みだった。

　あの投げナイフには仕込みがしてある。俺が柄にある仕掛けを押すと、簡単な圧力をかけるだけであっさりとバラバラになるというものだ。

　俺はキックと同時に柄にある仕掛けを押していた。だから糸が巻きつけばナイフはあっさり壊れるように仕向けてあったのだ。

　本当の目的である、中に仕込んであった針を飛ばす為ために。

「っ」

　流石さすがに細い小さな針までは糸で巻き取ることが出来なかったのか、識しきの左手に針が刺さったのを確認した。そう、致命傷を与える必要なんてない。あいつは本物の識である可能性だってある。だから、殺すことなんて出来るはずがない。

　俺はそのまま姿勢を立て直し、膝立ちの状態になった。俺の足には糸が絡みついていたが、すぐに隠してあったナイフで切断する。

「っ、この針は……」

　識の体がゆらり、と揺れた。

「あんまり使いたくなかったんだが、貝毒から精製した母さん直伝の特殊な麻ま痺ひ毒だ。毒に強い体質だったり幼い頃ころから免疫を付けている人にも効果があるらしい」

　母さんは「ゲームによくある麻痺毒」というものを作りたかったらしい。だからこれは、一般的に広まっている毒物とは違って『体がちゃんと麻痺するだけ』のものである。普通、毒を受けた人間は体調不良を引き起こされ、解毒剤を使ったとしても完治に時間がかかり、場合によってはショック症状なども併発して死亡してしまう。だが母さんは『そんなものは中途半端です』と熱く語っていた。

　単に痺しびれさせ、動きを一定時間奪うだけ。そんな効果の毒物があれば、様々な用途で使用出来ると得意げに語っていたのも思い出す。ちなみにその時の実験台は俺自身だったので、あの毒がどれくらいの効果を持っているのかは身に沁しみて解わかっている。

　それまで揺れていた識の体が、やがて硬直したように停止した。

　そのままへたりこむように、床に座り込む。

　これで、識の体は麻痺したはずだ。

「お前が識なのか、実は『伝説のナイツ』なのか、それとも全く別の敵なのかは解らないけれど。でも、藤ふじ里さとの懸念していた『化けた本人にもダメージが入る』という可能性も考えて麻痺にさせて貰もらった。悪く思わないでくれよ」

『伝説のナイツ』に付いた傷が藤里にも付いた、というのを二人から聞かされていた。

　だから、このままこの相手を殺したり傷付けたりしたら識本人にも危険が及ぶ。そう考えて、攻撃は麻痺だけに絞ったのだ。

　もっとも、識しきではなかったとしても俺は殺すことなんて出来なかっただろう。相手にどんな目的があるのか解わからないままだし。そもそも、俺は殺し屋として育てられてはいるが、まだ誰だれも殺したことはないし、今後も誰かを殺すつもりはない。

　だからこの毒を仕込んだナイフは、その為ために持っていた隠し武器だった。

　殺し屋の家系であるくせに殺しが出来ないなんて知られたら、母さんに怒られてしまうかもしれないが。これが俺の選んだ今の道である。

「……ふぅ」

　とにかく、身動きを封じることは出来た。

　俺は識の近くまで寄ると、そのまま座り込んだ体を見下ろす。

　──どこからどう見ても識だった。外見の違いや異能などからは本物か偽物かを判別する方法なんてない、ということなんだろうか。

「舌も麻ま痺ひして喋しやべれないかもしれないが……先輩の所に行かせて貰もらうな」

　そのまま彼女に告げて、俺は教室の窓を見た。

　……なるほど。窓のひとつだけが、真っ暗になっている。他ほかの窓は全すべて白い雪が荒れ狂っているのに一番後ろの席に近い窓だけ、外が暗黒だった。

　あの窓から出れば、少なくともこのループする二階は抜けられるはずだ。

　俺は何も話せなくなった識をその場に置いて、その窓に近寄った。

　ガラガラと開けてみると、熱い空気の流れを感じる。もしかしたら、これは『外』に繋つながっている出口なのかもしれない。

「よしっ」

　俺は意を決して窓枠に手を添えた。

　今の、椎しい名な町まち先輩の性格が消えてしまうなんて、そんなのは許せない。

　かといって、元の性格に戻らないというのも……それはそれで良くない気はしていた。

　なんとかして記憶を取り戻した上で、性格や心の持ち方は今の先輩のまま──ということは出来ないものか。

　俺に出来ることなんてないかもしれないけど、そう切に願う。

「ぅ……」

　背後で識の呻うめく声が聞こえて、つい振り向いて見てしまった。

　このまま識をここに置いていくのは忍びないが、麻痺の効果は大体三時間。先輩を助けて、他のみんなを探してから迎えに来れば問題ないはずだ。

「すまないな。それじゃ行ってくる」

　そう告げて、いざ窓枠に足をかけたところで。




「油断大敵です、門もん次じ郎ろう」




　ひゅるっ。

　俺の首に、手に、足に、無数の斬ざん糸しが巻き付いてきた。

「ぐっ……っ!?」

　そのまま、俺の体は再び教室の中に引き戻される。

　さっきは足だけだったが、今は首と四肢に巻き付かれてしまっていた。

　これで、識しきが本気を出せば……俺の手足と首は切断されてしまうのだ。

　だが、どうして。

　どうして、識はこんな攻撃を繰り出すことが出来たのか。

　あの毒には解毒薬なんて存在しない。受けたが最後、あの特殊な毒に慣れた体でもなければ三時間は動けないはずなのに。

　見れば、識の体はよろよろと立ち上がっていた。

「完かん璧ぺきな毒など存在しません」

　識の冷たい一言と共に、首に巻き付いた糸のせいで意識が遠くなっていく。

　カツッ。

　識はゆっくりと、倒れた俺の方まで近寄ってきて。

　そして青と金の瞳ひとみで俺を見下ろした。

「ばか、な……どう、して……」

「それを考察する時間も、解答も、存在しませんよ、門もん次じ郎ろう」

　識の手がくいっと上に向けられる。

　途端に、俺の首がぐいっと持ち上げられ。

「──自分はこの殺意をもって。貴方あなたへの想おもいを抹消します。さようなら、門次郎。そして……今までありがとうございました」

　ぽつ、と雫しずくが俺の頬ほおを濡ぬらす。

　それは、金色の瞳から零こぼれた識の涙だった。

　あまりのことに驚いてしまった俺は、一瞬抵抗するのを忘れて見上げてしまう。

　もしかして、この識は本物だったのだろうか？

　こうして死の間際ともなると、様々なことを思い返せる。

　愛あい和かは最初から識が怪しいと言っていた。それは別に『伝説のナイツ』と入れ替わっているとかではなくて、そのままの識でも充分に怪しかった、ということなのだ。

　愛和の予想は正しかった。だが、俺は信じたくなかった。

　識が、敵に回る可能性なんて。

　識と、一緒に歩めなくなるなんて。

「……し、き……！」

　斬糸は俺の首に食い込み、首からは血が溢あふれ出している。

　このままなら首からの失血死を迎えるだろう。

「おまえが……てき、でも……おれは、おまえを……！」

　なんとか手を識に伸ばした。あの涙を拭ぬぐってやりたかった。つらそうな顔をしている識を、安心させてやりたかった。何より、全すべて諦あきらめたような目をして欲しくなかった。

　だけど俺の手は全く識しきには届かないまま。

　ぽたぽたと、何粒もの雫しずくが俺の上に落ちてきて。




「……さようなら、門もん次じ郎ろう」




　きゅっ、とその手が握られた時。




　ぷつん。




　まるで糸が切れたかのように、俺の感覚全てはいきなりシャットダウンされて。







　──俺の命は終わりを告げていた。
























　暗闇の空間。いつもの夢の中。

　俺は愛あい和かのおかげで、自分が死ぬまでの経緯を全すべて思い出せていた。

「兄さんはこうして死亡しました。思い出しましたか？」

　愛和に頷うなずく。

　こんなに大事なことを忘れていたなんて、本当にどうかしている。

　識しきは最後、泣いていた。

　そしてつらそうな顔をしていた。

　あれは絶対に、本物の八や殿との識だ。

　実は仲間想おもいで、寂しがり屋で、強がりの、ただの女の子だ。

「こんなところで死んでる場合じゃないな」

　今すぐあいつの所に駆け寄って、そして声をかけてやりたい。

　俺に何が出来るのかは解わからないが、あいつをなんとかして安心させてやりたい。

　あんなに俺を殺したがっていたはずなのに、いざ殺す時は泣いているなんて。

　そんなの、ズル過ぎるじゃないか。

「早く帰って、なんとかしてやらないとっ」

　俺がやる気になっているのに反して、愛和は落ち着いていた。

「そうかもしれませんけど、でも……兄さんが生き返れるのって、椎しい名な町まち先輩が生き返らせてくれないと、なんですよね？」

「ぐっ……そう、だな」

　そしてその椎しい名な町まち先輩がどうなっているのかは解わからない。

　あれからどれくらいの時間が過ぎているのかも、この夢の中では解らないのだ。

「それに、儀式というものが進んでいた場合。そこにいるのはもう以前の椎名町先輩ではないのですから、異能だけ回収されてしまっていて、兄さん自身は生き返らせてくれないかもしれませんよ？」

　そう。俺を頼ってくれていたのはあくまで『今の椎名町先輩』だ。

　元の記憶を取り戻した『椎名町香かぐ夜や』は、俺のことなんて必要じゃないかもしれない。

　その場合……生き返らせて貰もらえるかどうかは解らないのだ。

「だったら……」

　だったら、どうすべきかを一生懸命に考えてみる。

　そして、思い出した。

　大事な人の体がなくなってしまっても、決して諦あきらめなかった少女。

　そしてその少女の為ために、精神状態のままで生き続けている少女のことを。

「だったら、体を失ったままでも、俺はここに居続けてみせる。意識だけはずっと残って、そしていつか必ずなんとかしてみせる！」

　ずっとこの暗い場所にいる朝あさ顔がおのことを思い出す。

　あいつは、それでもずっと笑顔だった。

　あの強さを知り、そしてあいつを助ける約束をした俺は……だからくよくよしてばかりはいられない。

「兄さん、本当にいいんですか？　生き返っても、悲しい想おもいをするだけですよ？」

「大丈夫だ。悲しみを恐れて何もしない方が、今の俺は怖いんだ」

「もう椎名町先輩にも会えないかもしれませんし、識しきさんも敵かもしれないんですよ？」

「それでも、だ。あいつは泣いていた。だったらちゃんと言ってやらないといけない」

「もしかしたら、実は兄さんはとても孤独で……一人ぼっちかもしれないんですよ？」

「ああ。今までは仲間に頼り過ぎていた。俺はちゃんと、俺らしく生きるよ」

「そうですか……」

　愛あい和かは静かに目を閉じる。

　そして、愛和が再び目を開いた時。

　その瞳ひとみには、今までのどこか儚はかないような印象がなくなっていて。

　鋭さと深みのある、恐ろしいほどの威圧感を持った色が浮かんでいた。

「……愛和？」

「貴方あなたがそれを望み、そしてその道を進む決心をしたのならば。私はもう手助けすることはありません。後は自分で自分に必要な仲間を選び、そして自分の心のままに生き続けていきなさい」

　声音も、それまでの静かな柔らかいトーンがなくなっていて。

　低くて透き通るような、それでいて切れ味の良さを持った色になっている。

「お前……いや、もしかして……」

　その愛あい和かであって、愛和ではない人物は、口元に小さな笑みを浮かべると。







「では、目を覚ましなさい次じ郎ろう」







　そう──聞き覚えのある声で呟つぶやいた。
















　目を覚ますと、椎しい名な町まち先輩の大胆な胸の下が見えた。

　ふわりとした甘い香りを鼻先に感じて、またいつものように椎名町先輩に生き返らせて貰もらったことが理解出来る。

　俺は──識しきに殺されて、そして椎名町先輩に助けて貰った──ということか？

　なんだか、いつになく頭がぼんやりしている。脳を薄い膜が包んでいるかのような、そんな言い知れぬ違和感。くらくらする目眩めまいと、僅わずかな吐き気。そして胸の奥がズキズキと痛んでいる。

　復活して全すべてが元通りになったにしては、体全体を虚脱感が覆っている。

　いつもなら感動するその胸の大きさとこの膝ひざ枕まくらの状況も、今は堪たん能のうして感動するような気持ちになれなかった。一体、俺の体はどうしてしまったのだろう。

「あ、お目覚めですか、次じ郎ろう君」

　先輩の顔が、その大きな丘の向こうから見える。ニッコリとした微笑ほほえみが柔らかく、その表情は俺を安心させてくれた。

　そっと額を撫なでる手が優しい。それだけで、なんだか安心する。

「ここは……」

　視線を横に向けてみると……どうやらここは先輩の部屋のようだ。

　俺たちがここから出たままの状態に見える。時計はこの位置からは見えないが、まだ夜が明けている様子はない。

「俺は……」

　そして、どうして死亡したのかも思い出していた。

　識に殺された俺は、いつの間にか先輩の部屋に運ばれ──そして、生き返らせて貰った。そういうことだろうか。

　識が運んでくれたのだとすると、なんだか申し訳ない気持ちになる。あいつは泣きながら俺を殺した上、更に俺の死体をここまで運んだことになるからだ。

　どうして、あんなことをしたのか。

　それを思い出そうとすると、再び目眩が襲ってきた。

「うぐっ……」

「いけません、次郎君。生き返りたての体は無理をしてはいけないんですよ」

　そういう……ものだっただろうか。

　どうしてか解わからないが『神しん性せい異い能のうタナトス』に関する実感が何も湧かない。

「すみません……あの、先輩、俺はどうして……？」

「私もあの後、皆さんとはぐれてしまって困っていたんですけど。識さんが──その、死んでしまった次郎君を連れて来ましたので、慌てて生き返らせたんです」

「ああ、そうだったんですね……」

　なるほど、そういうことだったのか。

　……と、いうことは。俺が戦って、そして俺を殺した識しきはやっぱり『伝説のナイツ』が化けた偽物だったということなんだろうか？　そして、そんな俺を見つけた本物の識が俺を先輩の所まで運んでくれた……？

　いや、それは何かがおかしい。

　あの識は、本物だったはずだ。あいつとした会話。そして……別れの言葉。

　それらは紛れもなくあいつの本心からのものだった、と。俺は確信を持って言える。

　そう、俺は夢の中で出会った愛あい和かにも決意を告げて生き返ったのだ。

　だから、ここで先輩の優しさに包まれてのんびりしているわけにはいかない。

「先輩、俺っ！」

「はい、どうかしましたか、次じ郎ろう君？　何か悪い夢でも見ていましたか？」

「……悪い夢、ですか……？」

　そう言われてしまうと……もしかして、あれは全すべて悪い夢か何かだったんじゃないか、という気がしてきた。どうしてだろう、先輩の言葉はとても俺の中に入り込んできて、なんだか無理矢理安心させられているかのような、そんな気分になる。

「いえ、ですが……」

　それでも抵抗して、先輩にさっきの状況を語ろうとするのだが。頭も口も上う手まく回らなくて、言葉として発することが出来ない。

「ん……そういえば、次郎君は死亡している時──私が生き返らせるまでの間、どこか暗い空間にいることがあるって話してくれましたね。確か、旅行先ではそこで朝あさ顔がおさんにも会っていらしたとか」

「あ、はい、そうですね……厳密には死にそうな時というか、生死の間とか、そういう時の夢だと思いますが……」

　おそらく、疲れ果てて眠った時の暗黒空間は別もので。生死の間で見る夢には誰だれかしらが現れるのかもしれない、なんて思い直している。

　──そういえばさっき夢の中に現れた愛和は、最後に違う雰囲気になっていた。

　あれではまるで……。

「今回はどんな夢だったんですか？」

　俺がそのことを考えているのを読んだかのように、先輩が話しかけてきた。

「あれは、多分……愛和で……」

　だが、最後の瞬間のことを思い出そうとすると、ズキッと頭が痛む。

「なるほど、妹さんですか」

　先輩はニコニコと微笑ほほえんだままだ。

　──いつもは安心をくれるその笑顔が、何な故ぜだか今は不安を感じさせる。

　何だこれは。違和感……だろうか？

「先輩……？」

「その夢に出てきた方は本当に、貴方あなたの妹さんでしたか？」

　先輩の問いと同時に。

　俺の視界は、部屋の入り口に立つ別の人物を映し出した。

　その姿は、そう。さっきも夢の中で見た……。

「愛あい和か……？」

　黒いサラサラの髪、小さくて細い体、そして──幼さを感じさせない鋭い視線。

　ドクン、と胸の鼓動が激しくなる。

「次じ郎ろう君。……彼女は本当に、貴方あなたの妹さんですか？」

　先輩の言葉で、更に胸が早鐘を打つ。

　……旅行から帰ってきた時、俺は確かに彼女に旅行の報告をした。

　デートの日の朝、俺は確かに彼女に髪型を整えて貰もらった。

　そしてその日の夜、俺は確かに家にいた彼女をこの場所に連れてきた。

　それは──。







　本当に俺の妹だったのか？







「ま、さ、か……！」

「そろそろ気付きましたか、次郎」

　全すべてを凍いてつかせるような、超常の者のみが持つ視線。

　全身から発せられる威圧感。

　そして何より──何度も何度も長い間聞かせられ、耳に残った声。

　そう、どうして俺は彼女を妹だと思っていたのだろうか。

　どうしてこの姿を愛和だと思い込んでいたのだろうか。

　俺はとっくに、当たり前にその姿を知っていたはずなのに!!

「まあ、私の『妖よう魔ま異い能のうサイド』……『再度の怪』と呼ばれる異能は人の認識を書き換えます。貴方が私の愛らしい外見を見て『妹萌え～』と思っていたとしても仕方ありません。それは男性なら当たり前に持つ欲望なので安心しなさい、次郎」

　この言い草、この偉そうな言葉、この自分に自信満々な態度。

　全てが一人の人物を示していた。




「か、母さん……」




「貴方に母親呼ばわりされるいわれはありません」

　いきなりの絶縁宣言だった。

　そういえば俺がカルヴァリオを起動した後にもこんなことを言われた気がする。

　しかし、言われてみて納得した。

『伝説のナイツ』。

　そんな存在になれるほど凄すごい存在なんているのかと常々疑問に思っていた。藤ふじ里さとや久く宝ほうが手も足も出ないレベルなんて、俺は全く想像出来ていなかったからだ。だが、それが母さんであれば話は別だ。母さんは軽く人じん智ちを超えている。俺の知る限り、どんな理屈も通じないのは母さんの技術くらいだ。

　そもそも外見が、俺が母さんと知り合った小さな頃ころから変化していない。とっくにどんな化け物よりも妖よう怪かいじみている最高の殺し屋。それが母さん、桜さくら田だ門もん優ゆう都とだ。

「母さん……？　あれ、でも、愛あい和かは……？」

「貴方あなたが旅行先から帰って来る前に、ジジイの所に送り返して閉じ込めてあります」

　ジジイというのは愛和を育ててくれた祖父のことだろう。

　そういえば母さんはその爺じいさんと仲が悪いというのを聞いたことがある。

「無事なんだよな？」

「当然です。私がお腹なかを痛めて産んだ子ですから」

「俺も愛和も母さんの子じゃないよな？」

「そんな気分になっている、ということです。あまり細かいことを言うと、もぎますよ」

「うぐっ」

　一体何をもがれると言うのだろうか。だが、男として大事な尊厳に近しいものではないかと推測されるので、俺は口答えを止めた。

「それでいいのです。細かいことをいつまでもグチグチと言い続けると、男としての格が下がります。もう少しおおらかな男になりなさい、次じ郎ろう」

　家族の繋つながりを細かいことと断じられるのも不思議な気分だったが。

　ともあれ。

　ここで母さんが現れたということは。

「椎しい名な町まち先輩、今の貴女あなたは……」

　俺はようやく頭を上げて、先輩と向き合った。

　外見は全く変化していない。だけど、その雰囲気が確かに、違っているように見える。

「……ここまでこの身を守ってくれたご褒美に……もう少し……いえ。お別れまで、お前の好きな『椎名町先輩』でいてあげようと思っていたのだけれど」

　お前、と言われて背中がゾクッと反応した。

　口調が変化しているし、何より声のトーンが低くて色っぽくなっている。

「見抜かれてしまったのなら、もう隠しておく必要はないようね」

　それまでの先輩に対して持っていたイメージの全すべて。

　微笑ほほえみが、口調が、そして視線が。

　全て一気に塗り替えられていく。

「貴女が、先輩の過去の記憶……」

「そう。私こそがロードの中のロード、カグヤよ。この私がこの記憶を取り戻すまで守ってくれたことに、感謝しているわ、桜さくら田だ門もん次じ郎ろう」

　先輩……いや、そのカグヤは先輩と同じ顔とは思えないほどの深みのある笑顔で、俺の額を撫なでて労ねぎらってくれた。

　──その態度のどこにも、俺が好きになったあの椎しい名な町まち先輩の姿はない。

　……もう、どこにも。

　あのほんわりして照れ屋で、どこか危なっかしい先輩はいないのだ。

「あ……」

　そう思ったら、目が熱くなって。

　涙が溢あふれてしまった。

「そう。そんなに記憶を失っていた時の私を……貴方あなたの中で『椎名町先輩』とされていた人格のことを好きでいてくれたのね」

　止めたくても止まらない涙を見て、カグヤは目を細める。

　そうか、これが悲しくてつらいという気持ち。

　もう会えないということが、信じられないけれど……受け入れなければいけないという、別れのつらさなんだな。

　最後に先輩と話した言葉は何だっただろう。

　もっと色々話しておくべきだった。













　もっと、先輩のことを大事にするべきだった。

　最後になるって知っていたら、もっとずっと一緒にいるべきだったんだ。

「っ……」

　胸の奥からこみ上げるものが止まりそうもない。

　あの先輩の、優しくしてくれた穏やかな『心』はもう、ない。

　それが……外見は全く同じであるカグヤの表情から解わかってしまう。

「ぅ……くっ……」

　腕を持ち上げ、メガネをずらして涙を押さえる。

　だが、感情が溢あふれて止まらないというものを初めて経験している俺には、せり上がってくるそれを止める術すべを知らなかった。

「門もん次じ郎ろう……」

　そして聞き覚えのある声に、俺は母さんと反対側を見た。

　涙で霞かすんでよく見えないが。

　そこには──俺を殺した張本人。

　識しきが立っている。

「識……どうして……」

　俺は涙を拭ぬぐいながら、識の方を見た。

　識は無表情なのに……どこか泣いているようにも見える。

　そう思うのは、俺が識にも共感して欲しいと願っているからなのだろうか？

「どうしてだ、識。お前も……先輩のこと……」

「自分は、香かぐ夜やのナイツですから」

　キッパリと告げられたそれは、全く揺るぎのない言葉だった。

　思えば、最初から識は先輩のことを『香夜』と呼んでいた。

　それは親しみを込めて下の名前で呼んでいたわけではなく……。

　──このカグヤのナイツである、という意味だったのか。

　だとすると。

「なら、どうして……俺を椎しい名な町まち先輩のナイツにしたんだ、識？」

　椎名町先輩に俺を勧めたのは識だったはずだ。

　俺のことを転校してきたその日から見ていたと語っていた識。

　そこには、どんな意味があったのだろうか。

「私が説明しましょう、次じ郎ろう」

　いつの間にか母さんが識の前に立っていた。部屋の反対側だと言うのに、一瞬でわざわざ移動したらしい。

「ロードはとても長い長い時間を生きています。体は歳としを取らなくても、やがては精神が摩耗していきます。全すべての事象は『見たことがある』経験となり、心を動かすこともなくなり、やがては物語を完遂する意欲を失うのです。結果、ロードは自身の物語を全まつとうすることが出来ず──意志のない、異能を持った化け物に堕おちてしまいます。長い時を生きた古いロードから順番に化け物になっていく……そんな彼女らを狩るのが藤ふじ里さと唯ゆい香か、いわゆるロードキラーの仕事ということです」

　心が摩耗していく。

　どんな出来事があっても感動しなくなり、何があっても心が動かなくなることだろう。

　当初は普通に過ごしていたとしても、長い年月が過ぎればやがて見るもの聞くものはどこかで見た、聞いたものとなってしまう。

　それはとても、寂しくて苦しいことだろう。

　俺はすぐに心がなくなってしまう可能性があるから、その恐怖のことも少し解わかる。

「藤里唯香は長く生きたロードが化け物になる前に殺害する。そういった物語を歩んでいます。だからこそ、最も長く生きているとされるロード、香かぐ夜やの前に現れたのでしょう」

　だから藤里と久く宝ほうは先輩のいる学校にやって来たのか。

　椎しい名な町まち先輩を殺す為ため、ナイツである久宝と共にあの日計画を実行した。

　予定外だったのは、俺という存在が先輩と一緒に死んだりしたことなのだろう。

「香夜は完全に記憶を失い、若いロードのように楽しそうな人生を歩んでいました。後輩の男子にドキドキしたり、親しくなった人をお泊り会に誘ったり、と。それによってロードキラーは目的を失っていたのでしょうね」

　先輩を殺す為に来た藤里と久宝。だが、その先輩が記憶を失っていることで『化け物』にならないことが解ったから、仲間になってくれていたのだろうか。

　藤里も久宝も、もしかしたらそんな『ロードを殺し続ける物語』から離れたかった、ということなのかもしれないな。

「なお、私が香夜の異能のひとつを使い、香夜の記憶を封じました。それまでの香夜の人生経験を司つかさどる『エピソード記憶』を消した、ということです。ちゃんと『知識』を司る『意味記憶』は残しておいたおかげで一般常識は失わないままでした。ただ、だからって『安全日』と『危険日』のエッチ方面の知識がそもそもなかったとは驚きましたが」

「そんな俗な知識、私には必要のないものだったからよ」

　元々のカグヤも、男性経験どころかそういう知識そのものがなかったらしい。

　ロードの中のロードという話からして、高貴な立場なのかもしれない。だからこそ、そういった言葉に対しての知識が偏っていたのだろう。

「重要なこと以外の全すべてを忘れ、精神の摩耗をゼロに戻す。これによって香夜の精神は生まれ変わり、物事を新鮮に捉とらえることの出来るロードとなったのです。それは、ほとんど魂の書き換えに等しい行為でしたので、彼女の中にある異能『天てん使し異い能のうサリエル』と、私の中にある異能『堕だ天てん使し異い能のうサリエル』により、双方向の意識を調整することによってその意識と記憶を私が管理していました。つまり、香夜のそばにいれば私の意識を次じ郎ろうの中に同調させることも出来た、ということです」

　母さんが夢の中に出て来たのは、そういう理由があったのか。

　俺は先輩と繋つながっていた。そして、先輩は魂が母さんと繋がっていた。

　先輩を介して、俺は母さんとも繋がっていたということらしい。

「記憶を失っている間、それを知っている者が大勢近くにいては……何かのきっかけで記憶を取り戻してしまうかもしれません。だからこそ、八や殿との家は識しきさんのみを彼女に付けて。私は香かぐ夜やの身を守る私の代わりを用意することにしました。それが貴方あなたです次じ郎ろう」

　記憶を失って、新たな人生を始めることになった先輩。

　その後で、俺は母さんに捨てられていた。

　そして妹によって心を作って貰もらい──椎しい名な町まち先輩に恋をした。

「全すべてが狙ねらい通り、愛あい和かは貴方に人間の心を取り戻させていました。ロードキラーがいつ仕掛けてくるか解わからない中、丁度ギリギリのタイミングで貴方がナイツになったのは僥ぎよう倖こうとも言えるでしょう」

　心のない殺人機械キリングマシーンだった頃の俺では、先輩のことをなんとも思わなかっただろう。

　心を持った未熟な俺が、心を封印されて生まれ変わったばかりの椎名町先輩に惹ひかれた。そこには、どこか似た者に感じる共感も……もしかしたらあったのかもしれない。

　だが、まるでその出会いすらも仕組まれていたかのようで、内心不快感を覚える。

　これは怒りだろうか。それとも悔しさだろうか。

「当初の予定では、香夜が八や幡はた姉妹に仕込んでおいた『因果』を操作して、元の記憶と人格を取り戻すのみでした。あの『危険日』により本来ならば香夜は心を失い、そして今の香夜に復活する予定だったのです」

　朝あさ顔がおと、夕ゆう顔がおちゃんの事件すらも母さんたちが仕組んでいたのか。

　──炎の中で、夕顔ちゃんが異能を渡された相手。

　それこそが記憶を失う前のカグヤだった、ということか。

「八殿家の八方陣まで用いての大きな作戦でしたが、次郎の介入により八幡姉妹の心も変化し、結果として予定変更せざるを得なくなりました。想定よりもスケコマシに育ってしまっていたようで、母としては結構複雑でした」

　そんなことを言われても俺は困るだけだった。

　次々と聞かされる事実に、俺は戸惑いのせいで意味を理解するのがやっとだ。

「そういえばあの時、識は凄すごく本気で頑張ってくれていたよな。あれは……？」

　識は最初から、このカグヤを補佐する為ためのナイツだった。

　ということは、あの八殿家別荘での事件は予定を阻害した側に回ってしまっていたはずだ。識は俺と共に行動しながら、事件解決の為に一生懸命だった。

　あの必死さは、演技では出来ないはずだ。

「そう、あれは演技ではありませんよ、次郎。識さんはほとんどのことを詳しく知らされていません。八殿家からの命令、つまり私からの指令に忠実に動いていただけです。それがない場面では、彼女は彼女の意志で動いていました」

「そ、そうなのか……」

　だが識しきは、俯うつむいたまま顔を上げない。

　俺としては、あの姉妹を助けたいと本気で願っていた識が本心で安心したのだが。

　しかし、内心は複雑なままだった。

　確かに夕ゆう顔がおが縛られ続けていた原因を作ったのはカグヤだ。

　だが、そのおかげで朝あさ顔がおの意識はまだ生きているし、夜よる顔がおという新しい妹も出来た。

　だから、例えカグヤが元の自分に戻る為ためだったとはいえ一方的に非難する気にならない。

「香夜は条件付き『危険日』を逆手に取って復活を果たすつもりでしたが失敗しました。それであれば、『八方陣』に近い術式を用いて、私自らがするしかない。そう判断したのが今回の件です」

　あの日のあの事件の中、先輩は俺の負担を肩代わりして眠り続けていた。

　もしもあの、夕顔ちゃんの術式が成功していたら、生き返ったのは朝顔ではなくて──カグヤの元々の意識だった、ということなのか。

　あれだけ必死に姉を生き返らせようとしていた夕顔ちゃんを騙だましていたことは素直に許せないと思う。だが、結果として彼女らは新たに夕顔ちゃんと夜顔の絆きずなを強く結びつけたのだから……俺はこのやり場のない気持ちをどうすればいいか戸惑う。

「母さんは、どうして妹のフリを？」

　そう、俺の妹……愛あい和かの姿を思い出すと、この今の母さんの姿とは似ても似つかないような外見だった。とっくに俺の認識は操られていたということなのだろう。

　そもそも愛和は俺と同じ髪質であり、こんなにサラサラした黒髪ではないのだ。

　そういえば、発育ももう少し良かった気がする。

「今回の件、前回のようにイレギュラー要素が介入しないよう注意する必要がありました。私の教えが良かったのか、次じ郎ろうは思ったことを上う手まくやってしまう才能があるようです。なので、ずっと近くで監視する必要があると判断していました」

　さり気なく自分の教えが良かったとか入れる辺りが母さんらしい。

　だが、お茶目な言葉の中にも節々に冷酷な判断がにじみ出ている。

　そう、母さんは当事者の気持ちというものをまるで無視して計画を実行していた。

　だからそれに巻き込まれた俺や藤ふじ里さと、久く宝ほうのことも。

　そして朝顔や夕顔ちゃんたちのことも。

　──ただ手て駒ごまとして使っていた識のことも。

　まるでその気持ちを考えずに計画を進めていたのだ。

　俺が反発心を抱いているのは、きっとそういうところだった。

「それにしても、ここまできちんと香夜を守り抜いたこと、我が息子ながら賞賛に値します。よく成長しましたね、次郎」

　だが、それまで淡々と説明していただけの冷ややかな声が──優しげな声音になった。

　そう、母さんにとってはそれだけのこと。

　むしろ俺の成長を純粋に喜んでくれているのは本心だろう。

　だけど、俺には諦あきらめ切れないものがあった。

「母さん、もう俺の好きな椎しい名な町まち先輩は戻らないのか？」

「ええ。彼女は戻らないのではなく、元々存在などしていなかったのです」

　そう言われて、俺はカグヤを見る。

　腕を組んで、俺たちの会話を愉快げに聞いている尊大なるロード。

　そこには、どこにも先輩の面影はない。

「……そうなのか……」

　どうすればいいか全く解わからない。

　この気持ちのやり場にはさっきから困りっぱなしだ。

　俺はこれから、どうすればいいのか。

　──それが本当に解らなかった。

「時間です香かぐ夜や。そろそろ八や殿との家にいらして下さい」

「そうね──解ったわ」

　カグヤがスッと立ち上がると──ふわりと、先輩の香りが鼻をついた。

　だけど、そこにいるのはもう彼女ではない。

　どうしても納得出来ない、だけど納得するしかない。

　そんな絶望的な状況に……再び涙が溢あふれた。

「次じ郎ろう。貴方あなたのタナトスはもう返して貰もらってあるわ。だから、これで貴方と私……そして識しきとの関係もおしまい」

　カグヤの言葉を聞いて、体調が悪い理由……特に胸がズキズキ痛む理由が解った。

　そうか、もう『神しん性せい異い能のうタナトス』も返却してしまっていたのか。

　これで俺と先輩を繋つなぐ絆きずなみたいなものは、なくなってしまったのかもしれない。

　そして識は俺と目を合わせないようにして──。

　そのまま、先に部屋を出て行ってしまった。

　結局、何も話すことは出来なかった。

　なんて声をかけていいのかも、解らなかった。

　ただ、この部屋から立ち去る時の背中が、とても寂しそうに見えたのが印象的だ。

　すぐに追いかけて捕まえてやりたくなったのに。

　俺の足には、まるで力が入らなかった。

　そして、カグヤはそんな俺を最後に振り返って──話しかけてくる。

「次郎。貴方はもう、私たちロードに関かかわって血生臭い世界に足を踏み入れる必要もなくなったわ。だから──貴方は人間の中で、穏やかに当たり前に生きなさい。貴方の愛した椎名町香夜も、そう願っていたわ」

「うっ……ぐっ──！」

　駄目だった。

　そこで先輩の名前を出すなんて卑ひ怯きようだ。

　俺はついに、声を押し殺すことも出来ないほど泣いてしまっていた。

　そんな俺を一いち瞥べつして、カグヤは部屋を去っていく。

　俺には、もう何も出来なかった。

「次じ郎ろう。初恋は実らないものです。それが──母代わりとして貴方あなたを育てた女からの、最後の教えですよ」

　そして、母さんも──ドアから去っていく。




　誰だれもいなくなった椎しい名な町まち先輩の部屋の中には。







　俺の嗚お咽えつだけが、静かに響いていた。
























　……………………。

　不意に気が付くと、そこは全く見覚えのない天井だった。

「……あれ？」

　いつの間に俺はこんな所にいたのだろう。

　母さんとカグヤ、そして識しきがいなくなって。

　俺はただ一人、あの椎しい名な町まち先輩が暮らしていた部屋で泣いていた。

　それから、意識を失って──。

　いつの間にか、こんな知らない場所で目覚めることになったのだ。

　実はさっきまでのことは夢だった……。

　……だとしたら、どれほど良かっただろうか。

「ふぅ……」

　俺はため息を吐ついて、視線を横に向けてみた。

　と、そこには……。

　うつらうつらしている、夕ゆう顔がおちゃんがパイプ椅い子すに座っていた。

「夕顔ちゃん？」

「ん？　あ……ふわわっ!?　わたし、寝て……って、あ、も、門もん次じ郎ろうさんっ！　目が覚めたんですねっ！」

　俺が眠っていたベッドの脇わきにいた彼女は、嬉うれしそうに涙ぐむ。

　その態度と背後の風景からして、ようやく現状が把握出来た。

　ここは、どうやら病院の一室で。

　俺はあの椎しい名な町まち先輩の部屋で意識を失い、ここに運ばれてきたようだ。

「良かったです、本当に……。門もん次じ郎ろうさん、一週間も目を覚まさないから、とっても心配しました……」

「俺は、そんなに寝てたのか……」

　そういえば、喉のどが痛くて声がガラガラする。

　体もなんだか重くて気け怠だるい。

　一週間も寝ていればこうなる、ということなのだろう。

「夕ゆう顔がおちゃんが……看病を？」

「あ、いえ、みんなで交代でしたっ。えと、門次郎さんが目を覚ましたことを妹さんたちに連絡してきますねっ！」

　涙をごしごしと拭ふいて、夕顔ちゃんは慌てて個室のドアを開けて出ていった。

　──かつて彼女から感じていた、あの切なくなるような甘さは感じない。

　ナイツの男性を惹ひきつけるという禁断の血筋。それを感じなくなったということは。

　どうやら、本当に俺の異能はなくなってしまったようだ。

「……先輩、識しき……」

　ゆっくりと右手を持ち上げてみると、点滴の管が通っていた。

『タナトス』で生き返った後は完治しているはずなのに、あの異能を失った負荷でも俺にかかったのだろうか。死んだ分だけ体に無理が溜たまっていて、異能を失った時にその揺り返しが襲ってきた、とか。

「しかし……あれは、夢じゃなかったんだな……」

　識に殺され。夢の中と現実で母さんに会い。そして先輩を失った──。

「そんな甘いこと、あるわけないか」

「そうね、甘い状況じゃないわねっ」

　突然俺の独り言に同調する声が聞こえて、思わず辺りを見回す。

「ここよ、ここっ！」

　見れば、ベッドの脇……床にある寝袋に包くるまっている夜よる顔がおがいた。

「私たちはモンジローさんを交代で看病していたのよ。夕顔はしょっちゅう来てたけど、私は人形だからタフさが違うもんね。だから泊まり込みで看病してたのっ」

「いやいや、でもほとんど体の作りとか中身は人間の構造と変わらないんだろ？　大変だったんじゃないか？」

「だいじょーぶっ、まかせて！　私はモンジローさんに恩返ししたいんだもの、これくらいへっちゃらへーよ！」

　そのままもぞもぞと寝袋から出て来る夜顔。寝袋からメイド服の少女が出てくるというのは、なんとも不思議な光景だった。

　そしてパッパッと服を直すと、そのままベッドに乗っかってくる。

「んー、顔色はいいみたいね」

「まあ、な。かなり気け怠だるくて節々が痛むけど」

「それは運動不足ね。でも、妹さんがちょいちょい体を動かしていたからそこまで鈍ってはいないはずよ？」

「ん、そうなんだな」

　こんな時まで愛あい和かには世話になりっぱなしのようだった。

　そもそも、愛和と母さんを間違えて認識していたというのが恥ずかしくて仕方ない。結局報告させられるので言わなければいけないのだが、愛和が怒る姿が想像出来る。

　ただ、母さんもあそこまで完かん璧ぺきに妹っぽくしなくても良かっただろうに。どこまでが母さんの演技で、どこからが異能の力なのか詳しくは解わからないが、あの『妖よう魔ま異い能のうサイド』というのは本当に恐ろしい能力だったようだ。

「しかし、いいのか？」

「うん？　何が？　夕ゆう顔がおを出し抜いて、今からキスしちゃおうと思ってたこと？」

「それはいけません」

「あははっ、やっぱり駄目なのねっ！　傷心のモンジローさんを癒いやすにはやっぱり体しかないかも？　って散々夕顔を煽あおっておいたんだけど」

　また、なんてことを。

　その都度、真っ赤になって否定している夕顔ちゃんの涙目が浮かぶ。

「そうじゃなくて。夕顔ちゃんと夜よる顔がおって八や幡はたの家系……識しきの従姉妹いとこなんだろ？　元々のロードが目覚めたんだから、なんか、そういう命令的なものとか出てないのかと」

「んー、今のトコないわね。むしろ、識さまはモンジローさんを慰めてあげて！　って思っているに違いないわ」

　……そうなのだろうか。

　あの、先輩の部屋のドアから立ち去った小さな背中を思い出す。

　あいつとも、もう会えないのだろうか。

　もう、あのバカ話をすることもないのだろうか。

　そう思うと、切なさが胸を満たして苦しくなる。

「識本人が慰めないと意味ないだろうにな」

「おっ。やっぱりモンジローさんの本命は識さまだったのねっ」

　本命と言われても、今となっては悲しい気持ちになるだけだった。

　先輩や識のことを考えると、どうしても胸が痛くて苦しくなる。

　この切なさ、悲しさというものを持ち続けて今後も生きなければいけないのだろうか。

「お？」

　そんな俺の顔を、夜顔は覗のぞき込んだ。

　顔がもうちょっとで触れそうなほど近付けられる。

「な、なんだ」

「駄目よっ、モンジローさん！　すっかり諦めてしょんぼりしてるわねっ」

　ぴと。

　俺の両頬ほおを夜よる顔がおがしっかりと手で包む。

　そこからひんやりとした冷たさが伝わってきた。

「私は詳しいこと聞いてないけど、椎しい名な町まちさんと識しきさまが去っちゃって寂しいのよね？」

「あ、ああ、そうだな」

「だったら追いかけるべきじゃない！」

　真まっ直すぐな目。真っ直ぐな言葉でそう言い切られる。

　そして、その声は耳を通して頭に響き。

　そして、胸の中にわだかまっているもやもやしたものを吹き飛ばしてくれた。

「追いかけて、いいのか？」

「んもう、受け身系男子は駄目よ、モンジローさん！　夕ゆう顔がおも識さまもガンガン攻めてきて、うへへ、となっているのはいいけれど。モンジローさんがちゃんと攻めて、奪い返すぞー！　みたいになってくれないと、私たちも手伝えないじゃないっ」

　夜顔の手に、熱がこもっている気がした。

　こいつは、本気で……そう思ってくれているのだ。

　俺がやりたいことがあれば、全力で手伝いたいと。

「夢の中で会った朝あさ顔がおだってそう言ってたんだからっ！」

「え、朝顔にも会えてるのか？」

「ふふーん、凄すごいでしょ。多分、私と彼女は似たような存在だからとみたわね。細かい理屈はさっぱり解わからないけどっ。ほぼ毎晩、夢の中で色々話しまくってるわよ？」

　……そうか。あの真っ暗な場所で一人だけ、というわけではないんだな。

　朝顔がずっと一人きりじゃないということに安心した。

「モンジローさんは私と朝顔、そして夕顔を救ってくれた人なの。だから、諦めちゃ駄目よっ！　貴方あなたには、貴方にしか出来ないことがあるんだーって思わないとっ」

　俺にしか出来ないこと。

　そんなものがあるのだったら、俺はそれをやってみたい。

　そしてそれが──先輩や識と元の生活を過ごすというものであれば、より嬉うれしい。

「うん、ちょっといい顔になってきたわね。ほら、モンジローさん。貴方が本当は何をしたいのか、胸に手を当てて考えてみて？」

　言われるままに、胸に手を当ててみる。

　そして……気付いた。

　俺の中から『神しん性せい異い能のうタナトス』がなくなったということは。

　カグヤからあの異能を奪い取れば、もしかしたら朝顔を生き返らせることも出来る、ということなのかもしれない。そもそも、俺はそれを持っているから夕ゆう顔がおちゃんに狙ねらわれたのだから、今度は狙う側になってもいいのだ。

　なるほど。まだやれることはあるじゃないか。

　カグヤは八や殿との家にいるというのは知っている。

　そしてそこには当然、母さんや識しきもいるはずだ。

　会いに行こうと思えばいつでも行ける。本気さえ出せば、なんだって出来る。

　そうか、だから必要なのは俺の意志ということ、なんだな。

「ありがとう、夜よる顔がお。やっとやるべきことが見えてきた」

「うんうんっ！　お礼は夕顔の体にしてあげてねっ」

「それは……まあ、機会があれば、だな」

「わっ、モンジローさんがきちく的になったっ」

　そう、今までの俺は受け身過ぎた。

　先輩に生き返らせて貰もらい、識に頼り、そして今回は妹……と見せかけた母さんに頼り過ぎていた。そして、三人から言われるがままに諦あきらめていた。

　本当は、諦めたくなんてないのに。

「よし。こうしちゃいられない。早速退院しよう」

「って、気が早いわよっ！　ちゃんと手続きとか、後は準備とかしなきゃっ」

「だが、なんというか気が逸はやってしまってだなっ」

　俺がベッドから降りようとすると。

「あれ、モンジローくんが復活してる」

「おやおや、慰め役まで取られてしまったか」

　藤ふじ里さとと久く宝ほうが、果物のバスケットを持って部屋に入ってきた。

「二人とも、手伝ってっ！　モンジローさんってばもう退院するってっ」

「あはは、モンジローくんってばやる気満々だねっ。でも、もうちょっと待ってくれないかな？　実はわたし、まだ識ちゃんにやられた怪け我がが治ってないんだよね」

「ん、そっか……そうなんだな」

「生活には差し障りないんだけど、彼女の糸はおっかなかったからねー」

「うん、主のアレをくっつけるのが大変だったよ」

「私もくっつかないかと思っちゃってたよ」

　……何が切断されて、何をくっつけるのが大変だったのかは聞かないでおこう。

　藤里だって、そんなものはあんまり人に語りたくないに違いない。

　そして藤里は果物のバスケットを棚の上に置いて。

　そのままベッドの上に座った。

「色々調べておいたよ、モンジローくん。八殿家では今、真のロードの帰還ってことで、色々準備しているみたい。何か大きい儀式とか、祝典みたいなことをするのかも」

「儀式？」

「ああ。おそらく、まだ彼女は真の力を取り戻していないんだろうね。だから、それを取り戻す為ための儀式とみたよ」

　久く宝ほうもベッドまで近寄ると、空いている所に腰掛けた。

　これで俺のベッドには三人の美少女が座っていることになる。

「わたしが『カグヤ』に関して調べたデータによると、かつて彼女が大掛かりな儀式を行っていたのは──十五夜のお月様。つまり、九月の満月の日だったはずだよ」

　満月の日に何か大きな儀式をするなんて。

　なるほど、本当に『かぐや姫』みたいだな。

「その儀式は祝典でもあって、世界中からロードやナイツが集められるらしい。私たちも呼び出されるかもしれないし、呼ばれなくても潜入するにはもってこいの日なのさ」

「世界中から、か……」

「呼ばれなくても行っちゃうけどね、わたしの物語的に。ふふふー」

　まあ、ロードキラーとしてはそんな美お味いしい儀式は逃さないのだろう。

　だが、今の俺には何の力もない。

　行ったとしても、ナイツではない身では追い返される可能性が……。

「ん？」

　いや、そうか。

　ナイツでないならば……。

「なあ、藤ふじ里さと。相談があるんだが」

「勿もち論ろん、その相談に乗る為に、こうして顔を近付けているんだよ」

　藤里の顔は確かに近い。

　こんなに愛らしい顔を間近で見ていれば、いつもなら照れていただろう。

　だけど、今は──我慢する。

「藤里。俺に──ロードを倒す為の、異能をくれ」

「それは、あの『カグヤ』を殺すということ？」

　椎しい名な町まち先輩の元々の人格、カグヤ。

　藤里的には、彼女を殺すのも目的であり使命なのだろう。

　だが、俺のイメージは違う。

「カグヤという人格はこれからまた百年くらい眠らせて──先輩に再び出て来て貰もらう。十五夜のお月見は、先輩の部屋でお泊り会をする！」

　俺が宣言すると、藤里は目を丸くしてから。

「ぷっ、あははっ！　うん、いいよ、お月見しようね、モンジローくんっ！」

　そのまま、俺に思いっきり抱きついてくる藤里。

「わっ！　私もそこまではしなかったのにっ」

「こういうのは早い者勝ちなんだよ、夜よる顔がおちゃんっ」

「やれやれ、主ってば」

「ただいま戻りまし──わああっ!?　ちょっと目を離しただけなのに、門もん次じ郎ろうさんが色んな女の子をベッドに引きずり込んでますっ！」

「いやいや、人聞きの悪い言い方はやめてくれ、夕ゆう顔がおちゃん！」

　顔をすり寄せてくる藤ふじ里さと、呆あきれつつもなんとなく足を触ってくる久く宝ほう。

　そして、慌てて真っ赤になっている夕顔ちゃんを見てニコニコ笑っている夜よる顔がお。

　ここにいるみんなのおかげで、俺はようやく元気を取り戻せた。

　越えなきゃいけないハードルは高い。

　先輩を取り戻すには、その方法を知らないといけないし。

　その前に、あの一番厄介な母さんをなんとかしないといけない。

　そして──識しきとも、話をして、決着をつけなければならない。

　かなり前途多難ではあるが、俺はもうへこたれないと自分の『心』に誓っていた。

　そう。もう、この心から逃げたりしない。

　自分の思う通りに進める為ために全力を尽くす。

「待ってろよ、先輩、識。必ず取り戻して、また無理矢理楽しい日常をさせるからなっ」




　俺が決意を固めてぐっ、と拳こぶしを握ると、その場にいるみんなが笑顔になった。





あとがき
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本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。



本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。












本作品は縦書きでレイアウトされています。











また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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